
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章









　──『それ』は突然、僕の前に現れた。




　時刻、もうそろそろ寝ようと思ってた、夜の零時きっかり。

　現場、小学生の頃から使ってる、自分の部屋。

　本棚とゲーム置き場と勉強机とベッド……ありふれた家具に囲まれた、ごく平凡な男子中学生の安息地には絶対に存在しえないものが、今、目の前に一つ。

「な……えっ……？」

　何かが喉につっかえてしまって、呼吸すら正しいリズムを取れないまま、間の抜けた疑問符ばかりが吐き出されていく。

　実体験してみて、初めて理解できたこと。

　一つ。人間は驚きすぎると、本当に声が出せない。

　二つ。比喩表現でなく、腰は確かに抜けるものらしい。

　映画とかで怪物に襲われるシーンを見るたび、「モタモタしてないで早く逃げなよ」とか「叫んで助けを呼べばいいのに」とか安易に思って、ホントすみませんでした。

　訓練を受けた人でもなきゃ、冷静で素早い対応なんてとても出来ないもんだし、むしろあれこそがリアルだったんだなぁ。

　……うん。

「緊急時は変に冷めた意識で他人ひと事ごとのような思考を巡らせ、現実逃避し始めるらしい」ってのもプラスして、理解した事柄を三つにしても良いかも知れないけど。

　とにかく。

　僕は、『それ』が飛び出してきたときの姿勢のまま──つまり、尻もちをつき、バカみたいにぽかんと口を開けたまま──あまりにも異常な来訪者から、まったく目を離せずにいたんだ。

「………………人間……なのか？」

　今、そこにいる存在を見たままに言えば、膝を抱えた姿勢で空中に静止し、眠っているかのように目を閉じている、女の子。

　つややかに伸びた栗くり色いろの髪。

　淡雪のように白く透き通る肌。

　触れただけで砕けてしまいそうなほどに細くて、華きゃ奢しゃな手。

　それから──まあ、その、やむを得ず目に入ってしまう肌色部分の丸み、とか。

　そういうものからして、多分きっと、女の子なんだろうと思うんだけど。

「い、いやいや……ねぇ？」

　何故なぜか半笑いになりつつ、その考えを振り払う。

　だって、これを少女と認めるよりかは、自分の正気を疑った方が早いもの。

　僕の友達に『本の中から飛び出してくる子』はいないと断言できるし、まして『淡く碧あお色いろに発光しつつ、ふわふわ空中に浮けるヤツ』なんて論外だ。

　そんなことが出来るとしたら、それは女の子どころか人間ですらない。

　つまり、結論として、目の前の『これ』は。

　……幻覚だろうなぁ。

「あー、うん……そういや最近寝不足だった、シナリオ作りで」

　思えば、昨日寝たのも深夜の二時近く。

　成長期の睡眠はとても大切ですと、保体で習ったばっかりでしたね、はい。

　正直、幻覚を見るほどの眠気ではないけど、まずは一旦落ち着こう。

　心が落ち着けば、こんな幻なんか雲散霧消するに決まってるさ！

　目を閉じて。

　大きく深呼吸して。

　ゆっくりと目を開ける。

　………………。

　…………。

　……。

「おい、どういうことだ！　消えないじゃないか！」

　誰に怒っても仕方ないけど、思わず声が出てしまったのは勘弁して欲しい。

　床に拳を叩たたきつけるのを踏みとどまっただけ、「お前はよく頑張った」と褒めてもらいたいぐらいだ。

　念のため、精神統一をもうワンセットしてみたものの、やっぱりなんら変化なし。

　……神様仏様、これは一体何の試練ですか？

　目の前の非現実に理性が吸い込まれ、もう自分が冷静なのかパニック状態なのかもよく分からなくなってくると、あとに残るのはヤケみたいな気分だけで。

　その衝動はすぐに我慢の殻を突き破り、自然と喉から飛び出していた。

「なんなんだよ、お前は!?」

　僕がそう叫んだ、刹那。

　それまでしっかりと閉ざされていた少女の目ま蓋ぶたが、突如として大きく見開かれる。

　そして──僕はその奥に隠された両の瞳を、真正面から覗のぞき込んでしまった。

「…………ッ」

　息を吞のんだのを、はっきりと自覚する。

　澄んだ青に琥こ珀はくと白はく磁じが複雑に混じり合う、文字通り虹のように煌きらめく虹こう彩さい。

　焦点の位置を推し量れないほど、濡ぬれて潤んだ瞳。

　あまりにも綺き麗れいで、恐ろしいほど深いその色合いに射すくめられ、僕はそのまま、またしても身動きがとれなくなって。

「…………ぁ……あ」

　自らをきつく抱いていた腕の縛いましめを解いた彼女の唇から、掠かすれた声が漏れる。

　永い間ずっと喋しゃべっていなかったから、どうやって言葉を出すのか忘れてしまった──まるでそんな風に幾度か咳せき込んだあと、女の子は今度こそ、間違いなく僕に向けて言葉を発した。

「……あたしを、喚よんだのは、あなた……？」

　背筋に走る、ぞわっとした感覚。

　曇りのない鈴を転がしたような声は、僕の中枢神経へ滑らかに染しみ込むようで──畏怖すら覚えるその声質について、それ以上意識を巡らせないように努めながら、彼女の言ったこと、内容だけを必死に咀そ嚼しゃくする。

　僕は、この少女を喚んだか？

　──いいや、そんな記憶は全くない。

　なら、僕は何をした？

　──古本屋で見つけた、出自不明のゲームの本を読んでいた。

　　　そして……その巻末にあった、ＹＥＳ／ＮＯフローチャートを辿たどっていた。

　それだけだ。

　本当にただそれだけなのに──彼女は、突如として僕の部屋に現れたんだ。

「き、君は……何者なんだ？」

　改めて尋ねるのも気後れするぐらいの質問が、ふと口をつく。

　その答えを聞いてしまったら、これまで僕が信じてきた大切なものが何もかも、根底から覆くつがえされてしまうのではないかという不安はあった。

　それでも──いくら理性の箍たがで締め付けても、もはや膨れ上がった好奇心を抑え込むことなんて出来なくて。

「君は……人間なのか!?」

　最後の致命的な質問が、とうとう僕の喉の奥から噴き出す。

　そして──……

「ふ、ふふ……うふふふふ」

　突然、それまでまるで無表情だった彼女の口が、三日月形に切れ上がった。

　呆あっ気けにとられるほどの変貌に、思考は一瞬停止し──それでも、この『回答』だけは、耳の中へまで、確かに到達した。





「人間だぁ？　ククク、とんでもねぇ！　あたしゃＴＲＰＧの女神様だよ！」






　…………………………………………。

　………………………………。

　…………………………。




　　　「……………………は？」




　……瞬間、僕は直感的に多くのことを悟っていた。

　常識などという曖昧なもので、世の中の全てを片付けてはいけない、とか。

　絶対に避けられない事故というものも、あるところには確かにある、とか。

　人生というシナリオを作る神様が居るんなら、僕の担当は相当に意地が悪い、とか。

　なんだかこう、知りたくなかった事実ばかり、いくつもいくつも判わかってしまったんだ。




　そうだ、それから、あともう一つ。

　多分これこそが、その中で一番重要な確信だったんだけど──




　──僕はこの先、間違いなく……とんでもない事態に巻き込まれるぞ、って。











第一章　「その本が気になったかい」









　──真っ赤な地平にゆらめく影、その数は四。

　一つは大型の赤い龍。〈厄災〉と呼ばれ、恐れられたもの。

　三つはその害を除かんと旅をしてきた勇者たち。人々に残された最後の希望。

　激戦の火蓋が切られてからすでに半はん刻とき──絶対に相あい容いれない存在同士であることを示すように、負わせ負わされた傷の数は、もはや数えることすら難しい。

　勇者たちに残った力は僅か。

　最後の一撃で倒しきれなければ、彼らに明日の陽が昇ることはない。

　だがそれは、かの暴龍にしても同じこと。

　永えい劫ごうに潰ついえぬ悪意のような存在も、三つの強い力と意志によって揺らぎ、崩れかけているのは明らかだった。

　たとえこの戦いの果てに何が起ころうとも、決して退ひかない──その覚悟を胸に秘め、三つの先頭に立つ長身の男が、大上段に剣を振りかぶる。

『〈厄災〉！　これで終しまいだ！』

『ほざけ！　我が命、人間ごときに奪とれるものか！』

　怒り狂う龍の吐息が、眼前の敵を地表ごと刳えぐりとらんと放たれる。

『させない！』

　それを撥はね返す防護の魔法、続いて暴龍を地に縫い止める矢の雨。

　仲間からの援護を受けた勇者は、好機を逃さず地を蹴りつけた。

『うおおおおおッッ！』

　渾こん身しんの力を込め、大跳躍から叩きつけるように宿敵の脳天へと振り下ろされた一撃。

　はたして、その結末は──……







　……──その結末は、机の上に勢いよく振り出され、６のゾロ目を示して静止した二個のダイスによって決せられた。

「よっしゃあああ！　《全力撃フルスイング》＋《一刀両断バイセクト》、クリティカル！」

「うっわ！　命中−8修正だったのに運で当てるとか、マジ？」

　興奮を隠しもしない雄お叫たけびが、驚きの声が、放課後の視聴覚室に響き渡る。

「これぞヒーローってヤツだぜ！　さっすが俺ェ！」

「ダイキ、分かったから静かにして、うっさい！」

　怒られた方──ガッツポーズ付きで最高の出目を誇示している、スポーツ少年風に体格と威勢がゴツいのは、片かた喰ばみダイキ。

「いいじゃんかよ、他に誰もいないんだから」

「うるさい先生とかに聞かれて、目を付けられたら困るでしょ！」

　切れ長の目を怒らせてる方──ワンレンショートな髪型が特徴の、勝ち気なツッコミ役、大おお搗つきアカネ。

「そうですよ、此処ここを使わせてくれてる先生に迷惑かけられないですし」

　細いフレームの眼鏡を指で押し上げながら冷静な意見を述べた、見た目も実態もスマートな秀才風なのが、山やま嵜ざきケイ。

「まあ、とりあえずダイキはダメージロールを振……らなくても固定値で落ちるね……」

　そして最後に……特徴といえるほどの特徴はない僕は、篠ささ目めユウ。

「清すが々すがしいまでの脳筋ＰＣキャラ」

「ダイキそのまんまのキャラですから。分かりやすくて良いですよ」

「お前らホントに失礼極まりねぇな！」

　あまり騒ぐのはマズいと分かっていながら、それでも大盛り上がりしている僕ら四人が今、プレイしているのは──『テーブルトークＲＰＧ』、だ。

　最近はテレビの特集で取り上げられたり、動画配信サイトにプレイ動画が上げられたりとかなり一般化したけど、やっぱりちょっとマイナーなこの遊び。

　ビデオゲームでたとえれば、ゲーム機本体とソフトの役割を持つ進行役＝マスターと、物語シナリオの登場人物役＝プレイヤーに分かれ、ルールブックに記載された規律ルールに従って、ダイスやカードを使って物語を展開させていくゲーム……なんだけど。

　そんな風に言うとあまりに堅苦しいから、僕は知らない人には『世界観とルールがしっかり定められたごっこ遊び』だよと説明している。

　とはいえ、じゃあ子供っぽい遊びなのか？　と言ったらそうじゃない。

　それは、世界中に年齢を問わず愛好者がいて、今も新作のルールが毎年のように発売されているのが何よりの証拠だと思う。

　ルールごとに多様な世界観とゲーム性があり、ダイスが行動の成否を定めるランダム性を持ち、物語は無限に生み出される上、プレイヤーの行動次第で同じシナリオでも結末が一定じゃない……と、一度ハマったら容易に抜け出せないほど、ＴＲＰＧにはとても強い魅力があるんだ。

　で──その数多あまたいるＴＲＰＧ愛好者の一部である僕たち『鍵かぎ澤さわ中ＴＲＰＧ同好会』は、一年ほど前から週に二度、定期的にセッションを行ってきた。

　今日はお気に入りのシステム、ファンタジー系ゲーム〈テンペスト〉を使った、続き物キャンペーンシナリオの最終回だったというわけで──……

「じゃ、続けるよ。『〈厄災〉は致命の一撃を受け、赤一色に染まった地で激しく身み悶もだえしていたが、やがて呪じゅ詛その言葉を吐きながら、ついに倒れ伏して動かなくなった』……」

　ゲームマスターである僕は、ひとしきり皆の歓声が収まったのを見計らい、ラスボスを撃破した様子や情景を、一つずつ言葉で演出していく。

　二ヶ月の間、ずっと続けてきた物語の終結だから感慨深いものがあるし、プレイヤーサイドの皆も気持ちは同じだったんだろう。

「それを見届けて、ウチは胸に手を当てながら目を閉じ、呟つぶやくね。『……これで、長かった旅も終わりなのね……』、って」

「僕はそうですね、得物を収め、静かに今までの戦いに想おもいを馳はせましょうか」

　仇きゅう敵てきを倒し、万感迫るって感じのロールプレイをしてくれると、マスターとしては大団円のシーンに向けた流れをとても作りやすい。

　この感動的な空気を維持した演出をしようと、僕が息を吸い込んだ、その途端。

「待て待て、とりあえずこの龍のドロップアイテムをチェックしようぜ！」

　流れを一切考慮しない提案が飛び出して、残る三人が揃そろって椅子から滑り落ちかける。

「い、いや、こいつはドロップなしだよ。最終戦だしさ」

「えー、マジか」

「ほんッとに……アンタ、少しは情緒ってやつを持ってよね！」

　大げさなアクションで身体からだを起こしたアカネが叱責の声を投げはしたけど、実際のところ彼女の口元も明らかに笑ってしまっている。

「情緒で財布は膨れないからな！」

「位階クラスは〈勇者〉なのに、なんでちょいちょい盗賊っぽいんですか……？」

　何度も交わして熟れた掛け合いに、またしても上がる大きな笑い声。

　こういう、システム的な会話やロールプレイ以外のやりとりもまた、ＴＲＰＧの楽しさを構成する大切な要素の一つなのは間違いない。

　僕も含め、全員で本筋を離れた雑談大会に突入しかけた、まさにそのとき。

「今日も楽しそうですね、みなさん」

　出入り口の方から掛けられた声に揃って振り向くと、立っていたのはこの部屋の管理者にして僕の担任教師、香か取とり先生だった。

　おっとりとした見た目で優しいけど、一方で結構厳しいところもあって──視聴覚室ここも同好会のために先生がこっそり使わせてくれているだけに、一瞬全員が固くなる。

「す、すみません。俺ら、うるさかったッスか？」

　アカネの冷たい視線に突つつかれて、ダイキがおずおずと立ち上がる。

　しかし、僕らの緊張した空気を読み取ったのか、先生はすぐにぱたぱたと手を振って否定した上で、穏やかな笑みを浮かべた。

「あ、ううん。それはぜんぜん大丈夫だったけれど。もうあと三十分で最終下校時刻だから、あなた達の様子を見に来たのよ」

「え。もうそんな時間!?」

　正面の壁掛け時計を確認しても、言われた時刻に間違いない。

　セッションのたび、まるで様式美のようにこの展開になっている気がするけど、本当にゲームをしてると時間があっという間に消し飛んでいく！

「あ、あと少しなんで！　これ終わったら、ホントすぐ帰ります！」

　慌ててラストシーンのメモを引っ張り出す僕に、分かってると言うように手を振って、香取先生は踵きびすを返した。

「また後で閉めに来るから、ちゃんと片付けて帰って下さいね」

「はーい……と、じゃあ急いで仕切り直すよ！」

　先生が教室から出ていくのを見送るなり、全員高速で卓上に向き直る。

　危なかった……あのまま話し込んでたら、まさかの『最終戦の感想大会で閉幕』っていう、とんでもないエンディングになるところだった。

　過去、それに近いことをやらかしたときは締まらないにも程があったし、今後はマスターとしてもっと時間管理を徹底しないとなぁ。

「で、では──『三人の勇者は、賢者の助言に従い、討ち倒した〈厄災〉の角を持ち帰ると、病に侵された人たちに分け与え』……る、ってことで良いい？」

「うん、もちろんそうするよ！」

「それで、あのクソ龍が撒まき散らした毒の病が消えるんだったよな」

「だね。『帰還の旅路もまた、決して平へい坦たんではなかったが、王国中を巡るあなた達の足取りが、着実に人々の病を癒やしていく』──」

　続き物の最終回は、どんな結末であれ少しの寂しさがつきまとうけれど、こうしてグッドエンドで終わるのはやっぱり気持ちがいい。

「『長く苦しい戦いの果て、滅亡の淵ふちにあった王国は救われた。あなた達三人は救世主として、この地に長く語り継がれることとなるだろう──』……と、これでこのキャンペーンは完結です。ありがとうございました！」

「お疲れさま！」

　満足げな三人の声が僕の声を追って重なり、めでたくこれでシナリオの閉幕。

　予定していた演出をかなり端折はしょったけど、なんとか時間内で完走できたことにホッとする──間もなく、今度はすぐ撤退戦に取り掛からないといけない。

「じゃ、急いで片付けるべ」

「消しゴムのカス、床に落とさないでよ！　怒られるから！」

「分かってるって。あ、ケイ、ゴミ箱頼む」

　家に帰るまでが遠足なら、部屋から出るまでがＴＲＰＧです──なんて冗談半分の話はともかく、ここを追い出されでもしたら困るのは全員が理解しているだけに、片付けの動きはとても素早い。

　寄せていた机を戻し、箒ほうきでゴミを掃いて、忘れ物がないか再確認。

　あまり散らかしていなかったのも幸いし、あっという間に全ての清掃を終えた僕らは、どうにか下校時間を守って学校の正門を飛び出した。







「……だからさー、やっぱあのクリティカルを出した俺が今日のＭＶＰだろ」

「それは間違いないでしょうけど、アレ外してたら逆に大ピンチでしたよ？」

　学校から最寄り駅まで、ゆっくり歩いて十五分ぐらい──その道程で出るのは、もちろん今日のセッションの話だった。

「いいんだよ、結果として当たったんだから！　……てか、それで言うならケイ、お前だってＭＰ管理もせずにバカスカ技能スキルを使ってたじゃねぇか」

「もう最終局面でしたし、出し惜しみしても仕方ないですから」

「そういや、結局あのレアアイテムも使わずじまいだったな。勿もっ体たい無ないことしたぜ」

　学校から外に出てしまえば多少騒いだって怒られないから、さっきから二人とも白熱して喋しゃべりっぱなしに喋っている。

　もっとも、まだ興奮しているのは僕も同じで、その会話を聞きながら色々とシナリオの修正ポイントを考えていると──不意にアカネに腕を摑つかまれた。

「ユウ、前！　電柱！　ぶつかるってば！」

　歩道の端っこを歩いていたせいか、顔を上げるとすぐ目の前に太い石の柱。

　注意されなかったら正面から衝突事故を起こしていたのは間違いないし、嫌な冷や汗が背中を伝い落ちていく。

「気をつけなよー？　まーたシナリオのこと考えてたんでしょ」

「あはは……ごめん、ありがとう」

　ダイキたちにも笑われてしまったけど、実際、道路上の何かに激突するのも既に何度かやらかしてるから、弁解する余地もない。

　照れ笑いで頭を搔かいている僕に、やれやれといった様に肩を竦すくめはしたものの、アカネはすぐにニッと相好を崩した。

「でもさ、きっとそれだけ考えてるからだよね、ユウが作るシナリオが面白いのって。今日もラストバトル前の掛け合いとか、演出とか……カッコよかったよ！」

「そ、そう？　うん、楽しんでもらえたなら良かったよ」

　友達相手にクールキャラを装よそおったって仕方ないんだけど、素直に感情を出すのが恥ずかしくて、ついそうしてしまうのは僕の悪いクセだ。

　マスター役として本音を言えば、こう褒められて嬉うれしくないわけはない──どころか、全力でガッツポーズしたいぐらいに嬉しい。

「楽しかった」って言ってくれるだけでも充分なのに、具体的にここが良かったと評価してもらえるのは、本当にゲームマスターＧＭ冥みょう利りに尽きる。

　ただ、僕はそれを引っ込み思案のせいでうまく言葉に出来ないし、それから──……

「ウチはバトル系が好みだからさ、今回は特に──あ、もちろん、ユウの作る話ならどんなシステムのでも好きだからね！」

「あ、ありがと……これからも、ええと、頑張りま、す？」

「あはは、なにそれ。なんでそんな硬くなるかなー」

　そう、それから、アカネは性格的に思ってることをズバズバ言うし、たまに表現が直球過ぎてドキドキしてしまうんだ。

　彼女は友達も多いし、こういう感じの会話が普通のことなのかも知れないけど、僕なんかはただのゲームオタクだし……変に意識してニヤけてしまったら格好悪い。

　そんなの、あの男子二人に悟られたが最後、絶対に誂からかわれるに決まってるから……今日もさりげなく口元を隠したのに、運悪くダイキがちょうどそれを見ていて。

「なんだよユウ、口なんか押さえて。気分が悪いのか？」

「い、いや！　大丈夫、ちょっと咳せき込みそうになっただけ！」

「ふーん……？　しかし、ユウは確かにすげぇよな」

「……へ？　何が？」

　急な話題転換に驚いたのもあり、また普段のダイキはあんまりそういうことを言わないこともあって、これは何の前フリかと思わず身構える。

「いやさ、ＧＭってどう考えても大変じゃん。シナリオ作ったりとかさー」

　ああ……なんだ、そういうことか。

　僕に限らず、ＧＭってこう言われる人が多いんじゃないかと思うんだけど、今の世の中なら別に、そんなに難しいことじゃないんだけどな。

「別に自分で話を作らなくてもいいんだよ。シナリオ集は売ってるし、ネットで探せば無料で公開してるのも沢山あるよ？　僕もたまに使うもん」

「うーん……でもなぁ、やっぱ正直、俺には難しそうで出来る気がしねーんだわ」

「いや──」

　大丈夫だよ、何なら手伝う──と、言いかけた言葉が口から出るよりも早く。

「自分としては是非、ダイキのマスタリングを見てみたいですね」

　割り込んできたケイの声が会話の軌道を逸そらしてしまって、仕方なく飲み下す。

「えー……？　なんかめちゃくちゃな卓になりそうでヤなんですけど？」

「だからですよ。予測不可能すぎて楽しそうじゃないですか」

「あーね、それならわかる」

「言うよなー……そんならお前らが次、ＧＭをやってみろよ！」

　露骨に不服顔になったダイキが、誂ったケイとアカネを交互に指差す。

　この逆襲は予想してなかったのか、追及された二人は慌てて顔を見合わせた。

「う、ウチは……ほら、ＮＰＣの演じ分けとか、難しいと思うんだよねー？」

「それでいいのか、掛け持ち演劇部員のアカネさんよ」

「ゔッ」

「僕はアレです、プレイヤーとして物語を楽しみたい立場でして……」

「んだよ、つまりはお前らも出来ないんじゃねぇか！」

　珍しく鋭いダイキの舌ぜっ鋒ぽうで滅多打ちにされ、今回は二人のＫＯ負け。

　ショートヘアの頭をぽんと叩たたいて小さく舌を出したアカネは、その戯おどけた勢いのままで僕の方に向き直った。

「やっぱさ、得意なユウ君に今後ともお願いしまっす！」

「おねしゃーす！」

　びしっと音がしそうな姿勢で頭を下げたアカネに引き続き、残る二人にも従われてしまったら、僕も応えざるをえなくなってしまう。

「う、うん……いいよ！」

　……ああ、またタイミングを逃してしまった。

　事なかれ主義が災いして、やっぱり今日も僕の望みを伝えられなかったじゃないか。

　ほんのちょっとした、でも結構な数を繰り返してきた後悔に小さく溜ため息をつく傍かたわらで、皆はすぐに別の話題に移っていく。

　そんな中、ケイがふと思い出したように「そうだ」と呟つぶやいた。

「ユウ、借りてた本を返しますね。ありがとう」

「？　……あ、こないだのルールブック？　もういいの？」

「ええ。おかげで昨日は楽しく遊べました」

　そういえば、一週間ぐらい前、オンラインでセッションをやるからと頼まれて、ケイにルルブを貸してたんだっけ。

　別に急いで返さなくても良いって言ってあったのに、用が済んだらすぐに、しかもわざわざ袋に入れて返してくれるあたり、いかにも真面目なケイらしい。

「それから……悪いんですが、もし有ったら〈ルナティック〉の第４版も……」

「ああ、いいよ。明日持ってくる」

「……しかし、ホントいろんなゲームを持ってるよね、ユウって」

　僕らのやり取りを感心したような顔で聞いていたアカネがふと呟いた言葉に、僕よりも早くダイキが大げさに『やれやれ』のポーズをとった。

「知らねえのかよ？　ユウんちにはゲームを置く専用の部屋まであるんだぜ！」

「……うん、それは凄すごいと思うけどさ、なんであんたが威張ってんの？」

　確かに──なんでダイキが得意げなのかはよく分からないけども。

　ただ、その話自体は別にウソってわけでもない。

　僕の家には、ＴＲＰＧを含め、ボードゲームの類いを保管するためだけの部屋がある。

　といっても、別にものすごい豪邸に住んでるってわけじゃないし、それら全てを僕が自分で集めたんでもなくて──……

「まあ、殆ほとんど両親のだから。僕が凄いわけじゃないよ、それ」

　そう、実は僕の父さんと母さんもまた、筋金入りのアナログゲームプレイヤーなんだ。

　そもそも二人が出会ったのもＴＲＰＧを通してのことらしく、そんなマニアな二人が結婚したら、所持ゲームの量がとんでもないことになるのは自明の理。

　結婚当初はトランクルームを借りて保管してたけど、今の家、一軒家を建てたときにゲーム置き場を作った──ってのが、件くだんの『専用部屋』の始まりらしい。

「自分ちのこととはいえ、さすがにちょっと引くぐらいの量になってるんだよね……」

「へー……でも羨ましいな、そういう部屋があるなんてさ！」

　あの部屋の詰め込まれっぷりを思い出し、正直な感想と苦笑いが漏れただけなのに、それにすら感心されてしまうと、今度は明確に恥ずかしい。

「……聞いてるとユウはアレですね。生まれからしてエリートというか……」

「血統書付きだよね、アナログゲーマーの」

「いやいや、その表現はなんか複雑なんだけど!?」

「あははは、ごめんごめん」

　なんかまたケイが妙なこと言い始めたと思ったら、アカネが更におかしなことをぶっ込んでくるもんだから、思わずツッコミの声も大きくなる。

　すれ違った人に振り向かれるぐらいの、今日イチ大きな歓声が上がったところで、ダイキが手を思い切り叩いた。

「よっしゃ！　もうさ、次に何のシステムをやるか、今日決めちゃおうぜ！」

　ああ、その提案はとても魅力的で、個人的には即座に賛成したいぐらいだけど。

「でも……もうすぐ駅に着きますよ？」

　うん、確かに駅の歩道橋と雑踏は、もう目と鼻の先に見えている。

　僕はバス、三人は電車組で、かつその三人もそれぞれ路線と方向が違うから、僕らが一緒に帰れるのはこの駅まで。

　ゲーム中と同じく、楽しい時間はやっぱり一瞬で過ぎてしまうもの。

　だから、だいたいは話し足りない気分を抱えてのお開きになるのが恒例で──昼帰りの日なら、ここからファーストフード店に入っておしゃべりをしたりもするけど、この時間からそれをしていたら真っ暗になる。

「ちぇッ、仕方ない……じゃあ、それはまた今度な」

　さすがのダイキでもそこは弁わきまえていて、毎度不満げに口を尖とがらせはしても、僕らを無理に引き止めるようなことはしない。

「みんな、お疲れ！」

「また明日」

「うん、またね」

　コンコースの人混みに消えていく友達を見送るこの一瞬が、いつも妙に寂しい。

　さっきまでの盛り上がりから一転、僕だけ取り残されてしまったようで──なんて、これも恥ずかしいからあんまり人には言えないんだけど、ね。

　そんなブルーな気持ちを振り払い、気を取り直して腕時計を確認する。

　今が六時半ちょっと前、か。

　うちは門限がそう厳しくないから、少しだけなら寄り道できるかな──と、そんな計画を考えてると、不意に後ろから肩を叩かれた。

「ごめんユウ、ちょっと言い忘れた！」

「え、アカネ？　どうしたの？」

　首を伸ばせば、あの二人が改札へ入って行くのが見える。

　用事ならＢＩＮＥでメッセを送ってくれれば良かったのに、こうしてわざわざ戻ってくるほどのことって、一体何だろう？

「さっきのゲーム部屋のことだけどさ！　よかったら今度、ウチにも見せてくんない？」

「あ、ああ……なんだ、そんなこと？　ぜんぜん構わないよ」

　今のところ、三人の中で僕の家まで遊びに来たことがあるのはダイキだけだ。

　それに限らず友達を家に招くってこと自体、小さい頃からあんまり経験がないし、少し緊張はするけど、アカネだからって断るような理由は勿もち論ろんない。

「やった！　じゃあ早速だけど今週末、予定空いてる？」

「土曜はごめん、ちょっと買い物とか行くから……日曜でもいい？」

「ＯＫ！　楽しみにしとく、ありがとね！」

　なんだか妙に嬉うれしげに──そう見えたのは僕の気のせいか──すぐカレンダーアプリに予定を打ち込んだ彼女は、鞄かばんにスマホを突っ込むなり、また振り返る。

「じゃ、改めて！　また明日ね！」

「うん、気をつけて」
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　そのまま笑顔でバイバイ──と、なるはずだったのに。

　最後の最後、アカネは走り去り際ぎわに突然、とんでもない爆弾を落としていった。

「あ、ダイキたちは用事あるらしいから。誘わなくても大丈夫だよ！」

「うん。……うん？」

　いや、ちょっと待って？

　それって、アカネは最初から一人で僕の家に来る気だった、ってことか？

「……え……本気で!?」

　コンコースの雑踏に紛れて見失った彼女の背中に向けた、届きっこない問いかけ。

　い、いやいや──彼女はあくまで遊びに来るだけだ、別にそういうことじゃない。

　そうさ、ただ友達が家に来るだけのこと──だとしても、同い年の女の子が一人で家に来るなんて、今まで一度もなかったんだぞ……？

　え、ええと、どうしよう、とりあえずあちこち掃除しないとダメか。

　あとなんか見られたらマズいものとかは隠して……それから……あとは、ええと……。

「……い、今は一旦忘れよう、一旦！」

　こんなところで深く考え込んでいたら、よろしくないテンパり方をしてしまいそうだ。

　人混みのド真ん中で立ち尽くしている僕を、何ごとかとチラ見していく人たちの視線で我に返り、そそくさとアーケードの端っこに退避する。

　え、えーと……さっきまで、僕は何をしようとしていたんだっけ……？

「そうだ、どこかに寄り道してこうと思ってたんだ」

　どこかと言っても、僕が好んで行く場所なんて、非電源系のゲーム専門店か、本屋か、そのどちらかに決まっている。

　通うことになった学校の最寄り駅に、両方揃そろっていたのは幸か不幸か……少なくとも僕が常に金欠な原因がそこに有るのは確実なんだけど。

　それで……今日は、どっちに行こう？

　まだまだ余裕で継続中の精神的な動揺を鎮しずめるには、静かな場所の方がきっと良いい。

　となれば、行きつけの古本屋さん一択だろう。

　あそこはいつ行っても他のお客さんがいないから、売上的な意味でちょっと大丈夫かなって気持ちになるんだけど、その分間違いなく心が落ち着くから。

　駅の正面から続くアーケードを中ほどまで歩き、そこから横に走る静かな路地に入ればもう目的地は目と鼻の先──僕が着いたときは、ちょうど店主のお爺じいさんが店の前を掃き掃除しているところだった。

「こんにちは」

「いらっしゃ──おお、君か。こんにちは」

「す、すみません、また来ました」

　いつものんびりした白髪頭の店主さんに微ほほ笑えまれただけで、別に何か怒られたわけでもないのに、ついなんとなく謝ってしまう。

　店内なら別に平気なのに、今日みたいに外でエンカウントすると、知った人でも妙に緊張してしまうのは一体何故なぜなんだろうか。

「あの……今日はもうお終しまいですか？」

「いやいや、大丈夫だよ。ウチはほら、私の道楽みたいな店だから……お客さんが来てる限りは開店中さ」

　そう言いながら戸を開けてくれたのにぺこりとお礼をして、中に入る。

　本の日焼けを嫌っていつも薄暗く、ひんやりした書店──僕の後ろから入ってくるなり、店主さんは店の奥の方を指差した。

「そうだ、君の好きそうな本が何冊か入ったよ。まだ仕分けも済んでなくて悪いけど、勝手に見てくれて構わないから」

「！　はい！」

　その言葉へ改めて頭を下げ、宝探しのような気分で棚の間をすり抜けていく。

　このお店は、僕にとって最高の空間だ。

　ゲームや趣味の本ばかり見ていても煩うるさいことは言われないし、子供の客だからって見下さないどころか、こうして気遣ってくれる店主さんがいる。

　それからこの、古い紙が重なり合っている独特な匂い。

　大体の人は嫌いなのかも知れないけど、僕はこのカビ臭さがむしろ好きまであった。

　こういう妙なところが人と上手うまく接することが出来ない原因なんじゃないかと、そんなことにまで思い至りつつ、狭い通路を進んで行くと──……

「あ……これか」

　他のものと別にしてあるのが一目で分かる、折りたたみ机に積まれた本の群れ。

　肩掛けの通学鞄を本棚の横へ下ろすのもそこそこに、さっそく一冊取って中身を確認し、見終えたものから机の空いたスペースに仕分けていく。

　ざっと背表紙を見た限り、ファンタジー系の画集とか、空想生物の事典とか、そういうものが大半だろうか。

　仕分けて残った本命のルルブは、残念ながらほぼ持ってるものばかりのようだけど、複数冊あれば友達に貸して遊ぶことも出来るし、買っておいて損はない。

　……なんて、そんなこと言ってるから、どんどん本棚の空きがなくなるんだよね……。

『ルルブは仲間を呼ぶし、勝手に増殖するものだ。』

　最初にそう言ったのが誰だかは知らないけど、これは本当に名言だと思う。

「さて……どうしようかな」

　大まかに仕分け終えた時点で一番気になったのは、オーソドックスな剣と魔法の世界観を楽しめる、ライトファンタジーゲームの〈完全版〉。

　僕が持っているのは文庫版で、もちろんそれでゲームは遊べるんだけど、こっちは設定資料や追加ルールが詳細に載っていて、よりディープな仕様になっている。

　欲しいかどうかで言えば、そりゃ欲しい。

　ただ、一部ページに破れがあるし、状態が良くないのがちょっとなぁ……。

「でもなー……やっぱり一冊はあった方が……うわっ!?」

　何回も開いては閉じながら検討していたところに、突然ずしんと響くような縦方向の大きな揺れが走る。

「………………。地震……か？」

　にしては、ずいぶん短く収まったけど……どっかで工事でもしてるのか？

　なんにせよ、本の雪崩で生き埋めにならずに済んだことに安あん堵どし、手に持ったままの本を何気なくぽんと机に置く──と、今度は隣のブックタワーがぐらぐらと揺れ始めた。

　ヤバい！

　さっきの揺れで本のバランスが崩れていたところに不用意な衝撃を与えたものだから、今にも倒れそうになってる!?

　生き埋めはともかく、商品を崩して傷や破れをつけたらシャレにならない。

　倒壊しかけの塔に慌てて飛びつき、手で押さえて重心を矯正することで倒壊は防げたものの、頂上にあったハードカバーの本が一冊、耐えきれずに滑落したのが弱い白熱球の灯あかりでもはっきりと見えた。

「……！」

　体育の評価なんて下から数えた方が早いぐらいに悪いけど、今回は火事場の何とやらが働いてくれたらしい。

「ぐえッ……せ、セーフ……」

　落下した本を辛かろうじて胸板で受け止めて保護しつつ、タワーも片手で守りきれたのは、日頃の行いが良かったからだと思っとこう。

　直撃した鎖骨の下はズキズキ痛いけど、本を傷つけずに済んだからＯＫだ。

　とにかく、また崩れないように本を二等分して積み直し、その上に滑り落ちてきた本を置こうとして──ふと疑問がよぎる。

「……？」

　これの中身って、もう確認したっけ？

　全冊ひとしきり見たつもりだったのに、この本は何故か開いた記憶がない。

　もしかして、装丁が真っ黒だから見落としていたんだろうか？

　いや、むしろ目立つからそんなことはないと思うんだけど……。

「…………」

　考えるまでもなく、ただ見落としただけだろうとは思いつつ──それでも、僕の目はその本の奇妙さと違和感によって、既に釘付けにされていた。

　──〈ロール・プレイ：笑う女神の書〉。

　黒のハードカバーには、そんなタイトルと目を閉じた美しい女性の横顔、それから幾何学文様を組み合わせた魔法陣のようなものが金で箔はく押おしされている。

　こんな重々しい装丁な時点で、最近出たゲームじゃないのは分かる。

　にしたって、バーコードも、奥付の表示すら見当たらないって……これ、一体どれぐらい古い本なんだろう？

　しかも、それにしてはやたらと状態が良い。

　天地も小口も焼けていない、開きグセの一つもない。

　間違って新品が混ざってました、って言われた方が納得出来るような本……。

「………………」

　何故か心臓がドキドキし始めたのを感じながら、そっと開いてみると、埃ほこりが舞う感じもなく、貼り付いたページ同士が剝がれるときの嫌な音もなく、パタッという小気味良い音だけが静かな店内に響く。

　とりあえず、表紙に大きく『ロールプレイ』と書かれてる以上、これもＴＲＰＧのルルブだろうと思ったのに、それにしては少し妙だった。

　大抵なら、これがどういうゲームかとか、世界観を説明する筋書きとかから始まってるものだけど、この本は冒頭からやたら設定的な文章と挿し絵が、これでもかってほど細かい文字で書き連ねられているばかり。

　目次を見てもルール説明の項目が存在しないし、キャラクター作成チャートも、サンプルシナリオも、バトル解説みたいなパートも無いらしい。

「うーん……？」

　これ、ベースになる本が別に存在する、サプリメントか拡張データ、じゃなければ設定資料集みたいなもの、なのか？

　絵の多い部分だけを選んでみても、相当に──落っこちてきたときかなり痛かったのも当然な位に──ぶ厚い本だから、立ち読みで細かい内容を把握するのは難しいだろう。

　とにかく、この本単体で遊ぶものじゃないのは、間違いなさそうなんだけど……。

「…………」

　そんな不明瞭なものなのに、読み進むに従って僕はこの本が欲しくなっていった。

　珍しいゲームは、ただそれだけで手に入れたくなるもの。

　古本なんて一いち期ご一いち会え、また次来たときこのお店に残っているとも限らない……だとしたら、内容が分からなくても買っておいたほうが良くないか？

　そうだよ、載っている様々な形の魔法陣らしい図案とか、効果の説明文と共に描かれたアイテムの挿絵がとても細かくて綺麗だから、ファンタジー資料として優秀だし。

　落ちてきたのを受け止めたっていう出会いからして、何かこう運命的なものを──……

「……い、いや、ちょっと落ち着こう」

　分かっている。

　この思考は、まさに欲しい物を前にしたオタク特有の良くないアレだ。

　買うべき理由なんていくらでも見つけられるだろうけど、それ以前の問題があることを無視して盛り上がっても仕方ない。

「あのー、すみません！　これ、いくらですか？」

　そうだ──これは、あくまでも売り物。

　当たり前過ぎる事実だけど、お金が足りなかったら買えないんだよ。

　仕分け途中だったという言葉の通り、値札もまだ貼られていないから、店主さんに直接聞くしかなく、僕は失礼でない程度に声を大きくした。

「はいはい、ちょっと待ってね」

　家の中へ続いているらしい麻の暖簾のれんから出てきたお爺じいさんは、小脇に抱えた新聞紙をレジ横のスツールへ放ると、サンダルをつっかけてゆっくりこちらへ歩いて来る。

「どれ……ああ、やっぱり君はその本が気になったかい」

　老眼鏡の位置をずらして覗のぞき込むなり、ふむ、と唸うなったお爺さんは、ヤギのような髭ひげを捻ひねって、ついでに首も捻る。

「そうねぇ、ずいぶんと特殊な本だし、値が付けづらいが……じゃ、三千円でどう？」

「う。さんぜんえん……」

　……いや、安くしてくれてることは、僕にでも分かる。

　このぐらいのサイズと厚さの本、特にＴＲＰＧのルールブックは、定価で六〜七千円するのも珍しくない。

　古本と思えないほど綺麗なこの本を三千円と言ってくれるなら、ためらいもなく即決するべきなんだ、間違いなく。

　しかし、残念ながら──マジで残念なことに、今は鞄かばんから財布を出して中身を確認するまでもなく、僕には買えないことが確定している。

　四日前、ゲームショップで衝動買いした八面ダイスとメタルフィギュア三体……その蓄積ダメージがここで効いてくるなんて、完全に想定外だ。

　あのとき一緒に行ったケイに「それ、使うんですか？」と聞かれて、「多分使わないけど欲しいから買う」って答えたあのときの決断に、一切の後悔はない。

　うん……後悔は、ないんだけども！

「ごめんなさい。二千円しかないので、また来ます……」

　普段は一個百円の購買パンすら買い惜しむのに、ＴＲＰＧ関係のものだと財布のチャックが滑らかになり過ぎるクセ、本当にどうにかしないと。

　こんなことになってから思い知っても遅いんだぞと、今更すぎる注意文を心に刻みつけつつ、溜ため息と一緒に本を戻そうとしたのを、皺しわだらけの手が押し止とどめる。

「それなら二千円で良いいよ。包んであげるから、貸してご覧」

「え……え？　あ」

　突然の、あまりにあっさりとしたその申し出にぽかんとしているうち、手の中からするりと本を抜き取られてしまう。

　サンダルをぺたぺた引き摺ずってレジへ向かう、小柄な店主さんのあとを慌てて追いかけはしたものの、さすがに千円もまけてもらうのは申し訳なさすぎる。

　僕なんかが心配するのはかえって失礼なことかも知れないけど、多分、そんなんじゃ儲もうけなんてまるで無いんじゃないだろうか？

　いくら「道楽でやってる店」っていうのがこの人の口癖でも、それにつけ込むようなマネをするのはちょっと……。

「紙袋でいいかな？　手提げのビニール袋だと、お金かかっちゃうし」

「あ、はい、大丈夫です」

　……いや、だから違うだろ、自分！

「そうじゃなくて！　あの、ホントに良いんですか？」

　今回ばかりは、ちゃんと確認しないといけないことだ。

　けど、そんな僕の必死さと反比例するような気軽さで、店主さんは丸眼鏡を直しながらその奥の目を細めるだけだった。

「いいんだよ。君はうちの常連さんなんだから。その代わり、またご贔ひい屓きに、ね？」

「あ……ありがとうございます！」

　値引きしてくれたことはもちろんだけど、それ以上に「常連さん」と呼ばれたことが、なんだか妙に嬉うれしい。

　一人前だって認めてもらえたような、そんな気持ちがするっていうのかな。

　更にこんな掘り出し物まで手に入ったんだから、もう言うことはない──明日からジュースの一本すら買えなくなるけど、それはこの代償として受け入れよう。

「じゃ、じゃあ、すみません、これで！」

　大急ぎで財布の中の五百円玉を四枚取り出し、楕だ円えん形に彫られた木のトレーに置いてから、せめても感謝の気持ちを込めて、深々と頭を下げる。

「はい、お品物。そうだ、お茶でも淹いれようかと思ったけど、もう遅いよねぇ？」

「え？　いや、別にまだそんな──え、は、八時!?」

　本の入った白い紙袋を受け取り、ウキウキ気分だった僕は一瞬、お爺さんに言われている言葉の意味が分からず、腕時計を確認した瞬間に驚きょう愕がくした。

　確かに長い時間、ガッチリ本に見入ってはいたけど……もうこんな時刻なの!?

「す、すみません！　また来ますので、お茶はそのときに是非！」

　いくらウチは門限が緩いとは言え、限度ってものはある。

　父さんの小言はともかく、母さんの必殺技、終始無言の笑みによる圧力に晒さらされるのだけは嫌だ！　本気でご飯が喉を通らなくなるから！

　紙袋を鞄に仕舞いこみ、もう一度お辞儀をするなり、バス停へ向け全力で走り出す。

「はいはい、またご贔屓に……あ！　転ばないよう、気をつけるんだよー！」

　……ああ、僕は本当に、この店主さんにはお礼をしてもしきれない。

　背後に聞こえていた、見送りの声。

　その的確な注意喚起のおかげで、昨日の雨に濡ぬれたマンホールでコケそうになったのを踏みとどまり、門限ギリギリのバスに辛かろうじて飛び乗れたんだから。




　　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊




「……やれやれ、危なっかしい子だね」

　常連の少年が、通りの出口で転倒しかけたのをハラハラして見守っていた古本屋の主人は、転ばずに切り抜けたのを見届けてほっと溜め息を吐き出した。

　滅多に客も来ない、本当に道楽半分でやっている古本屋に、足あし繁しげく通ってくる少年のことだ、祖父のような歳としになった彼の身からすれば、気にならないはずもない。

「さて……今日のお客は彼でお終しまい、かな」

　見上げる空はもうすでに真っ暗、辺りには酔客が増える時間帯。

　もう、これ以降の時間に、この店を誰かが訪れるようなこともないのだろう。

　喧けん騒そうを避けるように閉店の支度を始めた彼は、シャッターに引っ掛ける鉤かぎ棒を手にとったところでふと何かを思い出し、軽い微ほほ笑えみを浮かべる。

「しかし、本当……あの子はまだ若いのに、変わっているというか……通だねぇ」

　そしてその後に続けた低い声の呟つぶやきは、金属の擦こすれるガラガラという音にかき消されて、他の誰にも届くことなく夜空へ紛れて散っていった。







「見たこともない文字で書かれた、読めもしない本を欲しがるなんて──……」











第二章　「さあ往ゆこう、〈君の世界〉へ」









「ああ、やっと終わった……！」

　夕食後からずっとやっていた自室の片付けが一段落したときには、もう二十三時もかなり過ぎた時刻になっていた。

　今更だけど、休みの土曜にやればよかった……日曜に友達が来るって伝えたら母さんが「ちゃんと片付けてないと嫌われちゃうわよ」なんて言うもんだから、仕方なく──そう、別に何か焦あせってるとかそういうことではなくて──いや、まあ、うん。

　……それにしても、こんなに時間がかかるとは思わなかったな。

　もう読まないゲーム雑誌やらシナリオのアイデアメモやら、片付け始めてみたら思いのほか量があったもんだから、それを整理して仕分けるだけでもこの有り様。

「あ、やべ、宿題──いいかもう、明日までのじゃないし……」

　さすがにもう疲れたし、ここから新しい作業を始める気にはとてもなれない。

　英語と数学の復習を早々に放り投げ、代わりに通学鞄の中から白い紙袋を取り出す。

　最近、毎日夜中まで起きてたのが母さんにバレたばっかりで、今日こそは日が変わるまでに寝るって約束をしているから、もう殆ほとんど時間は無い。

　でも、手に入れた本をその日のうちに開かないまま寝るなんてこと、ＴＲＰＧ好きには無理な相談なんだよねぇ……。

　わくわくしながら引っ張り出した本から立つ、仄ほのかな紙の匂い。

　染しみも手て垢あかも、一つとしてついていないカバー。

　お店で見たときは真っ黒にしか見えなかったけど、改めて明るい蛍光灯の下で見てみると、やや青みがかった艶のある、なんとも言えず深い色味をしてたんだな。

　学習机の椅子に座り、出来るだけ汚さないように注意しつつ〈笑う女神の書〉を開くと、インパクトのある扉絵が目に飛び込んできた。

　表紙に書かれているのと同じ、日本語のタイトル表記──それから普通あまり見ることのない十一芒ぼう星せい、それを囲むように書かれた見慣れない文字。

　ゲーマーの通過儀礼として、ルーン文字とか各種古代文字なんかは意味もなく調べたことがあるんだけど、この文字はそのどれとも微妙に違う……ような気がする。

　ま、この辺の考察はまた今度──とりあえずは意匠の一部と割り切ってページを捲めくると、続いて目次の項が現れた。

　改めて、本の内容が大きく三つのパートに分けられていることを確認する。

　──『世界の有り様』。

　──『女神について』。

　──『魔法具の一覧』。

　そして、最後に付録と索引──と。

　先頭部分は立ち読みで結構読んだから、今度は『女神について』の先頭から見始めたんだけど、やっぱり普通のルールブックとイメージがぜんぜん違う。

　どうやって女神が『世界』を創造するかとか、女神と人間の関わりについてといったような、まるで実存する魔術書みたいな文体で書かれた、設定的な文章構成。

　基礎的なゲームルールに関しての記載がない一方、何故かダイスの管理や判定にまつわる事項については詳細に記載されている点。

　これらの事実をあわせて考えると──……

「……やっぱこれ、追加データかなんかなんだろうな」

　たとえば、装丁を統一した『〜〜〜の書』が他にもいくつかあって、それら一式で連携タイトルになっているとか。

　この想像が正しいとすれば、それらも何処どこかには存在してるはず、なんだけど。

「でも、ネットにはぜんぜん情報なかったよな……」

　帰りのバスの中、スマホでネットの海を必死に進むこと十五分以上、危うく家の近くのバス停を通り過ぎそうになるぐらいは頑張って探したのに、まるっきり何の成果も得られないのは想定外にも程があった。

　関連書籍については僕の仮説だから仕方ないとしても、〈笑う女神の書〉自体の情報すら見当たらないなんて……こんなにしっかりした作りの本なんだし、広大なネットなら断片的な情報ぐらいは残ってて当然だと思うんだけどなぁ。

「うーん……」

　どうしても引っかかるものがあるけど、あと十分で日付変更線を跨またいでしまう現状、パソコンを立ち上げて調べ物を始めるのは無謀すぎる。

　仕方ない、名残惜しいけど残りのページと調べ物は明日に回して、とりあえず今日のところはここまでにしよう、と──そう決めた、まさにそのタイミングで。

「……ん？」

　最後の最後、本を閉じようとしたところで気付く、ページの間の僅かな隙間。

　まるで何かが挟まっているような──買う前に奥付がないか調べたときには全く気付かなかったけど、こんなの最初からあったっけ？

　そっと開いてみると、そのページには何やら細長くて歪ゆがんだ三角形の、極めて薄い金属製のものが挟まっていた。

　表面には天球儀のような図案が細かな透かし彫りにされていて、迂う闊かつに触れたらすぐに壊れてしまいそうにも見える。

　だからこそ、よっぽど気をつけて触れたのに──実際のところ、この装飾品は見た目から想像できないぐらいに丈夫だった。

　一体なんという材質なのか、金色をベースに虹の光沢を持つ、高硬度の金属。

　本に挟まれていても気付かないぐらいに薄く延ばしてあるのに、爪で弾くとキーンと澄んだ音がする上、曲げても折れたりせず綺き麗れいに元の形に戻る。

「なんだろ、栞しおり……なのか？」

　本の間イコール栞って発想はあまりにも安直だし、それにしてはちょっとヘンな形状をしているから違うような気もするけど……。

　実体が何であれ、その図案の緻密さと光沢の美しさに暫しばらく魅入られているうち、ふと妙な既視感を覚えた。

　あれ……なんかついさっき、これと同じ図柄の絵を見たような……？

「確か──ええと、マジックアイテムの項目に」

　不確定名：栞をいったん元の場所に挟みなおし、本の後半を手繰っていくと、やがてその記憶と合致するページに行き当たる。

「これだ……〈世界の留め金〉？」

　その名前で紹介されている魔法具のイラストは、やっぱり今しがた発見した装飾品とそっくりだった。

　説明文を読む限り、本のタイトルにもある〈笑う女神〉は、この〈世界の留め金〉を使って別の世界へと通じる『入り口』を開く……という設定らしい。

「……なるほどね」

　栞が挟んであるページに戻り、再びそれを手に取って眺めてみる。

　はたしてこれがノベルティだったのか、あるいはグッズとして販売されていたのかは分からないけど、あのイラストをもとに製作されたものだってのは間違いないだろう。

　つまり、この本の販売当時、かなり大々的な販売展開がされてたってことだ。

「よし、絶対にベースのシステムを探し出してやる」

　まずは父さんたちに聞いてみて、それでもダメならＳＮＳで情報提供を求めて。

　その他にも何か講じられる手がないかを考え始めたら、なにか宝探しをしてるような興奮で目が冴さえてきてしまった。

　でも……何度も繰り返し感じるけど、本当に不思議な本だな。

　これの何にここまで惹ひかれるのか、強い興味を持ってしまうのか……それが自分でもよく分からない。

　これだけじゃ全容も知れない、書いていることの意味も分からないのに、どういうわけか『これは何か特別な存在なんだ』って、そんな確信がある。

　まあ、なけなしのお小遣いを突っ込んだからそう思いたいだけとか、そういう現実的な意見からはそっと目を背けておくとして。

　ともかく、あとは明日──もう、そうするべき時刻だって、分かってるのに。

「あと少しだけ……うん、少しだけ……」

　誰も聞いていない静かな部屋の中、自分だけに向けた言い訳をしつつ、気になったことを確認するため三み度たび本へと目を落とす。

　さっきは栞そのものに気を取られて、そこに書かれた内容には目を向けられてなかったんだけど、あのページはなんだか異質だった。

　そこだけは見開きで横向き……つまり本を九十度回転させて読むようになっていて、質問文の書かれた四角の枠と、ＹＥＳ／ＮＯで分岐する矢印がずらりと並んでいる。

　これはあれか、いわゆるフローチャート図ってやつか。

　チャートのタイトルは『女神の宣託』。

　なんだか随分と仰々しい名前だけど、質問の内容はわりと普通っていうか、よくあるＴＲＰＧについてのスタンスチェックみたいなものだ。

　多分、『この結果になったあなたは〈戦士〉向きです』みたいな判定があって、ついでにサンプルキャラが提示されたりするんだろう。

　次のページがその結果表だろうから、そこは見ないようにして……今日はこのチャートだけやってみて、それで本当にもう寝ることにしよう。

　最初の質問、一番上の項目から、当てはまる矢印の方向を指でなぞっていく。

『ＴＲＰＧは好きですか？』……当然、「はい」。

『友達は多いですか？』……うーん、「いいえ」、だろうな。

『家族でゲームはしますか？』……これは「はい」だね。

　…………って、あれ？

　このチャート、やたらと質問の数が多いと思ったら、ただ上から下に流れて行くだけじゃなく、斜めに移動したり、上に戻ったりするようになっているのか。

　全体もただの格こう子し状じゃなく、大きな偏八角形を描いてる。

　なるほど、これじゃ二ページの見開きいっぱい使うワケだ。

　これも変わっていて面白いというべきか、妙だと思うべきなのか。

　ただ、文字が細かいのに加えて、質問枠の背景に薄く印字された不思議な記号が妙に目をひくものだから、チャートが進むにつれだんだん視点が合わなくなって、なんだか本の中へ吸い込まれそうな気持ちになってきた。

　蛍光灯の反射のせいか、その記号がうっすら光っているようにすら見えるあたり、かなり目が疲れてきてるんだろう。

　これを終えたら目薬でも点さそう、そう思いながら更に追いかけること……どのくらいだろ、たぶん五分ぐらいは経たったんだろうか？

　チャートもかなり下の方にまで進んで、終わり間近になったところの質問事項。

　──『もしかして、あなたは何かゲームに関する悩みをお持ちでは？』

　今までのと感じが違う、フランクに話しかけてくるような文体に面食らったのと──今日の学校帰りに感じてたことを見透かされたようで、ぎょっとしたのと。

　ダブルパンチを食らった僕は、その枠で思わず指を止めた。

　ゲームに関する悩み。

　僕は、それを確かに一つ持っている──でもそれは僕の我わが儘ままに近いことで、だからこそこれまで誰にも言えずにいたこと。

「………………」

　一度本から目を離して、昼白色の蛍光灯を見上げる。

　……僕は今、いい環境でＴＲＰＧを楽しめているのは間違いない。

　最初こそ両親の趣味に巻き込まれたような形で始めたけど、今では堂々と趣味だと言えるぐらいハマったし、それを通じて仲の良いい友達も出来た。

　ヒーロースタイルが好きなダイキ。

　トリックスターに徹するケイ。

　ロールプレイに熱心なアカネ。

　三人がそれぞれに違うスタイルでゲームを楽しんでくれているし、僕もＧＭとして皆と遊べるのはとても嬉うれしい。

　ただ、それでも……贅ぜい沢たくな悩みと分かった上で希望を言えば、一つだけ。

「たまには、プレイヤーサイドで遊びたいんだよな……」

　そうだ──僕は友達とのＴＲＰＧで、プレイヤーとして遊んだ経験がほとんどない。

　メンバーが変動しないコミュニティだと、往々にしてマスター役が一人に固定されてしまうと聞いたことがあったけど、僕らもまさにそれなんだろう。

　下校中の会話のように、ダイキたちはＧＭでのプレイには腰が重い。

　ＧＭをやるのに資格が要るわけじゃないし、何か難しいことをしなきゃいけないわけでもないと思うんだけど、どうも彼らには心理的な障壁があるみたいで。

　また僕も僕で「お前は気にしいだな」って笑われるぐらいの性格だから、強く頼んだりしてせっかくの良い空気が悪くならないかとか、つい気になってしまう。

　結局、「誰かＧＭやってくれない？」の一言をずーっと言い出せないまま、なんとなく今日まで来てしまっていた。

　そして時間が経てば経つほど、今更言うのもなぁ……って思いが膨らんでしまい、自己主張がし辛づらくなる、下方向の螺ら旋せんループ。

　とはいえ、ただプレイヤーをやりたいだけなら、別のコミュニティに参加するなり、オンラインの募集に乗る手もある──んだけど。

　それで済まない事情があると言うか、なんと言うか……。

　実は、より正しく僕の希望を言うのなら、僕の作ったシナリオのＧＭをやってもらって、そのセッションにプレイヤーとして参加したい、ってのが本音なんだ。

　なんだけど、ただ……。

「……言えっこない、よなぁ」

　自分で作ったシナリオを、自分でマスタリングするのはもちろん平気……っていうか、今日だってやってきた。

　でも、それを直接他人に渡してこれのＧＭをやって下さい──いわゆる『回して』欲しいと頼むのは、僕にとってハードルが高い。あまりにも高過ぎる。

　いや、そうしなきゃ実現しない夢なのは理解してるんだけど、考えただけで恥ずかしさに身み悶もだえしそうになるぐらいだから、まあ……とても無理だよな、って。

　じゃあさっさと諦めりゃいいのに、自分のシナリオが他のＧＭによってどう展開するか、それを見てみたい気持ちはどうにも捨てきれない。

　重々自覚はあるけれど、かなりめんどくさい性格をしてると思うわ、僕。

「……どうにかして、自分が変わらないといけないんだけどね……」

　分かっていても、なかなか上手うまくいかないことは、本当にたくさんある。

　そのたび、何かしら劇的な転換点が来てくれればなんて、どれだけ思ったことか。

「そんな都合のいい奇跡なんて、起こりっこないもんな」

　苦笑いと共に本に目を戻し、そこで止まったままだった質問を見返す。

　ゲームに関する悩みはあるか──それに対する明らかな答え、「はい」を下になぞると、ようやく最下段、最後の質問に辿たどり着いた。

　僕はてっきり、そこはチャート結果が四つか五つぐらいに分かれていて、タイプ別診断が次のページに載っているんだと思いこんでいた。

　だけど、その予想は見事に大外れ。

　奇妙なことに、全ての矢印は最後の質問……ひときわ横に長い枠へと集約していて、そこにはこんな言葉が書かれていたんだ。




　──お疲れさまでした。今、あなたの胸には強い願いが浮かんでいることでしょう。

　──それを口に出し、この『女神の宣託』を終えて下さい。

　　　あなたに幸運があれば、笑う女神の加護を得られるかも知れませんよ？




　加護がどうこうってのはまあ、それらしい雰囲気の演出なだけだとしても、この心理テストみたいな質問群が自分の内心と向き合う機会になったのは確かだ。

　本屋でこの本と出会ったのも、何かの廻めぐり合わせだったのかも知れない。

　願いを口に出せ……か。

「…………よし」

　いざとなると無意味な気恥ずかしさが襲ってくる毎度のパターンに対し、僕にしては頑張ってそれをねじ伏せて、深呼吸。

　この部屋には僕しかいない。誰も聞いてはいないんだ。

　すぐに何が変わるわけじゃなくても良い、きっかけの一つになってくれれば──……




「──『僕が作ったシナリオで、僕自身がプレイヤーになってみたい』！」




　大声ってほどじゃなく──でも、ハッキリと。

　今まで決して口に出したことがなかった自分の願いを、目を閉じたまま宣言する。

　二秒、三秒……五秒まで数えて、ゆっくり目を開けて……。

「……。ははは、ま、そりゃそうだよね」

　いくらちゃんと願いを言ってみたところで、何も起こるわけがない。

　急に胸に勇気が芽生え、誰にでも躊躇ためらいなくこの希望を話せるようになった──なんてことも、もちろんない。

　これは『いつか』に向けた、ただの決意表明に過ぎないお遊び。

　そう、ただそれだけのこととして、何事もなく終わる──……

　……──はず、だったんだ。

「あーあ。もういい加減、本当に寝、な……ッ!?」

　次の瞬間、僕は言いかけた言葉を思わず吞のみ込み、更に心臓が潰れそうなほどの衝撃を受けることになる。

「痛ッ……!?」

　最初に感じたのは、本に触れていた指先へのビリッとした痛みと痺しびれ。

　その感電したような感触に驚き、椅子を蹴倒して後ろに飛び退すさった途端、床に敷いたラグの縫い目に足を取られ、尻もちをつく。

　そしてそれっきり──ベッドの側面に背中を預けた姿勢のまま、僕は目の前で次々に展開する事象を、ただ呆ぼう然ぜんと眺めることしか出来なくなってしまった。

　それを文字や言葉にしたところで、一体誰が信じてくれるっていうんだろう？

　さっきまでただの印刷物だった本がいきなりふわりと浮き上がったかと思うと、ページが鮮やかに輝き出し、ひと塊の閃せん光こうになって炸さく裂れつしたなんて！

「……！」

　反射的に手で覆ったのに、それでも真っ白になった視界から徐々に目が慣れてくると、風があるはずもない室内で、バラバラと本のページが勝手に捲めくれていくのが見える。

　子供の頃、本を浮かしたりページを捲ったりする超能力を科学的に検証するテレビ番組を見た記憶があるけど、今、僕の目の前で起こっているのはマジの怪奇現象だ。

　その動きが止まったとき、顕あらわになっていたのは本のちょうど中央、『女神の褥しとね』と題記されていた魔法陣のページ。

　文字同様に輝き始めたそれの内側──そうとしか表現できない部分から、今度は五色の光球が飛び出したかと思うと、部屋の中を旋回し始める。

　そのときにはもう、僕の中の何かが麻ま痺ひしてしまっていたのか、不思議とそれを怖いとは感じなかった。

　ただただ、綺き麗れいな光だなって……そんなことをぼんやりと考えていたように思う。

　やがて、僕の目の前で五個の光球が一つの大きな真球へと纏まとまり、徐々に『それ』が放つ光量が弱まって、ついには中身が見えるようになると──……

「……え？」

　吞み続けていた息を押しのけ、やっと出た声は、確実に掠かすれていただろう。

　その光の繭の中には、美しい少女のかたちをした、何かが。

　僕の平穏を根こそぎ、一瞬で破壊した『奇跡』が──膝を抱えた姿で、眠っていたんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊
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「──で、ここから序章の衝撃的な邂かい逅こうシーンに続いた……ってわけなんだねぇ。うん、あたし的にはなかなか良いオープニングだったと思うんだけど、みんなはどう？」

　僕の部屋にいきなり現れ、『ＴＲＰＧの女神』というあまりにも怪しい自己紹介をした少女は、急に明後日あさっての方向、天井の一角を見上げるなり、突然そう言い放った。

「は……？　え？　な、何だって？」

　今のは……僕に言った、のか？

　いや、こっちに背を向けているし、明らかに不特定多数を対象にしたような言い方だったから、違う……？

　この明らかなる戸惑いを感知したらしい彼女は、やおらこちらに向き直るなり、人差し指を立ててクネっと腰を曲げてみせた。

「おおっといけねぇ。コレはこっち側の話だ少年！　盗み聞きなんてメッ、だぞ♪」

　いや、メッ、とか可か愛わいさの無駄遣いポーズ付きで言われても。

　いきなり誰もいない方向めがけて訳の分からないことを言い始めた闖ちん入にゅう者がいたら、気にするなって方が無理だろう。

　衝撃的すぎるファーストコンタクトから多少なりと自分を取り戻せてきたのを幸いに、ベッドの縁で身体からだを起こし、謎の生物から出来る限りの距離を取る。

「お、お前……今、どっから入って来たんだ！」

　彼女の爪先が床から五センチほど離れ、ふよふよ浮いている事実は絶対的に無視して言い放ったけど、明らかに声が震えたのまでは隠せない。

「あ、本の中からッスね。入ったっつか、出てきたんだけども」

「そ、それは──」

　それは分かってるよと言いかけたものの、内容的に分かっちゃマズいこと過ぎて、思わず言葉に詰まる。

　そんな有り得ないこと、スナックをつまむような気軽さで言われても困るんだよ！

「なんなんだコイツ、本当に……」

「えー？　さっきちゃんと名乗ったじゃねーのさ。あなたったら、もうあたしのこと忘れちゃったの？　ショックだわー、お手軽２点火力だわー」

　いやあの、どう考えたって僕の方がショックを受けたと断言できるけども？

　実際、口で言う半分すら衝撃を受けてないって顔をしたまま、音もなくラグの上に降り立った彼女は、またしても芝居がかった仕草で咳せき払ばらいを一つ。

「まあ良いいさ、そんならもう一度名乗ってやろうでねぇか、人の子よ！　はいどーもー、ワタクシＴＲＰＧを司つかさどる女神さんでーす。じゃーん！」

　自分の口でつけた効果音と同時にヤツが手を広げると、発生源不明の後光が差す。

　女神の名乗りっていうより芸人さんの登場のような勢いしか感じないんだけど、その裏側でちょこちょこ超自然現象が働くせいで、もう全ッ然理解が追いつかない。

　だいたい、女神──女神だって？　こんな人格破綻したようなのが……？

　しかも、ＴＲＰＧ、の？

　いやまあ、日本には八や百お万よろずの神様がいるっていうから、そりゃそういうのがいたっておかしくはない、のかもしれない、ような気もする、けど……。

　考えれば考えるだけ頭が痛くなってきて、思わずこめかみを押さえていると、腰を折って僕の顔を覗のぞき込んできたその女の子が、またも大きく首を傾かしげる。

「……なーんか反応が薄いなぁ。あ、よもや賢者モードだったんけ？　時間的に」

「げ、下品なことを言うな！　仮にも女神と名乗るんなら！」

　現時点で、僕の脳内の感想と感情は「何なんだお前」で埋め尽くされていた。

　この少女が顕あらわれたときに感じた「一体何者なんだ」には、神秘的なものに対する畏敬というか、ある種のポジティブさがあったと思う。

　でも、コイツが口を開いた瞬間、そういうのは何もかも何処どこか遠い彼方かなたにすっ飛んでしまって、今はもう、どうかコレが幻覚であって欲しいと願う有あり様さまだ。

　……つか実際のところ、まずは悪い夢だと考えるべきだろ、こんなもの！

　とはいえ、これがもし本当に僕が見ている夢だとしたら、それはそれで精神状態がどこかしらヤバいって話になってしまう気もする。

　この『女神』の実在を認めるのか、自分の正気を疑うのか……いや、そもそもなんでこんな二重拘束に追い込まれる必要が……？

「なァ少年、もう諦めろって。これはな、げ・ん・じ・つ、だぞっ☆」

「肩を叩たたくな！　哀れんだ目で見るな！　僕はそんなの絶対に認めな──いやちょっと待て、なんでお前、僕の考えていることを!?」

「だって女神だもの。どやぁ」

　ああもう、どっかの詩人みたいな言葉選びとドヤ顔、そして擬音を口で言っちゃうあたりに対して純粋無む垢くに腹が立つ！

　そして、そんな風にとても腹が立ったとき、人間は思った以上の力が出せるようで、僕は瞬間的に身を捩よじっていた。

　片付けのとき何処かに紛れないよう、ベッドの上にスマホを投げておいたのが幸いして、この姿勢でも手を伸ばせば──よし、摑つかんだ！

「いいか、今すぐ出ていかないなら警察を呼ぶぞ！」

「な!?」

　コイツがスマホを電話機だと認識してるかどうかすら分からなかったけど……カッとなった勢いのまま、その眼前に突きつけて言い放った一言は、どうやらかなりの威力をもった一撃になったようで、奴は瞬間的に青ざめた。

「ま、待ってくれ少年、よーく考えるんだ！　いいかい、あたしはさっきから二度も自分のことを女神だと名乗ってるんだよ!?」

「だからだよ！」

　むしろそれこそが通報を決意する方向に拍車をかけているんだとなぜ気付かないんだ、この無秩序の暴風は。

「い、嫌だ！　『深夜、女神が少年を襲い逮捕』なんて新聞に載ったら末代までの恥じゃないか！　それだけはイヤだーッ！！！」

「ちょ……!?　やめろ！　喚わめきながら僕の足に取り縋すがるな！」

　抱きつかれ、思わず感じる甘い匂いと絶妙な柔らかさ。

　反射的に押し退のけても誤魔化せないぐらいはっきりとそれを知覚してしまって、極めて遺憾ながら心拍数が跳ね上がる。

　ああもう……こんなの相手にドキドキしちゃってる僕のほうがよっぽど嫌だよ！

「あ、ちょいタンマ。乙女を相手に『こんなの』呼ばわりはさすがに抗議したい」

「こいつまた思考を……！　てかテンションの振り幅どうなってんの!?」

　考えを読まれるのも充分に恐ろしいけど、子供みたいにジタバタしてたヤツがいきなり真顔になって、本筋と関係ない些さ事じを指摘してくる様はもっと怖い。

「と、とにかく、その手を放さないなら、本気で通報するからな！」

「……あーいいさ、少年がそういうこと言うんなら、こっちにも考えがあるもんね！」

「な、何だよ……？」

　そして更に豹ひょう変へんし、今度は据わった目になった自称女神。

「いいか、選択肢は二つ！　せめて選ばせてやらぁ！」

　いきなりべらんめぇ口調で啖たん呵かを切ったと思ったら、彼女は明らかに重力を無視して浮かび上がり、くるりと後方に空中一回転して、倒れた椅子の座面に降り立つ。

「なお今の動きは女神っぽさの演出なだけなので、気にしないように」

「あ、はい」

「では改めて──いいかい！」

　一体何を言い出すつもりなのか、一気に緊張が走って腹筋が痛くなる。

　まだ認めたつもりはないけど、あれほど超常的な登場をかましてきたヤツのことだ。

　世にも恐ろしい魔法を使うとか、天罰を下すとか言い出すんじゃ──……

「さあ選べ、人の子よ！　目の前であたしにギャン泣きされるのと、震えながら土下座されるのと。どっちが良いのか、はっきり言ってみやがれ！」

「…………え？」

　あの……今、なんて？

「フフフ、恐怖で声も出ないか。そりゃそうだ、どっちにしたってドン引きだもんなぁ！　お互い意味もなく精神的に傷付くぞ！　とってもいたたまれない気持ちになるんだぞ！」

「い、いやいやいや……」

　なんだよ、その肉を切らせて骨まで吹き飛びそうな戦法。

　そりゃ確かにあんまり──いやかなり見たくはない光景だけど、ハナから変人の奇行だと思ってるこっちには大してダメージがないだろ、それ。

「う、ううう……頼む、頼むよぉ少年、あたしあの組織は本気で苦手なんだよぉ！」

「えぇ……？」

　過去に警察と何があったよ、この女神。

　高圧的な態度から一転、床に崩折れてさめざめと涙するほどのことをやらかしてるんだとしたら、それはそれで大問題なんだけど……ああ、もう。

「分かった。分かりました。また急に近づいてこない限り、通報はしな──」

「──ホントに!?」

　ぱっと顔を上げた途端、髪がさらさらとなびいて涙で濡ぬれた頰に絡からまるのが、なんだか妙に可愛らしく見えて。

「う、うん」

　また勢いのまま頷うなずいてしまったけど……これ、もしかして判断を誤ったかなぁ。

「えへへ……ありがと！」

　でも、この笑顔はまるで小さな子みたいな屈託のなさなんだよね……。

　さっきは大分あくどいことを言ってたし、絶対に油断しないようにはするとして──とりあえず話ぐらいは聞いてやっても良い、かも？

　そんな僕の仏心を読み取ったのか、あるいは付け込まれたとでも言うべきだろうか。

「少年ってば、さては心優しい子だね？　よっしゃ、お礼をしてあげよう！」

「い、いや、別に良……って、だから！　離れてってば！」

　全然懲りずに近づいてきて、一体何をするのかと思ったら、いきなり頭を撫なでられる。

　擽くすぐったいわ恥ずかしいわ──やっぱりコイツ、僕に嫌がらせして楽しんでないか？

「それとさ、その少年って呼ぶのもちょっと……ちゃんと名前があるんで……」

「おゥ、そりゃそうだわ」

　執しつ拗ように撫でてこようとするのをスマホで牽けん制せいすると、ギブアップのように両手をあげて後ろに下がった女神が卑屈に揉もみ手する。

「いや失敬失敬。んで、兄あにィは何さんと仰おっしゃるんで？」

「えっと、僕は篠ささ…………」

　自然な流れでポロッと言いかけて、あやうく思いとどまる。

「……あの、一応聞きますが」

「うン？」

「本名を教えたが最後、あなたの意のままに操られたりとか、しません？」

「信用絶無ッ!?　ンな悪魔みたいなことしねーですよ！　仮にも女神だぞこっちは！」

　いや、だってそういうのはよくある展開だし……誰かから呪われるのを避けるために偽名を使う文化だって、実際にあったわけで。

　ファンタジー好きな人間なら第一にすべき警戒だと思うんだけど、なんかこの女神様は思いのほか凄すさまじいショックを受けたって顔になってしまった。

「……もういい。もう怒ったぞ。ご町内を大声で泣きながら走り回って、無いこと無いこと叫んでやる。このままキミと社会的に心中してやる！」

「わ、分かった！　今のは僕が悪かった！　その悪意しかない偽証はよしてくれ！」

　コイツはマジだ──僕を見る双そう眸ぼうが「二秒後に実行に移す」って言っている。

　正直、その復ふく讐しゅう方法をパッと思いつく時点で悪魔な気がするんだけど、今は謝り倒さないと僕の善良な中学生としての立場が本気で危ない。

「ぐすぐす……名前ぐらいさぁ、素直に教えんさいよ、このいけず！」

「な、何も泣かなくたって……その、僕は篠目ユウ、ですけど」

「──ユウ？　へえ、キミはユウってのか！　良いい名じゃねぇの！　おっと、それじゃあお返しに女神さんも名乗らないといけないわね！」

　……さっきも思ったけど、コイツほんとにどういう精神構造をしてるんだろ？

　泣いたカラス──じゃない、女神はもうとっくに上機嫌で笑っていて、さっきの恨みがましい目つきなんて何処にも存在していない。

　なんなら噓うそ泣きだったのかと疑いたくもなる一方、確かに目頭には涙のあとがあるし、もうサッパリ分からな──……

「あたしの名は[image: くろぬり]だよ！」

「……ん？」

　今、別のことを考えてたから、聞きそびれたんだろうか？

　おそらくは名前に相当する部分だけ、なんだか異常に聞き取りづらかったんだけど。

「？　だから、[image: くろぬり]、だってば」

　僕の怪け訝げんそうな顔を見てもう一度、今度は割とゆっくり話してくれたようだけど、それでもやっぱりその部分だけが頭に入ってこない。

　聞き取れないんじゃない、聞き取ってるのに音として理解できないというか、逆再生のテープをいくつも重ね合わせてあるような感じ、というか……。

「あ。あーそうか、人間だとこのコトバは聞き取れねンだっけ？　……まいっか、今のに人体と精神に影響のある呪言のたぐいは含まれておりませんし」

　おい待て、今度は理解できてしまう不穏な単語が幾つか聞こえたぞ！

　ホントに体調悪くなったりしないだろうな……と不安になっている僕をよそに、ラグの上にぺたんと座った『女神』は、朗らかにまた新たな提案をしてきた。

「よーしよし、じゃあユウ君、キミにあたしの呼び名を決定する権利をあげよう！」

「え？　いや、謹んで遠慮──」

「どんなん付けてくれっかなー？　わくわく」

　うーん、何も承諾してないのにキラッキラの目で見られてるのは何故だろうね？

　……でもなんか、ちょっと分かってきた気がする。

　こいつは一度決めたらもう意地でも絡みついてきて、目的を果たすまで絶対に諦めないタイプの存在なんだ。

　拒めば拒むほど強固になるなんて、それはやっぱり呪いなんじゃないのか……？

　とにかくもう仕方ない、今回は涙を吞のんで拒否権を放棄するとしても、キャラ名を付けるのって正直、あまり得意じゃないんだけどな、僕。

　ゲーム用のちょい役ＮＰＣの名前すらいっつも最後まで悩むのに、生きている……生きている？　女神の名前を決めろなんて、急に言われても思いつか──……

「わっくわく。わっくわく」

　……あ、駄目だ。もう「ちょっと後回しに」とか言える雰囲気じゃないわコレ。

「えーと……じゃあ……うんと……あ、〈エトランジュ〉……なんてのは？」

　確か、それは「ヘンな」とか「妙な人」っていう意味のフランス語だった──と思う。

　何だかぽっと思いついて、あんまり似合うからついそのまま口に出してしまったけど、もしコイツが意味を知ってたらめっちゃ怒られないか？

「お、なんかいい感じだぞ？　エトランジュ。エトランジュか。いいね！　じゃあ、これからあたしはその名で行くぜ！」

「そ、そう。気に入ったなら良かったよ……」

　知らなかったっぽい……なら、せっかく上機嫌になったのに水をさす必要はないよな。

　意味はたとえ聞かれても伏せておこう、絶対。

　このトンチキ女神なら、なんとなく決めたとか言っとけば大丈夫だろう、多分。

　……ま、思考を読まれたら終わりだけど。もうそこは気にしたって仕方ない。

「うん、よし！　あたしは女神のエトランジュだ！　今後ともよろしくゥ！」

　どっと疲れた僕とは対照的に、どんどん元気になっていく女神──まさかとは思うけど、実は僕の元気を吸い取ってるとかじゃないだろうな。

「はあ……あのさ、一つお願いがあるんですけど」

「お？　なんだい、ユウ？」

「あの、……えー……っと、その……」

　……まずい。

　静かな夜半に女の子と自室で二人っきり──ドタバタが一段落してそんな状況を意識しちゃったら、今度はだんだん緊張感で上手うまく話せなくなってきた。

　異常存在を相手にして、人間的な気の遣い方をしたって仕方ないと頭では思ってても、やっぱり僕はこういうシチュエーションに耐性がなさすぎる。

　ましてやこの女神、（見た目だけは）可か愛わいい子だからタチが悪いというか……。

　今はむしろ、もっと高圧的に出るべき状況と相手だろうに、この気の弱さと不慣れさは自分でもイヤになるなぁ……。

「あ、あの、ちょっと一回、そこに立ってみて──もらえませんか？」

「なーんだ。それぐらいお安いご用さあ！」

　どうにか絞り出した言葉に対し、急に素直になった〈エトランジュ〉はあっさり立ち上がると、ととんと一歩半下がって部屋の中央で直立した──までは良かったのに。

「あ！　もしやこのままあたしの身体からだを舐なめるように視し姦かんする気かね!?　ダメだぜボーイ、女神さんったらムードはかなり重視するタイプなの！　これ豆な！」

　こ……コイツ、二秒と黙ってられないのか？

　会話のテンションもそうだけど、前後の繫つながりとか一貫性とかがまるでないから、このまま延々と喋しゃべられた日にはマジで何も話が進まなくなる。

「追加。『黙って』立ってて下さい」

「ウッス。なるほど、ご主人さまの命令で声も出せないってシチュか……アリだな！」

　……いやもう本当、なに言ってんだろ。

　健全な青少年の僕にはコイツがのたまう意味なんて何一つ分からないので、やたらキラキラと輝く目で見られてるのは一切無視だ、無視。

　ともあれ、やっとマシンガントークの斉射が止まったんだから、今のうちにこの謎のナマモノを観察してしまわないと。

　まず身長は……百六十センチの僕と同じか、もう少し高いぐらい。

　年齢不詳。めちゃくちゃ大人びても見えるし、年下だとも感じるけど、とりあえず制服を着て「高校一年です」って言われても違和感はない。

　膝下まで届く長い栗くり色いろの髪、常に大きく見開かれた目、複雑な色の虹こう彩さい、白い肌。

　素材は一体何なのか、やたら滑らかな生地で仕立てられた一枚布を纏まとって腰帯で締め、手首、足首には金色の輪っかのような飾りをつけている。

　一つ一つのデザインはシンプルながら、全てあの本にあったのと同じ文字が刻みこまれていて──あるいはこれを解析したら、彼女の本質が分かったりするのだろうか？

　その他で判明してることと言えば、本の中から顕あらわれた、自分を女神と称する、おかしな言葉を話したり、宙に浮いたり出来る、言動がまるで一貫しないってことぐらい……。

「…………うーん」

　こうしてじっくり見ても、容姿の部分で何か際きわ立だって人間と違う点は見当たらない。

　ただ、あの出現シーンは勿もち論ろん、今も相変わらずうっすらと光っていたり、時々戯たわむれに浮き上がってみせてる時点で……やはり僕らとは違う『何か』ではあるんだろう。

　とりあえず、千歩譲って言動と内面がアレすぎるのに目をつぶれば──更にアイマスクでもつければ──現時点で危険なヤツだとまでは言い切れない、か？

「んで……エトランジュ、さんは、なんで此処ここに出てきたんです？」

「………………。」

「もう喋っていいですから！」

「あ、そう？　なんでってそりゃ、キミの願いを叶かなえに来たんだよ」

　うん、なんか当たり前って顔して言ってるけど、それは今初めて聞いた事実だよね？

「てーか、そのためにキミがあたしを喚よび出したんじゃろ？」

「その点まったく記憶にございませんので、出来れば速やかにお引き取りを──」

「あーそだそだ、呼び捨てタメ口でいいよ！　へへっ、ユウとあたしの仲じゃないか！」

　ダメだ……この女神、話題が本質的な部分に差し掛かると自動的に意識が横道に逸それるようになっているとしか思えない。

「あのさ、僕は別にあなたを喚ぼうとなんてしてなかったんですって！　いいから可及的速やかに本の中に戻ってくれませんかね！」

　明きそうな気配もない埒らちを無理矢理こじあけようと、僕は彼女の耳にバールを突っ込むぐらいの気持ちでハッキリ、それもかなり語気を強めて言ったのに。

　それでも、エトランジュ様にはまるっきり堪こたえていないご様子だった。

「しかしユウさんねェ、あなたさっきこのページに書かれた神威かむい文字で呪言と方陣を完成させたし、『女神の宣託』の儀も完遂したでしょー？」

「は……？　じゅ、呪言？　方陣だって？」

　床に広がったままだった本をひょいと拾い上げた彼女に、僕がさっき辿たどっていたフローチャートを指でトントンされてやっと知った、驚きょう愕がくの事実。

　確かに行ったり来たりと、妙な回り道をしながら進むチャートだとは思ったさ。

　だけど、通った質問の背景に印字されていた謎の模様が神様の文字で、特定の順番で進むことで女神召喚の儀式になるなんて。

　いや、それ以前に、〈笑う女神の書〉がガチの魔導書だなんて──誰が知るもんか！

「そのページと文字にそんな効果があるなんて、僕は知らなかったんだって！」

「いやいや、『女神の加護があるかも』ってちゃんと書いてあるでねぇの」

「『女神が出てくる』とは一言も書いてない！　せめて取り消してよ！」

「あのですねぇ、そんなこと言われてもー、こっちとしては契約通りにしてますんでー、今更知らないとか言われてもー、困っちゃうんですよぉー」

　……ああもう、なんか押し売りか詐欺師と電話している気分になってきた。

　いや、女神を自分の手で喚び出すなんて、空想好きなら誰だって一度は夢見るシチュエーションだよ、間違いなく。

　宝くじの一等前後賞を当てるより遥はるかにレアな出来事だって、それも分かってるさ。

　だけどどうせなら、西洋画に描かれてるような優しげな……いやせめてマトモな会話が出来る女神様が出てきたなら、もっと素直に喜べたのにさあ……。

「はっはっは。ヘイボーイ、実在性女神に向かってなんだその辛辣さは」

「どうしてもその『女神』の部分が疑惑の対象で……『いたずら妖精』とか『妖怪』とかの間違いじゃなく？」

「もー！　キミってばどうしてそう疑うたぐり深いんかね！　なによ、週刊誌のせいなの？」

「お前のせいだよ、単純に！」

　信じて欲しいならその言動をどうにかしてくれと言いたいが、言ったところで聞き入れてもらえないと断言できてしまうのが哀かなしい。

　最初、光球から顕れたときの神秘的な雰囲気のまま話が進んでたら、今ごろ女神だってことを疑いもしなかっただろうに……。

「ちッ、初対面演出プラン『ミステリアスからのギャップでヤングなハートを鷲わし摑づかみ♡』がここにきて裏目に出るとはな……このエトランジュの目をしても見抜けなんだわ」

「あの、だから僕の思考を勝手に……」

　ダメだ、もうツッコんでたらキリがないから止やめよう。

　よからぬリプへの最良の対処は相手をしないことだって、父さんが言ってたもん。

「はぁ……とにかく、もう帰って欲しいんですが……」

「ぬー。じゃあさ、ちゃんと願いを叶えてみせたら、女神さんのこと信じてくれる？」

　急激な方針転換から現実的な提案をし始めたのは、僕の諦めムードを感じ取ったのか、それともこれまた何か新たなる悪巧みでもしてるのか。

「願い、ってもさ、僕がさっき言ったのは──」

「分かってるさ、『ユウが作ったシナリオを、ユウ自身で体験したい』ってことじゃろ。大丈夫、そういうのが専門の女神さんだよ？」

　……いえですから、それを叶えるだけなら別に女神じゃない、普通の人間だって充分可能だと思うんですけども。

　とはいえ、この不毛な会話を延々と続けるのにも疲れてきたし、興奮のスイッチが途切れたせいか、急激に疲労と眠気が襲ってきてもいる。

　そのせいもあり、あまり深く考えずに発してしまったこの一言は、あとから思えば明確に僕の迂う闊かつだった。

「そりゃまあ、ちゃんと叶えてくれるなら……」

　僕は、コイツが「願いを叶える」のは、明日か明後日あさってかの話だと考えていた。

　じゃあその間、この女神は何処どこに滞在することになるのかとか、一緒にやる友達にはエトランジュを何者だと説明すりゃいいんだとか。

　そういうことを一切考えもせずに言ってしまった言葉の尻を捕まえて、僕と違い一切疲れを見せない女神が即座に、さも嬉うれしげに跳ね上がる。

「よっしゃ！　ユウの意志も確認できたことだし、さっそく始めよう！」

「は、始めるって、ＴＲＰＧを？　え、今から？」

　もうとっくに零時を回っているし、寝ないと親に怒られるし……いくら女神サマの言うことでも、今から開始は本気で遠慮したいんですけど。

　だいたい、僕はともかく、他の面子メンツの用意とかどうする気なんだ？

　やってもらいたいシナリオだって、まだ渡してすらいないのに……。

「そんなん良いいからほら、立って立って摑つかまって！」

　柔らかく、滑らかで小さな手──突然それに引っ張られ、思わず立ち上がってしまった僕に、彼女はそのままするりと腕を絡からめてくる。

「な、何？　なんで僕を立たせて……腕を組んで来るんだよ！」

「大丈夫、リラックスだぜユウ。いいか、積極的にボディを狙ってけ！」

　言ってる意味は相変わらず全く分からないけど、顔があまりにも近いのは理解する必要すらないぐらい明白で、となるとリラックスどころの騒ぎじゃない。

　香水とは違う、自然の草花のような甘い香りや、ちゃんと女の子を主張する柔らかい部分を押し当てられてるのが、さっきよりずっとはっきり感じ取れてしまって。

「あ、あの、だからさ、離れてくれって──」

　大きく開はだけられた胸元から、膨らみが露あらわになりそうになっているのに意識を取られ、僕が反射的に顔を背けたのは偶然か、それとも女神の策略だったのか。

「んふふのふ」

　一瞬でにやりとした顔になったエトランジュの腕に、獲物に巻き付いた蛇のような力がこもって、僕の動きを強く拘束する。

　なんか想像してたよりずっと──どころじゃない、なんだこの力!?

　明確に嫌な予感を覚え始めた僕を放さないまま、彼女は続けて、空いているもう片方の手を真まっ直すぐ上に差し上げた。

　その手に握られていたのは、さっき見つけた『栞しおり』。

「これ、ユウが持っててくれて助かったよ！　篤あつく御礼申し上げますぜ旦那！」

　さっきまで僕の手元にあったはずなのに、一体いつの間に掠かすめ取っ──いやそれより、それで一体何をするつもりなんだ？

　僕が抱いた疑問はしかし、次の瞬間、あっさりと氷解することとなった。

　それまでの間、トンデモ女神がやったことは、たったの二つだけ。

「アブラカタブラちちんぷいぷい、ついでに云いっとけ開けゴマ！」

　なんとも巫山戯ふざけたような声で、出で鱈たら目めなマジックワードを詠唱した。

　手にした栞を円えん錐すい状に丸めて振り回し、鋭端で空間に輪を描いた。

　それだけ。

　たったそれだけで──部屋の真ん中に、真っ黒な穴が口を開ける。

　それはもう至極あっさりと、音もなく、ポッカリと。

　どう見ても人が楽々と通れる程の大きさのやつが、それはもう、呆あっ気けなく。

「お、成功した。いやこれやるのホンット久しぶりでね、ちと自信なかったっぺ」

「は……いや、ちょ、え？」

　なんだこれ。

　いや、マジでなんだこれ!?

　思わず穴の中を覗のぞき込んで、蛍光灯の光すら一切を吸い込む闇に目め眩まいを覚える。

　全ては幻覚だ、夢だと割り切ろうとしてみたところで、僕の腕を取る存在は消えないし、底すら知れない深しん淵えんに対する根源的な恐怖を拭い去れるもんじゃない。

　加えて、僕はとんでもないことを思い出してしまっていた。

　あの栞、アイテムの名は、本になんて書かれていた？

　──〈世界の留め金〉。

　そうだ。そして、その効果は？

　──まさか!?

　思わず後ずさろうとしたときには、もうとっくに手遅れ。

「それじゃユウ、この女神さんが確かにキミの『願い』を叶えてあげるからね！」

「ま──待ってくれ！」

「もうキャンセル不可だぜメーン！　腹ァくくってさあ往ゆこう、〈君の世界〉へ──」

　だから、本当にちょっと待って！

　そう言おうとした。

　僕は、確かにそう言おうとしたんだけれど。

「一名様ごあんなーい！　あはははは！」

　なんだかひどく楽しそうな笑い声で遮って、彼女は穴の中へ飛び込んでいく。

　理の当然として、腕を組まれたままの僕も穴へと引き摺ずり込まれ──そして、永遠に続きそうな浮遊感が始まった。

「あ、あ、あああぁぁぁ!?」

　情けないけど、あまりの恐怖に思いっきり叫んだことは覚えている。

　それから、深淵の遥か底の方に、まるで針で突いたような小さな光を見たのも。




　……神様、どうか本当に、これが全部夢でありますように。

　そして、この悪夢から目を覚ましたときには、ひどく散らかった僕の部屋がすっかり元通りになっていますように。




　どこどこまでも続くフリーフォールの中、そんなささやかな『願い』を二つ、心の底に思い描いたところで……僕はそれきり、完全に意識を喪うしなった。











第三章　「一体僕に何をした!?」









　…………明るい。

　それが、徐々にはっきりとしていく意識の中、最初に思ったことだった。

　いくら開こうとしても、なかなか言うことを聞いてくれない重い目ま蓋ぶたを通してでも、はっきり感じる日差しの強さと暖かさ。

　周囲でさわさわと鳴っているのは、風でなびく草の音……か？

　まるで野原で寝転がっているような爽やかさは良いけど、寝る時間にしては明る過ぎる。

　こんなに眩まぶしいなんて、今は何時なん──……

「!?」

　それまでどうやっても動かせなかった全身が、その瞬間──時間に思いを巡らした途端に自由になって、僕はその勢いのまま跳ね起きた。

　急に身体からだを起こしたもんだから、全力で立ちくらみっぽい気持ち悪さに襲われたけど、そんなことに構っていられるような状況じゃない。

　揺れる頭を手で支えながら、どうにか立ち上がれたまでは良い。

　けれど、肝心要の思考回路はいまだにぼーっとしたままで、正しい状況把握にも理解にも到達できてはいなかった。

「……何処だ、ここ……!?」

　今、自分のいる場所をひとことで言うなら、大草原。

　いや、この意味不明な状況にウケて大笑いしてるわけじゃなく。

　僕の周囲が、自生した植物──青い匂いのする、腰ほどの高さまで真っ直ぐに伸びた草で覆われた平原だったんだ。

　その場でぐるりと見回してみれば、それは全周囲へ、見渡す限りに広がっている。

　残る上方向を見上げれば、一点の曇りもない快晴の空と、妙に大きく見える太陽。

　それ以外は何もない。

　姿を見せずに何処かで鳴く鳥の声や、軽い風鳴りの音がするばかりで、構造物らしきものは何一つとして存在しない空間。

「な、なんだよ、ここは……あッ？」

　もう一度呟つぶやいたところで、やっと思考の断片同士を繫つなぐ回路が復旧したのか、ずっと後頭部の辺りでわだかまっていた、嫌な想定──あるいは思い出すべきでない記憶──が唐突にフラッシュバックして、眼前に鮮明な像を結ぶ。

　部屋に顕あらわれた、謎の女の子。

　だしぬけに、空間に開けられた真っ暗な開口部。

　その中に飛び込んだ彼女と、それに引き摺り込まれた僕──……

「あ……あのトンデモ女のせいか、これは!?」

　そうだ、僕はあの『女神』を名乗る怪しすぎるヤツが開けた穴の先、奈落を落ちている間に、気を失ったんだった！

　遊園地にある落下式遊具の超強化版みたいな、胃が果てしなく持ち上がる不快感と恐ろしさもセットで思い出して、何やら冷たいものが背筋を撫なでていく。

　額からも垂れてきたその冷や汗を拭い、身体の何処も痛まないことを確認すると、ほんの少しだけ元気は出た──出た、けども。

「いや……だけど本当、ここは何ど処こなんだよ……？」

　なまじ落ち着いただけに、今度はこの見渡す限り草以外に何もない場所へ身一つで放り出された……という事実を認識しないわけにもいかなくなった。

　一体、これをどう受け止めるべきだろう？

　さっき僕の部屋で起こったことも含めて、やはり夢でも見ているんだと考えるのが一番妥当だし、安心できる考えだとは思う。

　けど──半ば以上分かっていたことながら、頰をつねって覚醒を試みるというお約束テンプレを試したところでただただ痛いだけ、目が覚める様子なんてまるでなかった。

「はぁぁぁ……」

　もう通算何度目か分からない、ディープな溜ため息。

　さっきまで昏こん倒とうしていたからか、身体的な疲れは全くない。怪け我がもしていない。

　でもその代わり、精神ダメージだけがどんどん蓄積していってる感じ。

「あいつ、人をこんなところに部屋着のまま放り出して、一体何をさせた──……」

　…………。

　あ、あれ……？

　違う──いつもの部屋着じゃなくなってる!?

　僕はさっきまで首周りの伸びたシャツと伸縮性の高いハーフパンツを着ていたはずなのに、今はそれと全く違う装よそおいをさせられていた。

　ごわごわした麻製シャツにズボン、粗末なブーツ──服の上には革で出来た胸当て。

　姿見でもあれば更に全身の異常がよく判わかるんだろうけど、今、こうして見下ろせる範囲ですら、絶対に僕の私服じゃないと言い切れる一式。

　加えて、左手首にぴったりとフィットして全く取り外せそうにない、なにやら妙な形をした金属製のブレスレット。

　腕時計で言う文字盤にあたる部分には透明で硬質な半球の覆いがあり、その中で砂粒みたいに小さな多面体が幾つも、まるで衛星のように一定の軌道で高速周回している。

　……まあ、この不思議な装飾品については、今はまだ置いておこう。

　どうせまた、いくら考えたって分かりっこないやつなんだろうし……。

　その他で目につくものと言ったら、さっきまで枕代わりになっていた、帆布のような厚手の布で出来た背負い袋ぐらい、か？

「それから──……？」

　ふと、その左手で腰回りを押さえると、何か長細いものが手に触れる。

「なんだこれ、ショートソード……？」

　ゲームではお馴な染じみの、でも実際に目にしたことはない、諸もろ刃はの剣というもの。

　何気なしにそれを引き抜き、軽く横薙なぎに振るってみると、周囲の草があっさりと断ち切れて……って、真剣かよ、これ!?

　その切れ味を知った途端に怖くなり、おっかなびっくり鞘さやに戻す。

　いやいや、なんで僕はこんなものを身に着けさせられてるんだ!?

「……これじゃまるで、ファンタジー世界の住人じゃないか」

　コスプレにしては悪い意味で本格的すぎる、この『駆け出し剣士』感。

　なけなしのお金で頑張って整えた装備っていうコンセプトだとしたら、もう百点満点間違いなしの出で来き栄ばえだろう。

　特に剣は良いいものを買って、防具は最低限でいいやってタイプの揃え方ね。

　序盤はサクサク進めて爽快なんだけど、のちのち一撃が重い敵が出てくるあたりで一気に詰まることになるんだよな。

「いや……そんなネタはどうでも良いよな……ははは……」

　この時点では、まだ乾いた笑い付きの自己ツッコミをする余裕があった。

　でも、その一瞬後──結局、このあとどうしたら良いのかが全く分からない、という結論に至った途端、とうとう津波のような心細さが襲いかかってきて。

「ああもう、せめて解決のヒントぐらい寄越してよッ！」

　それを誤魔化すように思い切り草を蹴りつけ、どうせ誰にも届かないんだろうと思いながら、上天へ向けて思いっ切り叫ぶ。

　しかし──僕の予想を大きく裏切り、その叫びには返答があったんだ。

『──あ、目が覚めましたか？　では、えー……コホン。どうやら旅の疲れが出たのでしょう、冒険者あなたは街道の傍そばに生えた木の陰で眠ってしまっていたようです』

　突然、湧き立つように響いた声──声？

　今、僕に語りかけてきたものは、色々な場面でよく見るし、僕自身も何度となく使ったことがある表現、『頭の中に直接響く声』そのものだった。

　だけど、〈天の声〉とでも呼ぶべきものが言ったことは、明らかに事実と異なっている。

　この平原には街道など存在しないし、木なんて何処にも──ただの一本たりとも生えていないんだから。

　……そうだ、絶対に生えてなんていなかったはず、なのに。

「え……ええ？」

　背後で何かがざわめく音がして、思わずはっとして振り返ると、そこには大きな日陰を落とす樹きが堂々と立っていた。

　訝いぶかしみながら、恐る恐る近寄って手のひらで叩たたいてみる。

　これは確かに、生木の手触りだ。

　プラスチックの作り物や、厚紙の書き割りなんかじゃない、確かな生物感と立体感。

　更にその奥に目を向ければ、やはり何もなかったはずの場所には、長く長く続いている幅三メートルほどの未舗装路……。

「これが、街道……なのか？」

　改めて周りを見渡しても、他に増えたものは見当たらない──となると、文字通りに『道が拓ひらけた』ということだろうか。

　あの声がなんなのか、これが現実か幻覚か……それを確認するためには、とにかく何かしらの行動を起こしてみるしかないらしい。

「……意外と重いんだな」

　樹の根元から背はい囊のうを拾い上げ、軽く土を払ってからそれを背負った僕は、質量という分かりやすい実感があることにホッとしつつ、出来上がった〈街道〉へと踏み込む。

『──さて、街道に出たあなたは、遥はるか先に──うっすら霞かすみがかってはいますが──高く聳そびえる山々と、その手前にある街のシルエットを視認しました』

　またしても〈天の声〉が頭の中に響くと、それまで何もなかった青い地平に現れる、山の稜りょう線せんと遠い街の景色。

　あたかもそこの世界の要素を〈声〉が織り上げているかのように、それが描写したものは一つずつ、確かな形をもって浮かび上がっていく。

　……これは一体、どういうことなんだ？

　今、目の前で展開していることとよく似た事象を、僕は確かに知っている。

　あるいは、これまで何度も自分自身でやってきた、と言ってもいい。

　そうだ、これは、まるで──……

『──しかし、冒険者の目に入ったのはそれだけではありませんでした』

「……え？」

　今、せっかく何かが脳内で繫がりかけたのに、それを見透かしたかのようなタイミングで差し込まれた〈天の声〉が、僕の思考を横に引き裂く。

『この街道は平へい坦たんで穏やかですが、何の問題もないわけではありません──あなたの前に突如、何やら三つの固まりが飛び出してきました！』

　瞬間、すぐ側の草むらがガサガサと音を立てて揺れ、そして。

「ピーッ！」

　そこから、甲高い鳴き声と共に、サッカーボールを二回り大きくしたぐらいの物体が勢いよく現れた。

「な、なんだッ!?」

　慌てていた割に、飛び退すさって距離をとれたのは、我ながら頑張ったと思う。

　ぽよぽよぶるぶる、動くたびに振動するゼリーのようなボディ。

　つぶらな瞳に、数字の３のような形に尖とがらせた口元。

　そんな愛くるしい風体にもかかわらず、明らかに僕に対して敵意を持ち、全身で攻撃の意図を見せている、不思議なナマモノ。

　でも、僕が困惑したのは、その存在にでも、容姿についてでもなかった。

「ちょ……は？　こ、こいつ……『ピーちゃん』じゃないか！」

　そうだ──間違いない。見間違うわけがない。

　だって、僕はコイツを何度も何度も、数え切れないほど扱ったことがあるんだから！

　ピーちゃん──正式名称〈ピーコックゼリーズ〉。

　それは、僕が特に好きなＴＲＰＧシステム、つい昨日も皆と遊んでいたあのゲーム、〈テンペスト〉に登場するモンスターの一種だ。

　その名前と、さっきしたように「ピーッ」と鳴くという設定からピーちゃんと呼ばれ、ゲームのマスコット扱いをされているモブ、いわゆるザコ敵。

　七色のカラーバリエーションごとに強さや性質が違って、僕の目の前にいる黄色と青のはその中でも最弱の……いや、細かい話は良い、そういうことじゃない。

「なんでこいつらが此処ここに──うわッ!?」

　お前の困惑なんか知るもんか、問答無用──そう言わんばかりに正面から突っかかってきた〈ピーコックゼリー：青〉の一撃が、油断していた僕の胸板に直撃する。

　さすがに、それだけでダウンするほどの威力はない。

　けど、今まで殴り合いの喧けん嘩か一つしたことのない僕にとって、その程度の衝撃でもじわりとした恐怖感を覚えるには充分だった。

「ピイ！　ピィッ!!」

　こいつらは、明らかに僕を排除しようとしている！

　このまま三匹に囲まれ、ボコられ続けたら、いずれ確実に力尽きてしまうだろう。

　そうなったらどうなるかなんて、考えたくもない。

　だって──だって、ここは、この世界は！

「くそッ」

　疑う余地なんて、もう殆ほとんどなかった。

　どうして、あの〈天の声〉がするたび、なにもない空間に様々なものが出現するのか。

　何故なぜ、ゲーム中の存在である『ピーちゃん』と、僕が戦う羽目になったのか。

　それは、こう考えれば説明がつく。

　いいや、こう考えない限り、永久に意味が分からない。

　僕は、ＴＲＰＧの……〈テンペスト〉の世界に、放り込まれてしまったんだ！

「どういうことだよッ！」

　思わず大声で毒づいてしまったけど、その程度で怯おびえて逃げてくれるほど甘い設定がされているはずもなく、ぷるぷるの三怪物は戦闘意欲を一切弱めない。

　もう、対抗する手段は一つしかない──覚悟を決めるしかない！

「……ッ！」

　両刃の得物を、改めて鞘から抜き放つ。

　十五年の人生の中で、こんな刃渡りの真剣を扱うのは初めてだ。

　そんな僕が、いきなり動く標的を斬りつけるなんて無理無理の無理にしか思えない──だけど、もう四の五の言っていられるもんか！

「あ……当たれッ！」

　気合を入れるためには叫ぶのが有効だとかなんとか、聞いただけの武道の心得に一いち縷るの望みを託し、一番手近にいた個体、体当たりを仕掛けてきたやつ目掛けて振り下ろす。

　すると、陽光にきらめいた刃は滑らかに青のピーちゃんへと吸い込まれ、自分でもビックリするほど綺き麗れいにその身体からだを両断してしまった。

「ピィッ!?」

「え、あ……ご、ごめん！」

　敵に謝っても仕方ないのに、マスコット的な造形のキャラが二等分されてしまったのを見て、思わずそんな言葉が出てしまう。

　当然ながらそれに応える言葉はなく、一拍の間を置いてポンッと小気味の良い音を立てた青いゼリーは、そのまま跡形もなく消滅した。

　これは、ええと──倒せた、ってことでいいのか？

　実際、ボスでもない限りは敵が倒れた情景の描写なんてまずしないし、いまいち撃破の実感が湧かない。

「い、良いん……だよね？　うおッ！」

　しかし、それを落ち着いて考えるだけの暇もなく。

　残り二体、全く無傷のままの〈ピーコックゼリーズ：黄〉……その片方が仲間の仇かたきとばかりに飛ばしてきた粘液弾を横っ面つらに食らってしまって、ぐわんと視界が揺れる。

　しまった……！

　青は近接攻撃、黄色は中距離からの攻撃が得意なことぐらい、理解わかってたのに！

　更にもう一発、追い打ちで飛んできた粘液の塊をまたしても顔面にもらってしまい、僕はとうとう尻もちを──〈転倒〉のバッドステータスを受けてしまった。

　顔面セーフ、なんてドッヂボールみたいな言い訳は通用しない。

　ただでさえ二対一だっていうのに、このまま延々と撃ち続けられたら……！

「…………ッ……、…………？」

　雨あられと飛んでくる粘液の弾丸を想像した僕は、ただ目を閉じて身を固くしていただけなのに、それっきり何の衝撃も来ない……？

　そっと目を開けてみると、どういうわけか黄色のピーちゃんは二体ともぷるぷるするばっかりで、こちらに対して近づくでも、攻撃するでもなく、ただその場で佇たたずんでいる。

「？　…………あ、まさか……」

　妙な間が流れる中、ちょっとした考えが頭をよぎる。

　さっき僕の考えたとおり、ここが本当に〈テンペスト〉の世界なのだとしたら。

　もしかして、そのゲームルールが適用されている……のか？

「…………」

　小心者の僕だ、博ばく打ちなんて全然好きじゃない──でも、その想定を検証するために、あえて転んだ姿勢のままで何もせず、ひたすらに待ってみる。

　心の中で数えている秒数が三十を超えてもなお、相変わらずピーコックゼリーズはぷるぷるしているばかり──何の行動も起こそうとしない。

　……やっぱり、と思って良さそうだ。

　大多数のＴＲＰＧと同じく、〈テンペスト〉の戦闘は手番ターン制で進行するんだけど、その中では〈素早さ〉のパラメータが高い順に行動することが出来る。

　さっきは青いピーちゃんが真っ先に動き、そのあとに僕、最後に黄色二体が動いた──その事実を考えれば、今起こっている謎の睨にらみ合いにも説明がつく。

　僕が行動を決定せずにいる、つまり手番を終えていないうちは、アイツらの手番にならず、結果として何もしてこないんだろう──多分だけれど。

　で……それが分かったとして、じゃあ、次はどう動けばいい？

　このあとに立ち上がる、つまり《転倒からの回復》という行動を取ったら、それだけで僕のターンは消費されてしまうはず。

　このまま次の攻撃でまた転ばされたら、力尽きるまでループしかねないんじゃ……。

「いや……待てよ……」

〈テンペスト〉のルールに従うなら、バステの回復のみに費やしたターンには、防衛的な追加行動を加えることが可能だったはず。

「立ち上がったあと、僕は回避に集中する！　……あの、出来る、よね？」

『もちろんです。《回避専念》により、ユウの回避の達成値にボーナスを付与します』

　立ち上がり際ぎわに行った『宣言』に対し、承認の意が天から降ってきたと同時に、急激に身が軽くなった感じがする。

　そして案の定、僕が行動を終えるなり、待っていたとばかりに動き出す二匹のゼリー。

　又しても飛ばしてきた粘液弾の一つは逸それて地面を叩たたき、直撃コースだったもう一発は──自分でも驚くほどに鮮やかな身のこなしで躱かわし切った。

「よしッ」

　口でそう言ってみても、心臓はさっきからバクバクと跳ねっぱなし。

　もっとも、それは緊張からくる動どう悸きであって、これだけ激しい運動をしているのに全く疲れないし、息も上がらない。

　体育の時間にすぐヘバっている自分と同じ身体とは思えないけど──多分、これもルールに従っているからなんだろう。

　古めのシステムの中では珍しく、ライトな世界観とプレイ体験が売りの〈テンペスト〉には、細かい疲労やスタミナの概念が存在しない。

　ついでに言えば〈痛み〉による不利益もルール化されていないから、たとえば攻撃で致命的なダメージを受けたとしても、行動に支障はないはずだ。

　……いや、だとしても、絶対にそんな状況に追い込まれたくはないけどさ。

「ふー……ッ」

　詰めていた息を吐き出して、改めて〈ゼリーズ〉を睨み据える。

　気付きのおかげで、少なくともこんなザコ敵に『分からん殺し』をされる危機からは脱することが出来た。

　ただそれは同時に、もう目を背けていられないぐらい、いま自分の置かれている状況と状態が明白になった、ってことでもある。

　ここは、ＴＲＰＧシステムの中……ファンタジーの理論が御する世界。

　僕は現実世界から隔絶された場所に飛ばされて、一人ぼっちになっている。

　……とりあえず、やるべきことは明らかだろう。

　ここから帰還するための鍵は、きっとあの遠くに霞かすんで見える街にあるはず──っていうか、僕なら絶対にそうシナリオを動かす。

　なら、いそいであの街に行かなきゃならなくて、そのためにまず、この進路を塞いでいる丸いのを二つ、どうにかしないとならない。

　現状の配置なら、二体の間をすり抜けて逃げることが出来るかも知れないけど……後ろから粘液弾で狙い撃たれたら、さすがに避よけきれる気がしなかった。

「……結局、逃げずに倒さなきゃ駄目ってことだよな」

　そもそも論として、僕がどういうＰＣなのか分かってないのは不利にも程があるけど、世界の理が判明した今、さっき見た装備とステータスからだいたい想像がつく。

『僕』は、ルルブに掲載されてるサンプルキャラクター、位階クラス〈剣士ソードマン〉、熟練度レベル２のデータで構成されていると思って、多分間違いない。

　大丈夫、そうやって言い切れるぐらい、このシステムはやり込んできた。

　習得しているだろう技能スキルで、敵が二体の盤面で有効なものぐらい、分かってるさ！

「《小移動》で接敵、からの《旋回撃ブランディッシュ》！」

　名前の通り、武器を思い切り振り回すことで範囲に攻撃する、剣士の初期習得技。

　これなら使えないわけがないし、仮にもし使えなくても、それなら単体攻撃に切り替えるだけのこと！

『はい、それでは判定をどうぞ』

　よし、使えた──って、え？　判定？

　いままで散々叩いたり避けたりしてきたのに、そんなこと言われなかったぞ!?

『ああ、処理の迅速化のため、基礎的な判定はこちらで対応しております。実際ですねぇ、リプレイを見ている人が飽きるんです、判定の記述ばっかりだと……』

「メタいんだよ、なんか知らんけど！」

　幸いこの平原には誰もいないから良いいようなものの、こんな脳内にだけ響く声相手にツッコミ入れてるのを見られたら、間違いなくアレな人扱いされてしまうだろう。

「ええい、もうどうにでも……！」

　女神と出会ってからここまで、体感一時間ぐらいの間なのに、もはやヤケを起こすのがクセになりつつあるの、大変よろしくないよなと思いつつ。

　恐怖心を吹き飛ばすために雄お叫たけびを上げ、〈ピーコックゼリーズ：黄〉の至近距離まで飛び込──んだところで、はたと気付く。

「判定するって、どうやって!?」

　卓上でのことなら、判定のやり方なんて言われるまでもない。六面ダイス二個２Ｄ６を振り、〈器用さ〉の値を足すだけだ。

　細々したルールを別にすれば、たったそれだけのことで済む話。

　でも、今の僕はＤ６なんて一つも持ってないぞ!?

『落ち着いて、ユウ！　左手首の腕輪……〈運命器ルーラー〉を振って下さいな！』

　誰とも分からない〈天の声〉の言う通りにするのは何だかシャクに障さわるけど、御立腹な面持ち丸出しのエネミー二体を前にして、グズグズ言ってもいられない。

　両手持ちにしていた剣を右手だけに預け、空いた左手を思い切り振り抜く。

　瞬間、ピシリと鋭い破断音が立ったかと思うと、目の前の何もかもが静止した。

　ゼリーズのぷるぷるも、波打つ草原も、視界の端を飛んでいた鳥すらも。

　時間が硬直したのか、僕だけが世界の外に追いやられたのか──だけど、それを考える猶予も、呆ぼう然ぜんとする間もなく、〈天の声〉は高らかにこう言い放った。




　　『回れ賽子サイコロ、運命さだめを示せ！』




　そのワードに反応し、左手首の腕輪の半球体の中から、あの衛星のような軌道で回転する極小の何かが飛び出し、ぐんぐん大きくなっていく。

　僕の顔ほどの大きさになった『それ』が何か、説明されるまでもない。

　一の目だけ赤く塗られた、大きさ以外どこにでもありそうな六面体のサイコロは、〈声〉の言葉に従って激しく回転し。

　そしてその勢いが収まったとき──僕に見える側の面には、六の目が二つ並んでいた。

『＊おおっと＊　クリティカル！　幸さい先さきが良いですね！』

「はッ!?」

　またしてもその刹那、世界に音と動きが戻った──と感じたときにはもう、僕の身体からだは僕の意識と全く関係なく、恐ろしい速さでコマのように旋回していた。

「ピッ……！」

　砂さ塵じんが舞うほどの勢いで疾走はしった剣の切っ先が、過あやまたずに二匹のゼリーズを捉え。

「…………や、やった……か？」

　それはフラグだろって言いたくなるようなセリフが、つい思わず口をつく。

　だけどそれが回収されることはなく、二つの黄色いゼリーが先に散った青と同じくポポンと音を立てて消滅すると、周囲は再び穏やかな静寂に包まれた。

「は、はあああ……怖かったぁぁ……」

　手の甲に骨が白く浮き上がるほど強く握りしめていた直剣から指を引き剝がし、地面に投げ出したところで、一気に脱力してへたり込む。

『おめでとうございます。あなたは見事、突然の襲撃を鮮やかに撃退しました！　……今のお気持ちは如何いかがですか？』

「……すいません、ぜんっぜん応える余裕ないです……」

　なんなんだ。

　もうほんと、マジでなんなんだよ、この受け入れがたい状況は！

『さてさて──無事に戦闘も終わり、一息ついているあなたでしたが……どうやら、誰かにじっと見られているようですよ』

「な!?」

　状況に流され続けて若干どころじゃなくブルーになっていた僕も、その言葉にはさすがに慌てて剣を拾い上げて構え直す。

　冗談じゃない、また急転直下の展開なんてされたら、もう心が保もたないよ!?

『周囲を見回してみると、少し離れた……距離にして十五メートルほどのところに生えている木立の陰から、極めて美しく可か憐れんで清せい楚そな超絶美少女がこっそりとあなたの様子を窺うかがっているのが見えます』

「…………。ええと、あれのこと……ですかね……？」

『そうです。いやあ、遠くからでも美少女オーラが隠しきれていませんね！』

「………………」

　……いる。

　言われてみれば、というか今の『描写』で生やされた、さっきまで明らかになかった木立の後ろで、こちらを見ている何者かが、確かにいるわ。

　何者かっていうか、もうさっきの表現の時点で、正体は丸わかりだ。

　ついでにツッコんでおくけど、その『木に手を添え顔半分だけ覗のぞかせる』様子の窺い方は可憐とか清楚とかいうものじゃない、家政婦かホラーのやり口だぞ！

『その少女はキミのことを、ねちっこい──失礼、間違いました。熱っぽい視線で見──あれ、どうしました？　いきなり歩きだして──』

　もう、〈天の声〉のマスタリングなんて聞いていられない。

　この何もかも見覚えのない、でも全てを知っている世界の中、唯ただ一ひとつ確信をもって明らかだと言い切れるもの。

　たとえ服装が変わっていても、あの長い髪、複雑に輝く瞳孔の開ききった目は、何がどうしたって見間違いようがない。

「見つけた……見つけたぞ！」

　気が急せいて、早足は小走りに、やがて全力疾走に変わっていく。

「お？　ククク、見つかっちゃ仕方な──あの、何故にそげな勢いで迫ってくるんだ少年──ちょっ、ま、まずは話し合お、ね！　おねーさん前にもそう言ったじゃん!?」

　僕の怒気を感じ取ったのか、姿を隠していたこの状況の黒幕は慌てて木立から飛び出してきて、何か必死な声で捲まくし立てている。

　だけど、もう僕の勢いは止まらないし、止める気もない。

　ていうかな、マトモに話し合いが出来るような相手なら、僕は今……こんなワケのわかんない苦労をしてやしないんだよ！

「ひえッ!?」

　ヤツが逃げようとしている方向へと、反射的に投げた剣は多分、省略された〈投とう擲てき〉判定でまたクリティカルでもしたんだろう。

　見事に服の裾を木に縫い止め、動きを封じる役には立った、けど。

「ちッ、外したか！」

「何を狙った上での発言なの、それッ!?」

　あと三メートル。二メートル。

「エトランジュ───ッ！」

　最後の一メートルをジャンプで飛び付いた僕の手は、ついに『彼女』を捉えていた。

「お前……お前ェ！　一体僕に何をした!?」

「やっべ、この子マジギレしておられ……ちょ、胸ぐらは摑つかんじゃらめぇ！　服から飛び出る！　色々とまろび出ちゃうからーッ！」

　改めて、この場に誰もいなくてよかったと思うような、あられもない声が草原に響く。

　これまた人生初めてってレベルに激げき昂こうした僕が、このあと多少なりと冷静さを取り戻したのは──たっぷり五分以上経たってからのことだった。







「…………本当に、それで全部だろうね？」

「うっす……」

「本当？　もし噓うそをついてたら──」

「いやもうホントこれだけだってば！　女神の名にかけて！　ですのでその、ショートソードを手でぺちぺちしながら尋問するの、止やめて頂けねぇッスかね!?」

　──〈天の声〉に都合よく描写させた切り株に腰掛け、目の前にエトランジュを正座させての聞き取り調査を始めてから、だいたい一時間。

　やっとおおよその状況と、このトンデモ女神がやらかしたことのあらましを聞き取れた僕は、ずっと手に持ったままだった剣をようやく鞘さやに収めた。

「ごめん、これは無意識にやってた」

「えー……げにまっこと怖いわこの子……とある社会の倫理崩壊モラルハザードだわ……」

「人を異世界に拉致って放置したヤツにそんなこと言われたくないんだけど？」

「いやいやキミィ、それはさっきも言ったように──アッハイ黙だまります」

　よし、一つ発見した。コイツは剣の柄に手をかけると静かになる。

　あんま脅しをかけるようなマネはしたくないけど、多少の抑止力がないとエトランジュがずーっと喋しゃべり続けるのは現実世界で学習済みだからやむを得ない。

「んだよもう……女神を地べたに正座させてさ、氷の視線で見下ろすとかさぁ、そんなん腰のあたりがゾクゾクしちゃうじゃん。なに、あたしがソフトＭだってバレてんの？」

「エトランジュ」

「ひゃい」

　さて、諸悪の根源を改めて黙らせたところで一回、話を整理しよう。

　とりあえず、今までの『話し合い』によって判明した事実を並べると、

　・ここはやはり、〈テンペスト〉を舞台としたＴＲＰＧの世界である。

　・僕は、プレイヤー兼ＰＣとして、その中に放り込まれた。

　・これらは全てエトランジュの、女神の能力によるものである。

「……で、間違いないよな？」

「サーイエッサー」

　んで、その『エトランジュの能力』については、といえば──

　・この女神は、物語を〈世界〉として創造することが出来る。

　・任意の存在を〈キャラクター〉に変え、〈世界〉に溶け込ませることが出来る。

　・その〈キャラクター〉は、〈世界〉のルールに縛られる。

　・あとはめっちゃ細かいことなので、省略しまーす☆

　……ということらしい、ん、だけど。

「まず率直な感想を言わせてもらうね。一発殴りたい、特に最後の部分のせいで」

「ウェイウェイ！　その突然の凶暴性を発揮するのん、全面禁止！」

　……いや、こっちからしたら、現代の倫理観に従って実行に移さなかっただけ偉いと思ってほしいんだけどなぁ、誘拐犯相手なのに……。

「待った！　異議あり！　なんでそげに不満タラタラなんさ！　このあたしがキミの望みをガッチリ叶かなえた優しい女神さんだと知っての狼ろう藉ぜきかい!?」

　僕のジト目と思考盗聴で遺憾の意を嗅ぎつけたからか、なんだかすっかり興奮気味なエトランジュが、バッと右手を上げて憤いきどおりを示す。

「こんな美貌のヒロインまでオマケに付けたげたんだぞ！　そういう気遣いを一切評価しねぇってどゆことよ!?　この査定はユウの明らかなミス、ＱＥＤですはい論破!!」

「ごめん、僕にはその美貌のヒロインなるものが何処どこにも見えないんだけど」

「っかしいな……ユウに視力が悪い設定なんぞ付加したっけ？」

「『皮肉』って言葉をご存知ですかね」

「タレつけて焼いたら美味おいしそうだね！」

　……そろそろ、コイツ相手に言い合いで勝とうとするの、諦めたほうが良いいかなぁ。

　いろんな思惑と言いたいことが重なり入り混じりして、思わず遠い目をしてしまいそうになるのをどうにか我慢しつつ、とにかくだ。

「つまり、これは全部お前が能力を発揮した結果なんだな……？」

「さいですよ。さっきからそう言ってませう？」

　……正直、ことがここまで至ってしまえばもう、現状を認めたくなくて意地を張ってるだけなんだとは、自分でも薄々理解してはいたけど。

　けど、ああ、この件に関して白旗を上げるのは、何がどうあっても不本意だ……。

「分かったよ……これが全部夢じゃないとするんなら、確かに神様の力ででもなきゃ実現不可能なことだと認めるよ……」

「へへへ、ユウったらついに折れやがったな！　まったく手間ァとらせてくれる！」

　それもう完全に悪役のセリフじゃないか、しかも直後にやられるタイプの。

　座ってろって言ったばっかりなのに、それをすっかり無視して立ち上がり、天に拳を突き上げた女神が勝利の咆ほう哮こうを上げる。

「ついに！　ついにこの疑うたぐり深いユウを、あたしこと女神さんの威光が改心させたのであります！　これを記念して今日を祝日にしよう！」

「はいはい、恐れ入りました。貴女あなたは確かに女神サマでしたよ……」

　僕がぐったりしてることには気付かないのか無視しているのか、一人ご機嫌なスキップとターンを踏みながら周囲をくるくる回り、喜びを表現するエトランジュ。

　その回転が突然弱くなり、なんだかフラフラしはじめたにもかかわらず、それでも奴やつは勝ち誇った顔で僕を煽あおってきた。

「ほれほれ、今のうちに好きなだけ崇あがめときなさい、讃たたえときなさい！　こーんな経験はもう二度と出来な──あっやべ目が回って気持ち悪い」

「人生に何度もあって堪たまるか、こんなアホなこと！　……んでさ、もう女神の御力ってやつは充分に分かったから。とっとと僕を現実世界に帰してくれよ」

　そして出来れば、そのままさっさと本の中に戻ってくれ──と。

　僕の切なる言葉はしかし、まるで続ける暇もなく。

「できないよ？」

「……うん？」

　今、なんて仰有おっしゃってくれやがりました？

「あー、いやほらね、あたしこと女神さんは確かに女神さんではあるんだけどさ。なにぶんユウの目の前にいる女神さんは〈プレイヤーＰキャラクターＣ〉に過ぎんもんでして」

「……もう少し分かりやすく」

　言葉の中に『女神さん』が多すぎて話が分かりにくいように思わせといて、つまるところの事実はシンプルにヤバい気がしてならないけど……気の所為せいだよね？

「つまりは、だね」

　やっと目め眩まいが収まったのか、ふらつきが収まった女神がまた指を振る。

　……このポーズ、だんだん最悪の事実が告げられる前触れみたいに思えてきたぞ。

「この〈世界〉に足をつけるために、あたし自身にも〈キャラクター化〉の能力は使われてるんですわ。じゃないと世界から異物扱いでペッてされちゃうの。ペッて」

「……それはつまり、結果として今のお前は、女神としての機能を……？」

「うーん、まるっとすぱっと喪うしなってますなぁ！　あっはっは☆」

「ふっざっけるなよお前ェ!?」

　なにがあっはっはだ、能天気に笑っている場合か！

　さっきお前の顔を見かけたとき、僕は心底ホッとしたんだぞ!?

　良かった、最悪でもコイツをシバき倒せば家に帰れるだろう、そう思ってたのに！

　それを、それをお前……お前……！

　なんだよ、僕のプランは実行する前から、完全に破綻してたってことじゃないか！

「──オゥ、おっそろしい心の声ネェ……なんかさ、こっち来てから物騒になり過ぎてないかい、キミ。そんな日常でストレス溜ためてたん？　胃に悪いでよ？」

「うっさいよ、そのストレスの主要因！」

　どういう立場でモノを言ってるのか、しみじみ哀れんだ目で諭してくるのに遠慮なくツッコんだところで、なんか本当に胃が痛くなってきた気がする。

「大体だ！　お前はなんでそんなことをしたんだよ!?」

「そりゃユウをフォローする仲間になるためだよ。一人ぼっちじゃ寂しいでしょ？」

「え？　あ、いや……まあ、それは……助かる、けど」

　いきなり過ぎる善意で切り返されてしまうと、怒る言葉が出てこなくなる。

　常に奥底まで見開かれた目のせいで、この女神が一切の欺ぎ瞞まんや悪意を持っていないことだけは、僕にだってイヤになるほどよく分かってるんだ。

　だから、多分その行為も純粋に僕のためを思ってのことで、となるとその点について問い詰めるのは、さすがにちょっと悪いような気が──……

　……いや、ちょい待ち、『一人ぼっち』だって？

「そうだ、なんか〈天の声〉みたいなのが脳に響くけど、アレは!?」

　目の前の〈女神の容姿をしたキャラ〉が僕を家に戻せないのはもう仕方ないとして、他にもなんかそれっぽいのがいたじゃないか！

『はーい、こちら世界が愛したエトランジュです！　お呼びになりましたか？』

「……ああ、やっぱりそっちもその名を名乗るのね……」

　出来れば君は純粋な新キャラであってほしかったよ、半ば以上諦めてたけど。

　この〈声〉は、実際のところ頭の中に響くだけで、本当の音ではない。

　でも僕はどういうわけだか、それが聞こえてきた当初から、何故なぜかエトランジュと同じような声質だなと感じてはいたんだ。

　ただ、これまでのアレでアレな喋り方と違って丁寧語だったし──いやごめん、改めて考えたらトンチキな部分が相当あったか、あったな……。

　はぁ……とにかく、もっかい状況を整理しよう。

〈天の声〉と、目の前にいる〈キャラの実体〉。

　それらは、どっちも同じエトランジュではあるらしい。

　で、女神が同時に、この世界で複数存在しているということは、つまり……。

　…………どゆこと？

「ククク、そのあたりが人の子が持ちうる智ちの限界というものよ──」

　魔族っぽいセリフな上、更に片目を手で覆い隠す中二病ポーズで曰のたまってる実体のほうにじろっと目をやる。

　すると一体何処から持ち出したのか、演出用だとバレバレな大きな丸眼鏡をかけ、彼女はそのまま説明モードに突入した。

「こほん。あー、『あたしたち』はだねえ、確かに同一の意識で通底してる存在なんだ。でも、受け持っている領域がお互いに違うんだよ」

『ユウが言う〈天の声〉、つまり私は、このナイスでラブリーな世界を構築・維持するためのエトランジュなんですね。ここまで、おわかりになります？』

「もうちょっとゆっくり、詳細に頼みます……」

　聞き手が理解できるはずのない話を、そんな早口で一気に捲まくし立てられても困る。

　そんなこと日常的にするのなんて、好きなことを聞かれたときのオタクぐらいだぞ！

「…………」

「なんね、急に真顔になってどがんしたつね、ユウ」

「いや……なんか今ちょっと、ひどい自傷行為をしてしまったような……」

「？　まあいいや。ンだからね、〈天の声〉はＴＲＰＧで言うＧＭのポジションだと思えばいい。ってかユウはさっきまで、実際そう認識してたでそ」

「うん、まあ」

　ていうか、僕はただそのようにしか理解できなかっただけ、なんだけど。

　その考えで当たらずとも遠からず……といったところだったんだろうか。

「そそ。要するに、基準世界あっちで『あたし』が創っといた世界の在り方を、こっちでキャラクターに伝えたり、実体化する役割を持ってるのが〈天の声〉ってわけ」

　なるほど……〈声〉が情景やモンスターの存在を告げるたび、何もない場所から湧き出るように色々と現れ出て来る、あの様子。

　ＴＲＰＧのセッションでは、ＧＭが口にしない限り敵が勝手に出現はしないし、街の施設だって具体的に何があるかは分からない。

　そういう意味では、やはり〈声〉＝ＧＭっていうのが一番納得できる解釈だ。

　一連の流れを思考の内で嚙かみ砕いた僕が首肯すると、エトランジュは人差し指を教きょう鞭べんの代わりに振り回しながら、更に説明を続ける。

「で、その役割上〈天の声〉は世界そのものに手を突っ込む権限は持ってないんだわ」

『です。物語が流れゆく方向を調整、変更するぐらいは出来ますけれどね』

　なるほど……これもまた、さっきの理論で考えれば分かりやすいか。

　ＧＭが裁量の範囲を越えてルールを好き勝手に変えたら、システムは立ち行かない。

　でも、プレイヤーの人数や時間的な都合を鑑かんがみて、シナリオを上手うまく調整してあげるのは重要な仕事だし、マスタリングの上手下手にも関わってくることだ。

「だもんで、この世界の──シナリオのクリア条件を〈天の声〉が無理やりゴリッと捻ねじ曲げるってのは、なかなかにハードなワークになるんだねぇ」

　そこまでの説明を実体のほうが喋しゃべったところで、急に〈声〉が割り込んでくる。

『あ、誤解のないよう申し上げますが、やって出来ないことはないんですよ？　しかし、それだと最悪因果律がバグって大変なことに──』

「ま、ぶっちゃけドーンとやっちまってもいいんだけどさ！　ただ永久無限に時間がループし始めるとか、ちょっと洒しゃ落れにならん事態も──」

「ま、待って！　二人……二人？　同時に喋らないでよ、頭がガンガンする！」

　悲しいことに、僕の小さな脳は『直接流し込まれる情報』と『耳から入る音声』を同時処理可能なほど上等には出来ていないらしい。

　そもそも、これまで単体ですら持て余し気味だった迷走台風エトランジュが二人に増えてるの、かなり胃もたれしそうなんだけど。

　新顔のほうは多少マトモっぽいけど、本質は何も変わらないってオチなんだろ……？

『おお、よくおわかりで！』

「……あのさ、だからさ、考えてることをスナック感覚で摘つまみ食いしないでって……」

『うふふのふ。ユウくんのリアクションが可か愛わいくて、つい♡』

「あっちのあたしは結構なＳだからねェ。ねえねえ、女神さんの新たな一面を見てどう思う？　ついうっかり惚ほれ直しちゃったり？」

「最初から惚れてないって事実を無視するな、このオタンチン・パレオロガスめ」

「あっはっは、ユウもなかなか言…………ん、ん？　どういう意味？」

　そのまま一生考えこんでればいいさ、その分静かだし。

　なににせよ、システム的に許容された条件を満たさず、無理やり〈世界シナリオ〉から出る行為がヤバい結果をもたらすってことだけは、さっき女神がポロッと言った「バグる」の一言で非常によく理解できた。

　つまり、なんのことはない──こいつらがアレコレ言ってる内容を総合したところで、結局ここから強制離脱するのは不可能ってことじゃないか！

「でもさ……仮にもお前は神性を自認する存在だろ、どうにか安全にやれないの？　僕はもう、ホントさっさと家に帰りたいんだよ」

「まあまあ、よーく考えてみねぇ。ゲーム機に挿入されたソフトが無理やり外部のリセットボタンを押そうとしたらさ、機械を壊して出るしか方法がねぇっぺよ？」

「それは………いや、でも何かしらセーフティシステムぐらいあるだろ……？」

「せーふてぃ……？」

　駄目だ、キョトンとしておられる……そういえば『普通の考え』をコイツに期待するほうがおかしいって、心の中で結論を出したばっかだったっけ……。

「つまり……つまりだ、お前たちエトランジュは」

　炎天下で食べる乾パンばりに飲み込みにくい事実を、枉まげて伸ばして無理やり飲み下し、最終的な結論だけを吐き戻す。

「僕がこの世界から早く安全に出たいのなら、このシナリオをクリアするしかないと……そう言ってるのか？」

　自分で言っておいてなんだけど、その結論によってゲンナリ感にブースト点火してる僕を気にも留めず、実体のエトランジュが極めていい笑顔で親指を立てた。

「いえーす！　ほら、ユウの望みは完璧に叶かなえたでしょ！　満喫しておくれな！」

「………………おお、もう……」

　曲解。

　拡大解釈。

　余計なお世話。

　瞬時に該当しそうな語句が三つほど浮かんだけど、それを言ったところでどうにかなる相手じゃないのは、骨に直接刻み込まれたぐらい身に沁しみている。

「わかった、分かったよ」

　平和裏に現実に戻るためには、これ以上問答を続けることになんの意味もなく、どうあっても腹を括くくって先を目指すしかないようだ。

　まず相手の退路を全て断ってから事実を説明し始めるとか、やっぱりコイツ女神じゃなくてヤの付くアレか高位の悪魔なんじゃないのか……？

「はぁ……とりあえず、あの街へ行けば話が進む、ってことで合ってるよね？」

　不審と疑念をとりあえず心の端っこに寄せておいて、遥はるか先の場所へと目を凝らす。

『はい。あなたは遠く見えるあの大きな街で一旗上げるために旅をしてきた冒険者──という設定で間違いありません』

「状況の説明、どうも……でも、あの街を目指すったって」

　どうも視力が正常に矯正されてるようで、普段なら必需品のコンタクトなしでもちゃんと遠くまで見えはするんだけど。

「……なんか、ものすごい遠くね……？」

　去年、学校行事で十五キロの道を歩く遠足ってのがあって、運動不足な僕にはそれでもメチャクチャきつかった記憶しかない。

　ましてや、その倍ぐらいありそうな距離を──これ、徒歩で行くほかないのか？

「あ……そうだ。なあ、ちょうどよく何か乗り物が通りかかったりとか、しない？」

　普通ならそんな偶然なんて滅多に起こるものじゃないだろうけど、そこはそれ、これはＴＲＰＧのシナリオの中のこと。

　そっちがそういう世界だと言い張る以上、こっちがそれなりのやり方で対応させてもらってもバチは当たらないだろ。

『ふむ……では。冒険者たちが街までの道のりを測っていると、後ろからなにやら近づいてくる音がします……どうやら、藁わらを満載した荷馬車が通るみたいですね』

「ＯＫ。分かりやすくとても助かる」

　シナリオ展開上、こういうのは僕もよくやるし、明らかに途中で倒れそうな距離を歩かずに済むなら、それに越したことはない。

　せっかくの挿し込みイベント、ありがたく交渉させてもらおうと、近づいてくる車輪の音へと振り返ってみると──……

「ヘイじっちゃん！　美男美女のハッピーセットワン、街まで同道プリーズ！」

　そのときには既に、脳天気な声を上げるエトランジュが道の真ん中に立ち塞がっていた。

「さあ止まれ！　止まらんと撃っちまうぞー！」

「おま……！」

　初手から警戒しかされなそうな言葉と、ヒッチハイクばりのサムズアップを決めている女神を追いかけ、二の腕を抓つねって慌てて止める。

　あのファーストインプレッションじゃさすがに素通りされても仕方ないと焦ったけど、御者の老人が馬を止めてくれたのは本当に助かった。

「……エトランジュ、いいから、ちょっと、暫しばらく、黙っててくれ！」

「またぁ？　まあ、ユウの頼みなら聞くけどさー」

　不服顔の女神を押しのけ、御者の老人に妥当と思われる額で礼金を提示してみると、割合すんなりと乗るのを承諾してもらえて、どうにか胸をなでおろす。

　荷台の藁は多少チクチクするけど、あの距離を歩かなくて済むなら安いもの。

　ころころからから、車輪が廻まわれば街道が逆さに流れていく──そのさまはとても牧歌的で、此処ここだけ切り取ったらどこか田舎に遊びに来たような気分にもなれるけど。

「はあ……この先、一体どうなるんだか……」

　どうにも尽きない懸け念ねんに独りごちたのを、耳みみ聡ざとく聞きつけ絡からみついてくる影が一つ。

「なんだいなんだい、どうしてそんな憂鬱そうなのさ。なぁに心配しなさんな、あたしが仲間になったんだ！　ユウは泥舟に乗ったつもりで震えてていいよ！」

「今すぐ乗り捨てたい……」

　かちかち山じゃあるまいし、その発言の何処どこに安心しろというのか。

「……そういや、聞き忘れてたけど。お前の位階って〈侍者アコライト〉か？」

　ここまでスルーしてきたけど、これから一緒に旅をするっていうなら、仲間のステータスは把握しておくに越したことはない。

〈侍者〉は、いわゆる回復や補助の魔法を得意とする下位聖職者というやつだ。

　にしては妙に露出が多い服装なのはまあ、設定イラストの通り──とはいえ、こいつはそれを更に着崩してるもんだから、一応はっきり確認しておかないと何か怖い。

「おう、その通りさ！　か弱く可か憐れんなキャラなんだから、ちゃんと守ってよね☆　具体的に言って〈体力〉に一切振ってねぇから。初期値のままッスわ」

「は……？　ちょっと待てよ、どこにボーナスポイント持っていったんだ？」

「〈精神〉全ツッパ」

「ぴ、ピーキーすぎる……」

〈精神〉は魔法の威力やＭＰの最大値に関係するパラメータだから、〈侍者〉に必須ではあるんだけど……。

　にしたって、回復役が真っ先に陥落する事態を避けるため、ＨＰの最大値に直結する〈体力〉とトントンで振るのが定石だろう。

　とことん普通とかマトモとかって言葉から縁遠いよな、コイツは！

　頭を抱えた僕を他よ所そに、なんだか妙に楽しげな声が天から降り注ぐ。

『──さあ、いよいよ本格的な冒険の始まりですよ、ユウ！』

「だから、出来ればもう終わってほしいんだって……」

　その声音と対比して、明らかに重い溜ため息を吐き出した僕は、藁の荷に体重を預けるとちぎれ雲が浮かぶきれいな青空を見上げた。

　ああ、本当にもう、なんでこんなことになったんだろう。

　聞き覚えのない旋律を、ただただ澄んだ声で楽しげに口ずさむ女神と、何処までいっても答えの出ない難問に悩まされる僕。

　対照的な二人を乗せた馬車の上空には、大きく輪を描く鳶とびに似た鳥が一羽わ──それはやがて僕らのゆく道を示すかのように、街の方へと真まっ直すぐに飛び去っていった。











第四章　「頼むよ、エトランジュ」









　そして荷馬車に揺られること、およそ半日相当の時間。

　あの遠く見えていた街に到達した僕は、御者の老人に頼んで外郭に備わった跳ね橋の近くに下ろしてもらうなり、すぐに行動を開始した。

〈天の声〉の描写に従って構成されていく大きな市街、その目抜き通りの雑踏を抜け、露店の執しつ拗ような客引きを躱かわしながら、ただひたすら中心部へと──……

「なあ、ユウー」

「…………」

「ねー、ユウ、ねえってばー！」

　既に夕闇迫る時刻、日が落ちて真っ暗になる前には目的地に着きたいと思っているからこそ、こうして必死に先を急いでいるというのに。

　何故なぜか三三七拍子のリズムで背中を突つついてくる女神に、仕方なく振り返る。

「……なんだよ、エトランジュ？」

「お、やーっとこっち見たな、ジ・いけずマンめ。高度な放置プレイと判断して多少の興奮を隠せなくなるとこだったぞ」

「お、往来でいきなり不穏当な発言をするな！」

　この世界にあってもコイツの整った容姿は結構な目を惹ひくというのに、何を言うにも声を潜めたりしないものだから、物見高い通行人が露骨に足を止める。

　その人達に愛あい想そ笑わらいを振りまきつつ、女神の襟首を摑つかんで横の路地へ逃げ込んだ僕は、充分な諦観を持って無秩序の発生源と向き合った。

「……で、ホントになんの用だよ？　急いでるんだけど、僕」

「いやさー、こんなに立派な街に着いたってのに、なんで買い物も物見もせんと仏ぶっ頂ちょう面づらで歩いてるだけなん？　折角の初デートなのに、エトランジュつまんなーい」

「デートじゃないわい！　大体、お前が僕を拉致監禁した主犯だってこと、僕はまだ忘れてないからな！」

「まーまー、それは此処ではない何処かへと投げ捨ててもらってだね」

　すっかり観光気分で浮かれる女神にジト目を飛ばしたところで、都合の悪いことは一切合切、全て話題から除外する常時技能パッシブスキルを持ってる相手には分が悪い。

「そもそも、そんな急いで何処向かってるん？　目的も何も分かっとらんのじゃろ？」

「目的不明だからこそ、急いで向かうべき場所があるでしょうよ」

「ん……ん？　どゆこと？　この女神さんにもちゃんとおせーてよ、意地悪せんと！」

　頭の上にハテナマークを浮かべているエトランジュは、早くも教えてくれない限り梃子てこでも動かないというオーラを放ち始めている。

「はぁ……あのね、僕らはこの世界では『冒険者』だろ。そういうタイプの、定住してない人間が街を訪れたとき、必ず利用する施設は？」

　不承不承ながら、歩きつつ説明することを手で示して再び歩き出すと、小走りに追随してきた彼女は小首を傾かしげて考え始めた。

「えー？　んーと、飯屋は住人でも使うよね。んじゃ馬屋？」

「それも冒険者が使うことが多いかもしんないけどね。もっと人が集まる場所だよ」

「もっと、ってーと……あ、分かった、宿屋か！」

「そう。それも酒場を併設した、大きな宿、ね」

　──僕が街の探索も何もすっ飛ばして宿屋を目指すのは、ファンタジー系ＴＲＰＧにおける展開セオリー、『ギルドでのお仕事』がないか確認するためだった。

〈テンペスト〉における冒険者は、何ら公的な認可の要らない、逆に言えば誰でも名乗るだけでなれる職業のため、その信頼性は全て当人の経験と実力に基づくものとなる。

　となれば、実績のない駆け出しに直接の依頼なんて来るわけがなく、最初は誰もが互助組織である冒険者ギルド宛ての依頼を下請けするところからキャリアが始まるもの。

　で──そのギルドはたいてい酒場を併設出来るような大きな宿屋にあって、土地に精通した引退済みの冒険者なんかが、顔役をやっているというわけで。

「ま、そこで情報を得られなかったとしても、結局泊まる場所は必要になるでしょ」

「あーね」

　そこまで説明したところで、ようやく僕が早足な理由には得心がいったらしく、彼女はうんうんと頷うなずきはしたものの……その大きな目は若干の不服を示して細められた。

「しかしさあ、こういうときは街の人に聞き込みして、それからいよいよ本命の宿屋に向かうって流れなんじゃありませんこと？　こうも最短ルートでカッ飛ばすのはどうだい、ＴＲＰＧ的な情緒が足りんとは思わんかね！」

「情緒で攻略は早くならないんだよ」

　いくら過度なメタ読みは非推奨な僕でも、今は現実世界への帰還が最優先事項だ。

　つい昨日、アカネとダイキが同じようなやりとりをしていたのが既に遠い昔のことのように感じられたのに背を押され、また早足で歩き出す。

「……それに、ＴＲＰＧ的な情緒ならさっきのアレで充分味わったし」

「アレ？　あー、必殺《時間すっ飛ばしの術》のことか」

「うん。確かによく使う手法だけどさ、まさか実現出来るとは思わなかった」

　……それを体験したのは、馬車に乗り込んでから結構な時間が経たったあとのこと。

　のんびりした馬の足取りのせいか、どこまでも畑が続く長閑のどかな景色のせいか、遅々として進まない道程に飽きてきた僕がふと、こう呟つぶやいたのが切っ掛けだった。

「ＴＲＰＧなら一言、『あなた達は街に着きました』って言えば済むのになぁ」

　正直──それはあくまでもゲームならば、という意図でしかない、ほんのちょっとした冗談だったのだけれど。

『あ、了解です。じゃあそうしますね』

　それに対してごくさらっとした返答が〈天の声〉から下った次の瞬間には、僕らは馬車ごと街のすぐ近くまで一瞬で移動していたんだ。

　しかも、ちゃんと移動距離に応じた時間経過もしていたものだから──まあそのときの僕がどれほど面食らったかは、言うまでもないだろう。

「……なんかもう、お前に掛かるとホントに何でもありだよな」

　これはあの事前通告なしでの仕打ちに対するお返し、若干の皮肉も含んでの発言だったからだろうか、横に並ぶエトランジュは珍しく、複雑に口元を歪ゆがめた。

「んやー……それがそうでもないンだなぁ。女神あたしにも色々制約があんのよ、色々と」

　その『色々』とは、一体何を指すのか。

　見慣れない表情をした彼女を前に、それ以上のことを聞いていいのか分からず──そのまま会話が途切れたところで、今度は〈天の声〉の方が頭の中に響く。

『──さて、あなた方は街の中心部に到達しました。噴水を備えた円形の広場の反対側、正面に掲げられた木の看板には、宿屋を示すマークが彫刻されています』

「アレかぁ。ほほう、〈吠ほえる大おお鷲わし亭〉……いいやん、かっけぇ名前だよ、ユウ！」

「あ、ああ、うん」

　目の上に日ひ除よけの手をかざしながら、〈声〉が示した方向を指差して笑う彼女はもう、既に元通り子供っぽい明るさを発揮していたから、ほんの少しの引っかかりは努めて忘れることにして、僕も同じくそちらを見やる。

　この位置からでも文字が見えるほど、立派な一枚板の看板を使っていることからしても、それがかなり立派な宿屋なのは間違いないだろう。

「よし……行ってみよう」

　店の前、この時間から酔い潰れて寝ている人を跨またぎ越え、中の様子が見えない木の扉を開くのはなかなかに勇気が必要だったけど、意を決してドアの取っ手を引く。

　と──店内からはアルコール臭と蒸した空気が吹き出し、一気に僕らを包み込んだ。

『この店は二階建てで、一階の酒場部分はかなり賑にぎわっています。一番多いのはやはり酔客ですが、それに混じって少数、商人や貴族のような身なりの良いい姿も──……』

　真ん中に大釜が据えられ、その四方を囲うように配置された木製の長テーブルと丸太の椅子──いかにもファンタジーといった酒場の喧けん騒そうをすり抜けた先、カウンターにじっと立っている隻眼の男に近づくと、彼は僕らを一いち瞥べつして低い声を発した。

「……泊まりの客かね。それとも、酒が要りようならあっちの女にそう言いな」

　背は低いが筋骨隆々とした、〈地中の民〉──ドワーフ的な種族であるこの人が、佇たたずまいからして顔役だろう。

　かつては熟練した冒険者でもあったのか、その極めて強い視線に一瞬怯ひるみはしたものの、此処ここに来た目的を遂げるためには、こんなところで躓つまずいていられない。

「あの……何か、仕事の依頼はないですか？　出来れば駆け出し向きのやつ……」

　出来る限り堂々と──しているつもりでも、実のところビクビクしてるのが丸わかりな調子で問い返すと、彼の一つ残った眼光が更に鋭くなる。

「……なんだお前さん、俺っちのギルドの方に来た風来坊かよ？　よくもまあ、そんな細っこい身体からだで冒険者になろうと思ったもんだな」

　幸い、読み通りこの親おや父じさんがギルドのマスターだったようだけど、見た目に似合って歯に衣きぬ着せぬタイプらしく、開幕から痛いところを突かれてしまった。

「それはその……こ、これから鍛えて頑張る所存でして」

　残念ながら自分でも冒険者らしくない容姿だとは思うんだけど、中学生のオタクな僕の見た目そのままでキャラクター化されてしまった以上、これはもうどうにも仕方ない。

「ふン……ま、その分、揉もめ事を起こす輩やからにも見えんわな。よし、いいぜ」

　彼もまた口調が荒いだけで根っからの性悪ではないらしく、軽く肩を竦すくめはしたものの、背後の棚から大きな帳簿を引っ張り出すと、僕の前に広げてくれた。

「まず、此処に名前を書きな。あとは人数分のギルド加入料。前払いだし負からんぞ」

「分かりました。って、ええと……」

　インク壺つぼと共に差し出された羽ペンを手にはしたものの、一瞬躊躇ためらう。

　これ、まさか日本語で書いて良いわけはない……よねぇ。

「……あ、大丈夫だ。この世界の文字、書けるや」

　このミミズがのたくったような文字列を、淀よどみなくすらすら読み書き出来るのは不思議というほかないけど、これも僕のＰＣがそう〈設定〉されているからなのだろう。

　……改めて、この世界はあまりにも『現実感』が強過ぎる。

　最新のオープンワールドＲＰＧだって全てのものに触れられるわけではないし、ＮＰＣのＡＩがどれだけ優れていても、やはり現実の人間とは違うことを認識出来る。

　しかし、この世界の存在は──通りを行き交っていた人や、この店で騒いでいる酔客といった、おそらくは一度として僕と絡からむことがない人たちですら──全てが勝手気ままに生きているように見えて、ＮＰＣだということを忘れてしまいそうになるんだ。

　ほんの少し前まで、何処どこにも、どの時間軸にも存在しなかったはずの世界と、その中で生まれ育ってきたように振る舞う人々。

　そんなものを全て、笑う女神がその手であっさりと生み出して、全てがそう在るように〈設定〉を施したというのなら。

　さっきの時間操作のこともあるし、彼女は一体、どれほどの存在なんだ……？

「…………。よし、じゃあエトランジュも、って、あれ？」

　その能力の凄すごさ、あるいは恐ろしさを改めて強く感じながら、自分の名を書き終わった僕がペンを彼女に回そうとしたところで、その不在にやっと気が付く。

　のべつ幕無し喋しゃべってるアイツが、店に入って以来、妙に静かだなとは思ってたけど。

　一体何処に行ったのか、慌てて辺りを見回す──までもなく、すぐ横手のテーブルに発見したのは、積み上がったジョッキと、その壁で見切れている彼女の姿。

「かーッ、まさにこの一杯のために生きてるわ！　あ、おねーさん、追加でエールを四杯持ってきて！　いいかい、二と二で四杯だよ！」

　……聖職者の格好で何やってんだ……そしてそのネタ、ファンタジーでやることか？

　すっかりご機嫌になり、謎の歌をがなっている女神を見た瞬間、こっちに引き摺ずって来るのを諦めた僕は、痛む頭を押さえつつ親父さんに問いかけた。

「あの、アイツの分は代筆でも良いですかね……？」

「構わねぇよ。しかし剛ごう毅きな〈侍者〉だな、あの嬢ちゃん」

「あ、あはは……はぁ」

　僕の名前の下にエトランジュと書き付けながら、やっぱりあのトンチキ女神がこの世界の創造主なんて何かの間違いじゃないか、一転して疑い始めた自分がいる。

　言動と能力は常に正比例するもんじゃないだろうけど、にしたって……なぁ？

「……で、もう仕事の話をしていいのか？」

　帳簿への記入と支払いの後、延々とジョッキの壁を高くしていくエトランジュを暫しばらく啞あ然ぜんとして見ていたところへ呆あきれたような声を掛けられ、慌てて振り返る。

「す、すみません。お願いします」

　そうだ、何も僕はビックリ女神様ショーを見に此処へ来たわけじゃない。

　あくまでこの物語を早急にクリアするため、やるべきイベントを探しにきたんだから。

「実はな。お前さんにちょうど良さそうな依頼が一件ある」

　背後の惨状を努めて意識から除外し、話の方に集中した僕の前に、帳簿と入れ替わりで差し出された一通の依頼書。

「目的は──まあこの紙っぺらにも書いてあるが、最近発見された地下迷宮の調査よ」

「調査？　構造把握マッピングですか？」

「ああ。依頼主はこの街の衛兵隊でな、構造把握と脅威の排除がお望みだ……だもんで、全階層の踏査が達成条件になっている」

「…………」

「事前に言っとくが、依頼主からの報酬金は雀すずめの涙よ。だが慣例に従って迷宮内のアイテムは見つけたヤツの総取りで良い。期限は受けてから一週間以内──どうする？」

　……ふーむ。

　ここまで話が進んでも〈天の声〉が何もくちばしを突っ込んで来ないことから考えても、この依頼こそが物語の本筋なのだろう。

　概要を聞く限り、このシナリオは『ハック＆スラッシュ』──出てくる敵を片っ端から薙なぎ倒し、お宝を根こそぎかっさらう──単純明快なタイプのものに思える。

　正直、僕としては即決で請けてしまいたいぐらいだけど、あの酔いどれ女神も一応は仲間である手前、依頼書ぐらいは見せてやらないと可哀相かわいそうだろう。

「なあ、エトランジュ！　この依頼だけどさ、どう思う？」

　既に頰は桜色、ふわふわと宙へ浮き上がるような目になっているところへ声をかけると、女神は緩慢に僕の方へと向き直り、そのまま唇を弛ゆるめるような薄笑みを浮かべた。

「んー……？　あー、いいよ、好きにして……ユウが行く場所なら、あたしは何処にだって一緒に行くさ……だってあたしは、ただ、キミのための女神さんだからねー……」

「あ、うん。……えと、ありがと、う？」

　なんか……アルコールが回っているほうがマトモに見えるの、気の所為せいなんだろうか。

　その台詞せりふとトロンとした瞳の色が相まって、ついまたドキッとさせられてしまったのが一生の不覚……だから落ち着け！　こんなのにときめいたりするワケがないだろ！

「……で、結局どうするんだ？　二人きりで惚のろ気けたいンなら、部屋を用意してやるが」

「の、惚気てなんか──！　す、すみません。受けます、やらせて下さい」

　ああもう、更に見ていた親父さんに呆れられてしまうなんて、恥ずかしいにも程がある。

「じゃあすぐ目標の場所を教えてもらって、そしたら急いで準備して出発──」

　羞恥心を加速装置にして早口で捲まくし立てる僕の言葉を、ごっつい腕が押し止とどめる。

「待て待て待て、やる気があるのは結構だが、二人だけじゃ危なくて行かせられねぇよ」

「う……いやしかし、他に仲間なんて……」

　確かに〈剣士〉と〈侍者〉の二人組でダンジョンに挑むのはかなりの無謀だ……とはいえ、僕らにはこの世界で急に仲間を集められるようなアテもツテも無い。

　膨らみきっていた気持ちが急激に萎しぼんで、尻切れ蜻蛉とんぼな声を出した僕に対し、親父さんはやれやれと髭ひげ面づらを一撫なでした。

「だから待てって言ってるだろ、落ち着かん小僧だな……いいか、お前らにちょうど良さそうな依頼って言ったのは、その内容についてだけじゃない。状況も、なんだよ」

「？　えと……どういうこと、ですか？」

「それは──あ、おいお前ら！　ちょっとこっち来い！」

　いきなり張り上げられた大声に驚き、殆ほとんどの客がこっちを向いたものの、親父さんは他のやつには用がないとばかり、奥の方の席へ向かって大きく手招きをする。

　どうやら三人組の──僕らとあまり変わらない熟練度レベルの冒険者と思おぼしき影が立ち上がるのを確認したところで、腕を組み直した店主は僕にこう説明した。

「この依頼はな、もともと彼奴あいつ等に声をかけてあったんだ。ところが、あの三人も微妙に戦力が足りてなかったのよ」

　ああ……つまり、僕らと彼らを足すとちょうど良いパーティになる、そういうことか。

　ＴＲＰＧにおいて『戦力の補強を要する状況』はＰＣ同士が協力して冒険に出るための理由として定番だけど、こうして仲間が用意されてるのは実際、かなり助かる。

　どうやら仲間探しの章から長い物語を始める必要はなさそうだと、ほっと胸を撫で下ろしたときにはもう、彼らの気配は間近に迫っていた。

『──あなたの背後には、三人の冒険者が立っています。一人は〈猫ねこ人びと〉族の青年、一人は〈森の民〉の少女。そして、最後の一人は〈樹じゅ精せい〉のようですね』

　振り向きざま、脳裏に響いた〈天の声〉。

　その三種族と僕らなら、結構バランスがいいパーティになりそうだな、と──そんなことをメタに考えていた僕はしかし、彼らを見るなり呆あっ気けに取られて固まってしまった。

「ンだよ、おやっさん。今日は勘定を踏み倒したりしてないぜ？」

「おう、またやったらその丸い鼻はなっ面つらを地べたにめり込ませてやるからな、ビット。ほれ、探してた仲間候補だ。こいつらと一緒に例の依頼を片付けて来い！」

　カウンター越しに背中をバシッと叩たたかれて、一気に時間が動き出す。

「よ、よろしくお願い、します」

　僕が頭を下げたのを見届けた親父さんは、そのまま追い立てるように手を振った。

「お前ら、依頼の詳細は覚えてるだろ。俺は忙しいし、こいつへの説明は任せた」

「忙しいって……おやっさん、毎日ただここに突っ立ってるだけじゃ──」

「バカ野郎、後ろで待ってる奴やつが見えんのか！　さっさと行かねぇと放り出すぞ！」

　その雷が落ちるが早いか、ビットという少年はともかく、何故なぜか僕まで大きな手で鷲わし摑づかみにされ、カウンターの前から本当に放り投げられる。

〈地中の民〉は押し並なべてとても短気だという設定は知ってるけど、まさかそれをこの身を以もって実体験させられるとは夢にも思わなかった……ああ、打った腰が痛い。

「あはは、怒られちゃったねぇ。大丈夫？」

「あ、う、うん。ありがとう」

　放り出されるのを免まぬがれたうちの一人、短弓を肩がけにした女の子が差し出してくれた手を取って立ち上がると、彼女は明るく微ほほ笑えみ、そのままひらりと身体からだを返す。

「ま、とにかくさ、あっちで座って話そうよ。ほら、ビットも早く起きる！」

「おい、俺には手を貸さねぇのかよ！　酷ひどい差別だぜ、まったく……」

　ぶつくさ言いながらも、ちょうど空いた円卓に向けて歩き出す〈猫人〉と、それに続く二人──その背を追いかけつつ、僕はこっそりと首を傾かしげた。

「……やっぱり、似てる……気がするんだよな……」

　しかし、その思考が纏まとまり切るよりも早く、ビットと呼ばれた少年は卓上の食器類を豪快にまとめて端に寄せ、丸椅子にどっかりと腰を下ろすなり話を切り出した。

「さて、まずは名乗らせてもらおうか。俺はＯオー・ビット。見ての通り〈拳闘士ファイター〉だ」

　一拍置いて、その両隣に座を占めた二人もそれに続いて曰いわく。

「ア・リザ・リン、〈弓射手シューター〉よ。リザって呼んでね！」

「〈探求者シーカー〉の末席、トレイルと申します」

　一方の僕はと言えば、まだ座についたばかり──ただでさえ初対面の人と話すのは苦手なのに、すぐに順番が回ってきてしまったもんだから、正直かなり慌てていた。

「あ。改めて、初めまして……僕は──……」

　自分の本名をキャラ名として名乗るのになかなかの恥ずかしさを感じつつ、それでも先駆者の三人に倣ならって名と位階を告げようとした、その瞬間。

　長毛種の猫拳士の背後から、まるで滑り込むように一つの影が出現したがために、僕はそのタイミングを完全に逸してしまった。

「あーたーしーをー……置いてくにゃー！」

「うおびっくりしたッ!?」

　ああ、エトランジュ……起きちゃったかぁ……。

　頰が上気してる上に目も真っ赤、酷く酔ってるのは明白だから、今回じゃれ付く相手としてビットを狙ったのは、多分猫っぽい語尾をやりたかっただけだな……。

　いきなり絡からまれて毛を逆立てている彼の心情が分かり過ぎて、ちょっと泣けてくる。

「あ、あの……この方は？　近くのテーブルで寝てましたけど、お仲間だったんです？」

　ああうん、やっぱり本人じゃなく、僕に聞くよね……。

「ええと、どう説明したらいいのか……限りなく他人に近しいんだけど、一応は僕の仲間ってことになってるナマモノで──」

「あーらやだ、寝起きドッキリ暴言連発だこと。ならいっそバズーカも持っといで！」

　……コイツ、昔々のテレビのネタなんて僕の世代には辛かろうじてしか分かんないこと、どっから知識として拾ってきてるんだ？

　どうもずっと本の中にいたって情報すら、いよいよ怪しくなってきた──が、今はまずビットをモフモフし続けるあの奇行を止めないと！

「いいから、真面目に自己紹介してくれよ。困ってるだろ、皆」

「あいあいさー！」

　円卓の周りをダッシュで半周してその首根っこを摑つかみ、引き摺ずるようにして隣の空き席に座らせると、敬礼一つしてニヤリと笑った女神に、さらなる嫌な予感。

「クックック……諸君らは実に運がいい。なにせ我々を仲間に出来たのだから！」

「なんかすごい自信だね。なに、二人ってそんな凄すご腕うでなの？」

　そんな事実は一切無い、と速攻で手を横に振る僕に対し、よくぞ聞いてくれたとばかりに立ち上がったエトランジュが威風堂々の演説を打つ。

「いいかい、聞いて驚けこの二人組、あたしはエトランジュ、こっちはユウ！　ここら界かい隈わいじゃ、ちッッとも名の知られてない冒険者サマよ！」

「おおー……お？」

　最後に僕の椅子の後ろでビシッと決めた……と思ってる本人に反して、場には明らかに困惑だけが広がって、こっちはもうあまりに頭痛が酷い。

「ええと……『ちょっとは名の知れた』ではなくて、ですか？」

「それ、要するにただの新人ってことなんじゃ……」

　はい、その通りです。

　所詮は熟練度２と３の二人組だってのに、よくもまあ彼処あそこまでの見み栄えを切れたもんだ。

「ごめん、気にしないで。エトランジュは常日頃から頭の中によろしくないものが溢あふれ出してるんで、言動がちょっと……」

「そうそう、良いい出汁だしがたっぷり出てんのさ！　素敵で無敵な味わいでしょ？」

「いやもうホントごめん」

　そろそろ「やっぱパーティ結成はなかったことに」って言われないか、明瞭な懸け念ねん。

　しかし、どうやらげっそりした僕の顔から色々なことを察してもらえたらしく、三人は極めて同情的な眼まな差ざしをこちらに向けながら、代わる代わるに慰めてくれた。

「苦労してんだね、君……ええと、ユウ君」

「これまで大変だったろ」

「一人で抱え込まないことが大切ですよ」

　ああ……人の優しさって、本当に温かいものなんだなぁ。

　そして同時に、他人に此処ここまで気を遣われるレベルだったのかと思うと、暫しばらく心の涙が止まりそうにもないんだよなぁ……。

「んじゃまあ……これで一応、初顔合わせの自己紹介も済ませたし」

　色々な意味でやっと出来た『仲間』のありがたみを嚙かみしめている僕を他よ所そに、三人の中じゃリーダー格っぽいビットが身を乗り出す。

「おやっさんに言われた通り、依頼について情報共有をしとこうぜ」

　そうだった、まずは細かい話を聞かなきゃ準備も何もあったもんじゃないし、話を切り替えてもらえて非常に助かる。

「では、自分からご説明を」

　話を引き取ったのがトレイルだったところから考えても、やっぱりこっちでも彼がこのパーティの頭脳労働を担当してる感じなのか……。

「目標地点までは徒歩で一日半ほど、そこまでに中継地点になるような村落はありませんし、充分な支度をしていくべきでしょう。道中の脅威については──……」

　当然ながら、手元にはメモ帳もパソコンもスマホもないので、滑らかに話し続けるトレイルの言葉を必死に頭に叩き込んでいく。

　その多岐にわたる説明が一段落し、続けてダンジョンそのものについての解説を始めた途端、〈樹精〉の言葉には一層の熱が入った。

「さて、肝心の攻略対象についてです。まず生成された時期ですが、入り口付近の壁面のスケッチからして、五百年ほど前だと推測されますね。ええ、ご存知でしょう、その当時は〈雷火戦役〉の真まっ只ただ中なかであり、魔導兵装の技術が確立された時期でも──」

「はい、ちょっとストップ」

　あ、なんかスイッチ入った──そう感じたのと全く同じタイミングで、滑り込ませるように弓師が遮断器を下ろす。

「トレイルに歴史を説明させたらバカみたいに長くなるから、あとはウチが引き継ぐよ」

「むう。大切な部分だと思うのですが」

「ここはギルドで、象牙の塔じゃないの。要点だけ端折はしょって行くよ、いい？」

　不承不承の一人も含め、全員が確かに頷うなずいたのを確認し、リザは腰に吊つった袋から小さく折りたたんだ地図を取り出すと、卓の上に広げ始めた。

　彼女が説明して曰く──その地下迷宮は発見されてから二週間ほど経過しているが、内部でエネミーが確認されたため、現在は魔法で入り口を封鎖してあるらしい。

　先程トレイルが語りたがった通り、それはかつての大戦役時代に造られたもので、偽装された軍用の貯蔵庫、あるいは武器庫のようなものと目されている。

　同時代の類似施設から考えて、深さは二階層、あっても三階層程度──……

「──と、まあ、こんな感じかな？　いくらウチらが駆け出しでも、この規模のダンジョンに五人で挑むのは過剰戦力な気がするけどね」

　地図を矢の先で指し示しながら、簡潔かつ分かりやすい説明を一通り終えたあと、リザはその一言をもってブリーフィングを締めくくった。

「油断しないほうが良いですよ。古い諺ことわざにあるように、『駆け出そうとするときが一番転びやすい』、ですから」

　そう……濡ぬれたマンホールがあったりすると特に、ね。

　動くたびに髪の毛のように生えた葉がさらさらと鳴る〈樹精〉の意見には、僕もつい先日の実体験から同意しておこう。

「とはいえ、お二人が加入したことで攻略が容易になったのは事実でしょう」

「それは確かにだけどよ、報酬も五等分だろ……借金、返しきれっかな」

「……借金？」

　僕が怪け訝げんな顔をしたのが面白かったのか、リザがコロコロと笑い、手にしたままだった矢をタクトのように振る。

「ちょっと前のことだけど、ビットがどうしても〈魔銀ミスリルの鉤かぎ爪づめ〉が欲しいって言うからさ。足りない分はウチら二人が貸してあげたの。優しいでしょ？」

「その結果、かなり利子もついてまして。今回分だけで返済は無理でしょうね」

「鬼だぜ、こいつら。仲間相手に『トイチなら貸す』とか言うか？　普通……」

　テーブルに突っ伏してボヤく猫人というビジュアルがなんだか妙にツボってしまって、僕も思わず吹き出してしまった──けどそういう事情なら、こちらから条件的な部分を譲歩することで、彼らと仲良くなっておくのが良さそうだ。

「じゃあ、仲間に入れてもらったお礼として、報酬はそっちで多めに分けてよ」

「えー！　それじゃあとで豪遊できねッスよ！　ユウさん！」

　さっきまで酔って爆睡していた分際で、随分と不服そうなエトランジュに向け、笑顔のままショートソードの柄つかに手をかける。

「いやもー大賛成ッス！　ユウさんマジパネェっす！」

　……うん、どうやらまだこの操縦法は有効そうだな。

　実際に抜く気なんてさらさらないけど、それを悟られたら絶対に調子に乗るだろうし、あくまで本気っぽくしておかないと。

　そんな水面下の攻防の一方、僕の提案に意外そうな顔をしたリザは、やがて手を一つ打ち、やおら身を乗り出してくる。

「あ、もしかしてユウ君たちって、お金じゃなく修行目的で依頼を探してるの？」

「え？　い、いやあ……それはその、ははは」

　正直、そんなカッコいいものじゃない、ほぼ打算ずくの発言だったんだけど──妙なもので、今回はその誤魔化しがかえって上手うまい具合にハマったようだ。

「お、いいね！　強くなりたいって奴やつは無条件に信用出来るぜ！」

　ビットの行動原理──というか、好感度ポイントにヒットしたのか、どうやら僕らのことを随分と気に入ってもらえたらしい。

「初対面の人に脳筋理論を振り回さないでよ……ごめんね、根はいいヤツなんだ」

「うん、分かってるって」

　僕としても、いきなり腹のさぐりあいをするよりは単純明快に割り切って接してもらうほうが気が楽だし、何より分かりやすくて良い。

「ま、なんにしてもだ。ユウ、それにエトランジュ。よろしく頼むぜ」

　力強く差し出されたその手を握り返し──あ、肉球柔らか──いや、固い握手を交わしたあと、場はそのまま懇親会のような流れになっていった。

　しかし──この三人。

　僕にはどうも、さっきから気になって仕方ないことがある。

　リザはいわゆるエルフのような、長く尖とがった耳と高身長が特徴的な〈森の民〉……〈器用さ〉と〈精神〉が高いので、弓を扱う位階や〈盗賊〉なんかと好相性。

　ビットは〈力〉と〈素早さ〉に特化した、近接戦闘向きの種族、〈猫人〉。

　実際にはネコ科動物全般が含まれる種族で、設定イラストでは猛獣のキャラが多いのに、彼は見事なまでにメインクーンだな……いや、モフモフで可か愛わいいけど。

　最後に、太古に魔法によって改造され、知性と運動機能を獲得した植物の末まつ裔えいである〈樹精〉──この種族は高い〈知性〉を持つのが特徴だから、トレイルは〈探求者〉を位階として選択したのだろう。

　──とまあ、そういうシステム的な点には特段の疑問もないし、別に良いんだけど。

　初めて三人を見たときに僕が一瞬固まってしまった理由、あの時に覚えた奇妙な既視感あるいは親近感はなんだったのか。

　最初はそう、なんとなく現実世界での『仲間』──つまりは同好会のみんなと雰囲気が似てるなと思っただけだったけど、こうしてじっくりと観察してみると、似ているのは雰囲気だけじゃない。

　まず、リザは単純にアカネと顔立ちがよく似ている。

　年齢と身長が一回り大きくなっている上、髪も白色で長く伸ばしているんだけど、アカネが大学生ぐらいになって髪を染めたら、きっとこんな風になるだろう。

　ビットは人間族じゃないし、容姿がそっくりとは言えないけど、単純明快な考え方や、身体からだの大きいところ、その割に気が小さいところなんか、ダイキを想い出させる。

　容姿が動く樹木そのものなトレイルにしたって、論理立てて話すところも──極めつけに、眼鏡を人差し指の第二関節で上げ直すクセに至っては、ケイと瓜うり二ふたつだ。

　……ここまで揃そろっているとなれば、さすがに全部の要素が偶然ってことはない。

　これ、絶対に僕の記憶かなんかを覗のぞき見て、ごく親しい人のイメージから三人のＰＣを作り上げたろ、あの思考盗みの常習犯……。
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『ちょっと！　盗人ぬすっと扱いとは心外な、私は法を犯してなどいませんよ！』

「おッ!?」

　突然の、そして結構な音量で流し込まれた〈天の声〉に、思わず声が漏れる。

　いや、今のは正直、初めてこのテレパシーを受けたときよりビビったぞ！

（頼むからさ、いきなり大声はやめてよ）

　脳直ちょくコミュニケーションに加減も何もないかも知れないけど、驚きで軽く身体が跳ねてしまうのは制御出来ないんだし、周りに怪訝な顔をされるのは恥ずかしいんだって。

『あら失礼。じゃあ、今後は予告としてジングルでも流します？』

（余計に鬱陶しそうだし、結構です……とにかく、僕の思考を覗いてるのは事実だろ。ならやっぱり思考盗みじゃないか）

　そもそも、こうして考えてることがエトランジュに筒抜けな時点で明らかに異常なんだから、重ねて反はん駁ばくする必要なんてないだろうに。

『いーえ、それでも違法じゃありません。なぜなら、規制する法がありませんので！』

（うわ、開き直りやがった……）

　いずれデジタルの世界が発展し、サイバーパンクみたいなレベルになったなら、あるいはそういう法律も出来るのかも知れないけど……少なくとも、現時点の科学じゃ思考盗聴なんてこと人間には不可能だし、そりゃそんな法律もないに決まってる。

『ふっふっふ……では私の勝ちということで！』

　一方的に勝利宣言をした〈天の声〉がそれっきり気配を消したのと入れ違いで、今度は実体の方のエトランジュがまたしてもビットをモフり倒しに掛かっていた。

　ええい、本当に一瞬たりとも落ち着かないな、この女神は！

「珍しいですね、ビットが押されっぱなしになるのは……もしや明日は雨でしょうか？」

「それは困るなー。でも、おかげで良いいもの見られたかもしんない！」

「いや、君らも止めようよ!?」

　酔っぱらい侍者を羽交い締めにして止める僕と、ぐしゃぐしゃになった毛のままぐったりしたビットを見ながら、残る二人が楽しげに笑う。

　そんな終始和やか（？）な雰囲気の決起会だか懇親会だか──そのお開きの間ま際ぎわ、僕らは既に日が暮れているのを鑑かんがみて、出発は明日の朝ということに決定した。

　個人的には出来るだけ先を急ぎたいところだけど、夜移動を強行して事故だの野盗に襲われるだのってハプニングが起こっても困るし、これは仕方ない。

「──俺らは別ンとこに宿を取ってんだけど、お前らはここで泊まるのか？」

　いつの間にかエトランジュが頼んでいた牛料理の骨を咥くわえたまま、ビットが尋ねる。

「うん、そうしようかと思ってるよ」

　ビジネスと言えばそれまでだけど、親おや父じさんには仕事を手配してもらった恩がある。

　どうせこの街に泊まるんなら、この店にお金を落とした方が何かと心証も良いだろう。

「あ、親父さん。今晩、僕らが泊まれる部屋ってあります？」

　ちょうど通りかかった彼にそう尋ねると、親父さんは軽く鼻を鳴らしはしたものの、カウンターに引っ込むなり壁にかかった書付を捲めくり始めた。

「……、ふむ。用意させるから、暫しばらく待ってろ」

　なんか、頷くまで妙な間があった気がしたのは気の所為せいだろうか……？

　その意図を確かめる間もなく、忙しそうに再び何処どこかへいってしまった親父さんと合わせて、三人の仲間もまた席から立ち上がった。

「それじゃ、今日は解散だな。明日から頼むぜ、ユウ！」

「迎えに来るから、寝坊しないでよね」

　酒場から出ていく彼らの背を見送り、まだ飲もうとするエトランジュのジョッキをただの水とすり替えていると、不意に「部屋に案内させるからついていけ」と呼ぶ声がする。

　あれ、待ってろって言った割には、随分仕事が早いな──まあ、空き部屋なんて自由自在なのか、〈天の声〉がそう仕込めば。

　手招きする女の店員さんのあとを追って幅の狭い階段を上がり、二階の奥、ドアで仕切られた宿の区画へと案内してもらったところで、手渡されたのは──鍵が一つだけ。

「それでは、どうぞごゆっくり……」

「あ、はい。……あれ？」

　少々の、だけど確実に嫌な予感。

　恒例になりつつあるそれを抱えながら、開けたドアの先に広がっていたのは……。

「おやま。スゲェいい部屋取ったね、ユウってば」

　……やられた。

　確かに僕は、「部屋はあるか」とだけ聞いた。

　僕らが男女二人連れなのは事実だし、惚のろ気けがどうのと、そういう話も振られたさ。

　だ……だからって、こんな無闇にムーディな二人部屋である必要はないんじゃないか!?

　せめて、ダブルベッドじゃなかったことをありがたく思うべきなんだろうか……いや、それで納得していいようなことじゃない！

「待ってろ、すぐに部屋の変更を頼んでくるか、らッ!?」

　今回の状況ばかりは許されないだろうと、踵きびすを返して走り出そうとした僕の身体が、びーんと音を立てて引き止まる。

「まあまあまあまあ」

　振り向けば、僕のベルトをはっしと摑つかんでいる細い指、そしてそれに全くそぐわないアレな表情を浮かべる、中身女神の聖職者。

「いいでねぇの！　今夜は仲間同士、親睦ってやつを深めようや！　げっへっへ！」

「明らかにゲス野郎の台詞せりふじゃないか！　絶対に駄目なんだよ、こればっかりは！　今からすぐ変更を頼みに──」

『ざんねんですが、ほかのへやは、いっぱいです。うふふのふ』

「う……裏切りやがっただと……!?」

　今の今まで静観していたくせに、絶対に面白そうだからって理由だけで介入してきただろ、この鬼！　悪魔！　エトランジュ！

『女神でーす。さて、そんな二人、初めての夜は徐々に更ふけていくのでした……』

「おのれ……おのれぇ……！」

　やだもうこのトンチキ、許されることなら二人纏まとめてしばき倒したい。

　ああ、ＧＭという存在は、ときとして容易に暴力装置へと成り代わるんだな……。

「さぁこっちにおいで子猫ちゃん！　ダイブトゥお姉さんの胸へぶッ!?」

　手をわきわきしながらにじり寄る女神の顔面に、柔らかい枕を叩たたきこむ。

　本当に夜が更けきるまでの時間をやり過ごすため、僕はそのまま、閉まりかけていたドアをギリギリで蹴りあけると、夜の市街に向けて走り出した。
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　……この世界も朝はやっぱりコケコッコーで始まるらしく、遠くで鳴く鶏の声に起こされた住人たちの雑多な生活音は、まだ薄暗いうちから立ち始めた。

　実は僕もまた、太陽が昇った頃にはもう目が覚めてはいたんだけど……なんとなくまだこうして薄い掛ぶとんの中に潜ったままでいる。

「あんま眠れなかったなぁ……」

　今日から人生初の冒険が始まるんだから、もっとよく眠っておくべきだったとは思う。

　だけど、緊張と興奮で──より正直に言えば、遠足の前の日のような高揚感も少なからずあって、夜中に何度も目が覚めてしまったせいか、どうも寝足りない。

　まだ早朝なのは間違いないけど、もうそろそろ起きるべきだろうか？

　現在時刻を調べようと枕元のスマホを探ろうとして──そんなもの、ここにあるはずがないんだったと思い出す。

　ううん……明確な時間が分からないって、結構なストレスになるんだな。

「……そういや、エトランジュは結局、どこに行ったんだ？」

　朝方──というよりまだ未明って時間に突然起き上がった彼女は、「早起きは三文の徳！」と言いながら部屋を飛び出したきり、まだ戻ってきていない。

　あの女神サマが何処に行ったかは別として、あんな時間に超・早朝覚醒を強制されたこともこの微妙な睡眠不足の一因なのは間違いないだろう。

「はぁ……仕方ない」

　寝ないことによるペナルティがある世界ではないし、諦めてちゃんと起きよう。

　起床するぞと自分の身体に言い聞かせ、ベッドから下りて窓まど際ぎわに立てば、街の外郭にそびえる櫓やぐらの横腹からいきなり朝日が覗いて、その明るさに目が眩くらむ。

「……これで、二日目、か」

　昇るお日さまを見たことで、改めて感じる時間の流れ。

　昨日は時間が突然飛んだのもあったし、主観的な時の流れが安定しない奇妙な世界だけど、こうして夜を越えた以上、確実に一日は経過してしまっている。

　召喚された女神と出会い、剣と魔法の世界へ突入し、その主人公として冒険に挑むという、小さい頃から憧れていたまんまのシチュエーション。

　でもやっぱり、英雄なんてガラじゃない僕は、一刻も早く家に帰りたかった。

　僕に輪をかけて心配性の父さんは今頃、何があったかとハラハラしてるに違いないし、無断外泊で母さんにこっぴどく怒られるのも間違いないし、それに──それに。

「……どうしても、日曜日までには帰らなきゃ」

　そうだ、日曜日──三日後には、アカネとした約束があるんだから。

　いや、アカネが来るからに限らず『約束はちゃんと守りなさい』ってのがうちの大切な家訓だし、仮にこれがダイキやケイだったとしても僕は当然同じように考えたはずで、彼女だけが特別扱いとか、特に気になるとかってことではないんだけど──……

　…………。

　ああもう、さっきから誰と何に言い訳してんだろ。

　とにかく僕はこの世界から早く出るべき理由がある、それだけのことじゃないか！

「さあ、支度だ、支度！」

　ぱちんと顔を挟むように叩いて、惑いまくりな心を落ち着かせる。

　素早い帰還を目標にするなら、今のうちに出来る準備はキッチリやっておかないと。

　アイテムなんかも可能な限り揃そろえて、出来れば時短用に馬車も借りたい。

　そのためにもまず、部屋から出る前に武器防具を装備しようとして、ふと思い出す。

「そうだ、その前にお湯のシャワーを浴びたいけど……そんなの宿に……ないか」

　別に今も身体からだの臭いや汚れを感じるわけじゃないんだけど、現実世界では日々の習慣になっているだけに、入浴しないままなのはどうも気持ち悪い。

　せめて身体を拭いておこうと、背はい囊のうから引っ張り出した綿布を水差しの水で湿らせ、上着を脱いだ──まさにそのタイミングで、軽い足音が廊下側から響いてくる。

　お店の人かなとも思ったけど、真まっ直すぐにこの部屋の方に向かって来ていることからして、エトランジュが戻ってきたんだろうか？

「おーい、ユウ！　キミの女神さんのご帰還だ！　開けておくれー！」

　……悪いときに限って当たるのが、いかにも僕の予想らしい。

　濡ぬらした布を手に、服を着直してから出るか、このまま開けてしまうかで逡しゅん巡じゅんする。

　ま、いいか。トンチキ女神が相手だし。

　上半身裸なのを見られたところで、どうせいつも通り誂からかわれるだけのこと。

　アイツの煽あおりにも多少は耐性がついてきたし、いっそ堂々としてれば良いさ。

　それでも念のため、パンツが見えてないことだけは確認してから、だんだん激しくなるノックで揺れるドアに駆け寄る。

「今開けるから、ちょっと待ってって！　周りに迷惑だよ！」

　隣の部屋から怒鳴り込まれないか心配になってきて、急いで掛け金を外した途端、ドアが大きく、勢いよく、思いっきり開け放たれた。

「ぐっもーにん！　清すが々すがしい朝です！　それではまずラジオ体操第一から──ありゃ？　ユウってば、なして床にへたり込んどるの？」

「〜〜〜ッ。お前に！　弾はじき飛ばされたんだよ！　今！」

　僅かながら前まえ屈かがみになっていたせいでドアに強打した顔面、特に鼻がメッチャ痛い。

　反射的に滲にじんできた涙をそのままに、しゃがみ込んで僕の顔をしげしげと観察しているエトランジュに食って掛かる。

「鍵を外した人がすぐそこにいるってことぐらい、分かるだろ普通！」

「おおう、めんごめんご。しかしあれだ、涙目のユウも可か愛わいいぜ☆」

「うっさいよ!!」

　ああもう、朝イチからこうも精神的に疲れてるんじゃ、早くも先が思いやられる……。

　床が抜けるぐらいの重みになってそうな溜ため息を吐き出してから、僕がのろのろと立ち上がって布を拾いあげたところで、女神はポンと手を打った。

「あー、そうそう、それとね、言い忘れてやんしたが」

「まだなんかあるの!?」

　光の速さで振り返った僕がよっぽどな顔をしていたのか、さすがのエトランジュもほんの若干だけ慌てた様子で手をぶんぶん振る。

「いやいや、これはマジ大丈夫！　ただお客さんが来てるってだけだから！」

　…………えっ。

　僕よりエトランジュの方が微妙に背は高いから、至近距離で向き合うとその背後はあんま見えないし、衝撃と立腹で周囲を気にもしてなかった、けど、まさか……！

「や、やっほー。なんかごめんね、取り込み中に……」

　扉の向こうから、極めてきまり悪そうな顔をして出てきたのは、エトランジュよりも更にもう少し背の高い、矢弓を携えた人影。

「あ、あ、あ……！」

「その、ウチ、様子を見に来たんだけど……あの、服、着てもらってもいいかな……？」

　ア・リザ・リン。

　昨日仲間になったばかりの、まだほぼ初対面と言っていい女の人。

　そんな彼女に、僕はいきなり、は、裸を──！

「い、い、い……」

「次は『う』が三つ続くと見たぞ」

「いやああああああ！」

　つまらないボケをかます女神を部屋の外まで突っ張りで押し出し、瞬時にドアを閉める。

「今から急いで着替えるから！　下で待ってて下さい！」

「えー、せやかてユウ、あたしもまだパジャマでお邪魔な真っ最中……」

「自じ業ごう自じ得とくだ、お前の着替えは後にしろ！」

　そこからはもう、散々だった。

　水を含んだ布を持ったまま右往左往するわ、上着は後ろ前に着るわ、装備品の着け方が分からずにガチャガチャやることになるわ……。

「いやあ、ショタっ子のおへそ周りと羞恥リアクション。本当にいいものですねぇ！」

「……なんか、マジで苦労してるんだなぁ、ユウ君……」

　扉の向こうから聞こえてくる楽しそうな声と、より深くなった同情の言葉。

　ようやく身支度を終えたあと、僕の目尻から水が滴したたったのは、熱くなりすぎた顔を水で洗ったからであって、決して悔し涙が流れたわけではなかったはずだ──……

　……多分。







　あのあと──つまり、着替えを済ませ、装備を身に着け、ほんのちょっとだけ悔し涙にくれてから、仲間と合流した僕らは一路、ダンジョンに向けて出発していた。

　まあ……事前準備の間にも何悶もん着ちゃくもあって、露天商にボられそうになったり、一台しか残ってなかった貸し馬車を巡って別のパーティと一触即発になってみたり、エトランジュが焼き菓子の屋台の前から動かなくなってみたりもしたんだけど。

　ともあれ、そんなイベントの数々を乗り越えたあとは平穏無事で、ビットとトレイルを御者台に、残り三人が荷台に乗り込んだ馬車は、快調に北に延びる街道筋を進んでいる。

　相変わらず穏やかな天候の中、金色の麦畑が広がる風景を見ている限り、どうもこれから魔物の潜むダンジョンを攻略しにいくなんて実感は湧かない。

『大丈夫ですよ、ユウ！　この先、ちゃんと敵がポコポコ出ますから！』

（いや、別にそれを期待してるわけじゃないからね……）

　どうにも的はずれなフォローを入れてくるＧＭ──じゃない、〈天の声〉に心でツッコミをいれつつ、荷台の上でお腹なかを出したまま爆睡しているエトランジュを小突く。

「んがっ……や、山が立ってるだと!?……じゃもう投了しますわ……ぐぅ」

　……なんの寝言だよ、それ。しかも起きないし。

　敵が出るって宣言されているのに、緊張感がなさすぎだぞ、この女神……。

『あ、行きの道には出ませんよ。もう言っちゃいますけど』

（いきなりぶっちゃけ過ぎだ！　ま、まあ、助かるけどさ……）

『ま、そんなわけですので、ダンジョンに到着するまで時間を飛ばしても良いんですが。どうします？　何かしら行動を起こしますか？』

　それはつまり、何かしらのロールプレイをするか、と聞いているのか。

　こういう合間時間のお約束としては、知っている情報を共有するとかなんだけど、それは昨日酒場で充分やってるしなぁ。

　あと他には、たとえば仲間同士の会話で親睦を深めたりとか──……

「…………あ」

　ふと顔を上げた途端、こっちを見ていたリザ──〈森の民〉の女の子と目があって、思わずお互いに目を逸そらす。

　二人揃って朝のことを引き摺ずってるもんだから、めっちゃ気不味きまずい。

「ええと、あのさ、さっきは宿で変なものを見せて誠に申し訳なく……」

「あ、あはは、大丈夫だよ、気にしないで！　こっちこそいきなりごめん、ね？」

「い、いや、そんな……全然……」

「…………」

　……駄目だ、これ以上、なにも会話が続かない！

　リザが意外なほどに照れ屋で、頰が綺き麗れいに赤く染まってるし……それを見てるとなんかもう恥ずかしさと申し訳なさで僕が死にたい。荷台のヘリに頭強打して死にたい。

　更にはアカネに似せて作られてるキャラなもんだから、なんだかあの子にまで裸を見られてしまったような感じまであるとか……おいなんだ、地獄かこの状況！

（と、飛ばしていいです！　時間を飛ばして、イベントを進めちゃって下さい！）

　男同士のバカ話に花を咲かせている御者台と、気不味い沈黙と太平楽なイビキに包まれた荷台──その対比に耐えきれなくなって、〈天の声〉に全力で訴える。

『……ふむふむ。では、冒険者あなたたちはもらった地図を頼りに、馬車で街道を突き進みます。途中、山道の入り口近くで馬を係留し、そこから徒歩で目的地へと──』

　その説明が進むにつれ、世界の動きが早回しになっていく。

　山道でちょっと迷ってみたり、ただの浅い洞穴を目的地と見間違えるといった小ネタを挟みながら、ダンジョン近くの丘に着くまで、昨日に続き半日分の高速時間経過。

　ホッとした反面、やっぱりこの『時間スキップ』はとてもじゃないが慣れないなぁ……。

　今回は日暮れ時になったあたりで等速度に戻ったんだけど、体内時計ではまだお昼過ぎみたいな気分でいたから、空の紅あかさの意味が一瞬分からなかったし。

　なんだろ、これも一種の時差ボケと呼称していいんだろうか？

　とにかくダンジョンの近くには到着したものの、みんなは今日から探索を始める気は全くないようで、すぐに野営の準備に取り掛かってしまった。

　まあ……常識的に考えれば、わざわざ夕方から魔物の徘はい徊かいするダンジョンに突っ込むのは危険だし、他のメンバーの判断が明らかに正しいか……。

　沢で水を汲くみながら、冷たい水で顔を洗い、急せき立つ自分の心を鎮しずめる。

　大丈夫、そんなに急がなくったって、明日中に攻略出来ればそれでギリ土曜日のうちに現実世界へ帰れる。

　焦あせって何か失敗するほうがマズいんだ、落ち着こう……うん、落ち着かないと。

　そう自分に言い聞かせながら、重みを増した革の水袋を二つ水中から引き上げたところで、ふと背後に感じる人の気配。

　振り返れば、そこにはご機嫌に目を輝かせる女神の姿があった。

「やあ少年、水汲みの手伝いにきたぜぃ！　どうだい、冒険を楽しんでるかい？」

「……僕よりもお前の方が満喫してるだろ、明らかに」

　彼女に革袋を渡しながら言った言葉には、ちょっとばかりの皮肉も込めておいたつもりだったのだけれど、このエトランジュがそんなものを気にするわけもない。

「そりゃあね！　誰かの世界に入るのなんて、ひっさびさだもの！　身体からだから何もかも飛び出る勢いでワクワクしてるさぁ！」

　ま、まあ、こんなに楽しそうにしてるのに、これ以上の皮肉は言わないでおこうか。

　ただ、その言葉の一部がどうにも引っかかって、思わず首をひねる。

「『誰か』の、って……この世界はお前が創ったんだろ？」

　そうだ、昨日から度々、この〈テンペスト〉の世界の実体を創り上げたのは自分の能力だって、自信満々に言ってたじゃないか。

「ん？　ああ、まーね。そりゃ構成したのは女神さんだけどさ。その大元はユウが作った物語シナリオだもの、他人ひと様さまの世界には違いねぇべ」

「え……そ、そう、だったのか？」

「おいおいおいおーい！　頼むぜユウさん！　キミが願ったことっしょー!?」

　キョトンとしている僕と、背中が折れそうなほどに仰のけ反ってショックを表現する彼女の、テンション的なコントラストが酷すぎる件。

「いや、それは──言われれば確かにそうだった、けど」

　ずっとドタバタしてたから、ことの始まりを思い出す暇なんてなかった──それが主な要因だとして、他にもこれが僕のシナリオだと気付かなかった理由はある。

「でもさ、僕、こんな話を作った記憶がないんだよ。最初は一人旅から始まって、途中で仲間が加わるような……」

「それはほら、〈天の声あっち〉がユウのための『流れ』を導入に追加したんじゃろ。考えてみねぇな、開幕から仲間とダンジョンの中にいたらどうする？　パニックになるぜ？」

「それは──まあ、そうか」

　確かに、慣れたプレイヤーに初心者が一人交じる場合なんかだと、その人を物語の主軸に据えたり、チュートリアル的な補助パートを用意することもある。

　……そういえば、アカネが初めて同好会に参加したときが、まさにそうだったっけ。

　ダイキとケイはもうそこそこ慣れてたから、彼女が孤立しないよう主人公に据えたシナリオに調整して──思えば、かなり緊張したマスタリングだったな、あれ。

「まま、細かいことは良いいとしてさぁ」

　納得したような、しないような……複雑な気分でランタンの火を見ていた僕を下から覗のぞき込んで来たエトランジュの口が、にっと三日月を象かたどる。

「あたしはこうして、ユウと遊べるのが、本当に嬉うれしいんだよ？」

　何度目かの、明確に跳ね上がる心音。

「……ぼ、僕『で』遊べて、だろ？」

　今度の言葉は、揺れる火の中に浮かんだ女神の貌かおと、その瞳の中で青と白はく磁じ、そして琥こ珀はくが混じり合う様があんまり神秘的で──つい出てしまった照れ隠しだった。

　……だけど。

「ンモー、何回いけずスコアを自己ベスト更新したら気が済むんだろ、この子ったら！」

　今回に限って、それを悪く捉えた彼女はくるり身を翻ひるがえし、岩の上へ駆け上る。

「女神はね、噓うそをつけねぇの！　そこは『あたし』だって変わらねぇんだかんね！」

　ばーかばーか、と子供のような罵倒を残して闇の中に溶けていったエトランジュを追いかけることも出来ず、僕は暫しばらくの間、その場に立ち尽くしていた。

　……僕だって、この世界に、この状況に、まるで心躍らないわけじゃない。

　ただ──出来れば、そんな冒険へ挑むための心構えの時間とか、自分の意志による選択肢がもう少し欲しかったってだけのことで、だから、その、僕は……。

「……悪かったよ、エトランジュ」

　もう届くはずのない距離になってから、曖昧な謝罪の言葉を呟つぶやいたあと、のろのろと皆が待つ野営地に戻ったときには、彼女はもうケロッとして僕に絡からみついてきた。

　それでも、彼女を傷つけてしまったかも知れないという事実が棘とげになって、滅多にしたこともないキャンプ経験だっていうのに、全然はしゃぐ気持ちにはなれなくて。

　乾燥肉とハーブのスープで堅かたパンを流し込んだあと、僕はそれより他の行動を宣言することもなく、満天の星の下で寝袋に包くるまった。

　そして──明くる日、極めて早い時間のこと。

「……おい。ユウ、ユウ。起きてくれ」

「う……ん」

　乱暴に揺すられての目覚めは決して良いものではなかったけど、開いた目のすぐ先にいるビットが既に完全武装しているのを見た瞬間、意識が覚醒する。

「何かあった……のか？」

「ああ。ダンジョンの方から、地響きが聞こえるんだ。さっき、リザが斥候に──いや、もう戻ってきたらしい」

　ピクリと三角の耳を動かし、鋭敏に接近の気配を察知した彼はそう言うなり、僕を立ち上がらせると、今度はエトランジュとトレイルを起こしに向かう。

「よっと……見てきたよ。おはよ、ユウ君」

　それと入れ替わりで、滑るように木の上から跳び下りてきたリザは、音の一つも立てずに着地すると、腰の水筒で口を湿した。

「おはよう……マズい事態なの？」

「まあ、ちょっとね」

　頷うなずいた彼女の横手から、まだ寝ぼけ眼のトレイルと、無駄に張り切った様子のエトランジュ──場に全員が揃そろったところを見計らって、リザが声を潜める。

「ダンジョンの前、敵が徘徊してる。剣と盾を持った、動く石像って感じの奴やつが二体」

　……なんだって？

「おい、ダンジョンは封鎖されてるはずだろ？」

「どこかから流れてきたのかも。でも、モロに洞穴を護まもってますって感じだったな」

「もともと外に放置されていたのが何らかの理由で起動したか、あるいは封印を破って外に出てきたという可能性もありますが──」

　三人が思い思いの意見を言うのを前に、僕はただ押し黙り、じっと記憶を探り続ける。

「どったん、ユウちゃん？　腹でも痛い？」

「いや、ちょっと……引っかかってさ……」

　……〈テンペスト〉で、石像っぽい敵？

　脅威度レベルの高いモンスターであれば、いくつかの可能性はすぐに挙げられる。

　ただ、低脅威度帯でそんな見た目の奴は──思い当たる節はあるけど、まさか……。

「とにかくだ、敵がいるなら排除しなきゃだろ。今度は全員で確認しようぜ」

　ビットの言う通り、実際に見てみないことには全てが推論にしかならない。

　藪やぶを迂う回かいするように進む間、出来る限り音を立てないように気を配りながらも、僕は頭から離れない想定が、見事に外れることを祈っていた。

　──しかし。

「アレ、か？」

　ダンジョン前のちょっとした広場を見下ろす丘から覗き込めば、彼女の報告通り、二体の石像のような魔物が一定したコースを巡回しているのが見える。

「うん。ただ、あんな敵、見たこともないんだけど……」

「確かににゃア。あたしも識しらんぞ、あんなん」

　皆が揃って首を傾かしげる中にあって、僕だけが一人、その見覚えがあり過ぎる姿に対して胃が収縮するような寒気を味わっていた。

「か……〈呪われた守護像カースドスタチュー〉……！」

「え？」

　前方に集中していた合計八つの目が、一斉にこっちを向く。

「あ……ええと。最初は〈魔術師ウィザード〉が造ったゴーレムだったものが、悪意に侵食された成れの果て、だったと思う……でも、なんで……！」

　あいつらは、あの彫像どもは……〈テンペスト〉古参のプレイヤーなら誰しも、その名前を記憶しているであろう存在──しかも、極めて悪名高い方向で！

「強いんですか？」

「公表されてる脅威度は……確か、３──」

　……何かを考え込みながら話すと、うっかり素直に答えてしまうのは僕の悪癖だと、これまでにも感じたことは幾度かあった。

　そうだ、今だってすぐ後に「だけど」と続けるつもりでいたんだ──でも、その一瞬の遅れは、僕が想像しもしなかった方向へ、状況を悪化させてしまった。

「なんだよ、たったの３が二体だけなら楽勝じゃん。さっさとボコしちまおうぜ！」

　そう言い放つなり、地面を蹴りつけて跳躍したビットが、身を隠していた茂みから飛び出していく。

「もう、あいつ、また勝手に！　トレイル、ウチらも行こう！」

「待ってくれ、あれについての説明を……！」

　いくら焦っても、傾斜を駆け下り始めた三人を押し止とどめることは出来ない。

　──これは完全に、情報の伝え方、順番を間違った僕のミスだ。

　五人パーティに対し、脅威度３が二体だけ──そう聞いた人間が、それなら楽勝だろうと判断するのは全く不思議じゃない。

　そして、一人で突出した仲間をカバーに向かった二人の判断は、輪をかけて正しい。

　でも──あの敵が相手の場合、目先の情報に流されたままで戦闘に突入するのは、あまりにも危険過ぎるんだ！

「んーし、ほんじゃあたしらも行きますかい」

「待ってくれ、エトランジュ！」

　吞のん気きに柔軟体操をしながら走り出そうとしている女神を、走り出す前にギリギリ呼び止められたのは、不幸中の幸いだっただろうか。

「教えてくれ。お前は〈天の声〉と同じように、システムの全てを把握してるのか？」

　彼女の眉根が一瞬、どうしてそんなことを聞くのかというように寄せられ、そしてすぐいつもどおり見開かれた目に戻る。

「うんにゃ？　この物語のキャラクターとなった以上、〈あたし〉はメタな知識は一切持っとらんよ。いくら女神さんでも、全てを好き放題には出来ないのさ」

　そうか……じゃあ今、目の前で起こっている事態の重さについて、〈エトランジュ〉は充分な認識が出来ていないのか。

「……分かった。じゃあ、言っておく。この戦闘中、おふざけは絶対に止やめてくれ」

「いやいや、普段からぜんぜん巫山戯ふざけたりしてねッスよ！　自分、常にガチなんで！」

　分かっている。お前はお前の規律ルールに従い、全力で世界を楽しんでいるだけなんだろう。

　だけど、今は──今だけは。

「…………。頼むよ、エトランジュ」

　思えば、僕がこの女神に心から『願った』のは、このときが初めてだったかも知れない。

「ありゃ……そっか、マジなのね。アイツ、そんなにヤベェの？」

　戯おどけた調子をぴたりと消し去り、僕と真まっ直すぐ向き合ったエトランジュの目を見つめ、確かな強さで首を縦に振る。

　強い危機感と焦燥感、そして忘れていたかった遠い記憶、これがどんな物語なのかを思い出したことによる、じくじくした心の痛み。

「うん。もしも、何か一つ対応を誤ったら……」

　思わずフラッシュバックの呻うめきが喉から溢あふれそうになるのをどうにか抑えながら、僕はその後へ、こう続けた。

「……最悪、僕らは初戦で全滅するかも知れない」











第五章　「今さら信じられないかも、だけど」









　──僕には、苦い思い出がある。

　それは、僕がまだ小学生だった頃の記憶。

　ＴＲＰＧ経験がないどころか、そんなゲームがあることすら知らなかった友達を、勇気を出して誘った僕が、生まれて初めてのＧＭをやった、あの日。

　使用したシステムは、〈テンペスト〉。

　比較的理解わかりやすいシステム、王道のファンタジー要素。

　当時ですらもう発売から結構経たっていたゲームだったけど、僕は父から譲り受けたその初版本を『ＴＲＰＧ部屋』で何回も読んでいたし、プレイヤー経験済みでもあって。

　だから、大丈夫だと思っていた。これなら、マスタリング出来る自信があった。

　…………だけど。

　そのシナリオの、あろうことか一番最初の戦闘で、僕は全てのＰＣを──……




『……──ユウとエトランジュは少々出遅れましたので、第一ターンは戦闘の場に出た時点で行動終了とします』

〈天の声〉からの裁定を受け、僕ら二人が〈戦闘領域バトルエリア〉に踏み込んだとき、先行していた仲間たちはもう完全な接敵状態にあった。

「おおおぉッ！」

　まず目に飛び込んで来たのは、威圧的に立ちはだかる彫像の片割れに向かい、ビットが雄お叫たけびを上げて打ち掛かっていく場面。

　その両手には、噂うわさの鉤かぎ爪づめ──仲間に借金をしてまで手に入れたというだけあって、その一発が直撃した石造りの顔面には、大きな亀裂が走る。

　生物相手だったらそれだけでケリがつくような威力だけど、怯ひるみも昏こん倒とうもしない彫像は文字通り表情一つ変えず、お返しだとばかりに巨大な剣を振りかざした。

「うお、危あッぶね！　意外と素早いぞ、このデカブツ！」

　確かに、速い──奴らよりも先に動けるのはビットだけのようだから、この戦闘では当然、あいつを基軸にした戦いをするしかない。

　当然に同じ〈素早さ〉を持つもう一体の石像もまた、地響きに似た大きな足音を立てながらビットへと迫っていく。

　どうやら一回の移動では届かないようだけど、次ターンには二対一に──……

「はい、そこでストップ！」

　しかし、そんな僕の懸け念ねんを払ふっ拭しょくするように一本の矢が風鳴りの音を立てて放たれる。

　それが見事に彫像Ｂに突き立つと、奴は耳みみ障ざわりな石擦れの音を立てて身動きを止めた。

「よっし、狙い通り！」

「今の……〈拘置の矢バインディング〉、か？」

　あれは２ターンの間移動することだけを封ずる技能スキルで、ダメージは与えられない上、移動以外の行動は阻害出来ないという地味さながら、実はかなり役に立つ。

　接近戦しか出来ない敵に撃ち、事実上無害化してしまう戦術は、慣れたプレイヤーならよく使う手だ。

　今、後衛のリザとトレイルは互いに充分な距離を空けて立ち、先陣を切ったビットを頂点に、大きな二等辺三角形を描いて布陣している。

　なるほど、あれなら敵が範囲攻撃を撃っても、お互いに巻き込まれることはない。

　この三人……あくまで僕のお助け用ＮＰＣってことなんだろうけど、相当に〈テンペスト〉をやり込んだプレイヤーと同じぐらいの動きが出来るらしいな。

　そして今の動きで、仲間がどう立ち回ろうとしているか、僕も摑つかむことが出来た。

　脅威度の低い同種が二体なら、片方を足止めした上で攻撃を集中し、確実に各個撃破していく、そんな展開に持ち込みたいんだろう。

　その判断は、あまりにも正しい。

　もしもこの世界に戦闘教則があったなら、百点がもらえそうな試合運びだと思う。

　でも──でも、〈呪われた守護像カースドスタチュー〉相手の場合に限っては、それじゃ拙まずい！

「──トレイル！　魔法は使っちゃ駄目だ！」

　既に彼のターンが始まっている以上、このタイミングで警告したところで、無意味になるだろうとは思っていた。

「え……っ？」

　案の定、トレイルは僕の声に驚いた顔で振り返りはしたものの、もう解き放っていた風の魔法、圧縮された空気の塊の射出は、もはや無かったことには出来ず。

　その不可視の砲弾が、ビットと殴り合っている方の石像にヒットした、その瞬間。

「ぐわッ!?」

　強烈な衝撃を受け、仰のけ反ったのは──ビットの方だった。

「な、なんだ、今の!?」

　……ああ。

　僕の記憶は、悔しさを覚えるほどに、何一つ間違っていなかった。

　……あの敵は、攻撃面に特筆すべき能力はない。強いて言えば、同じ脅威度帯の敵に比べてダメージの固定値が若干高いぐらいか。

　けど、ただそれだけなら、いくら僕だって見ただけで青くなったりはしない。

　奴らの恐ろしさ、真の問題点は、その常時技能パッシブスキル──エネミーだけが持てる特殊能力にこそあるんだ！

「気をつけろ！　その石像は、魔法ダメージを一番近くにいる相手に跳ね返すぞ！」

「な……マジか!?」

　予想外の事態に混乱する三人の目が、僕の叫びを聞いて更に丸くなる。

　そうだ──これが本当の分からん殺し、分かっていてもなお殺されかねない、悪夢の低脅威度レベルエネミー、〈呪われた守護像〉。

　さっきの現象を引き起こしたのは、《反魔》という特殊能力で、効果は今言った通り。

　それだけでも充分に凶悪だってのに、見た目からも分かる高物理防御力に加え、ＨＰ再生技能《再構成》まで付与されている。

　これで脅威度が７とか８ならば、味方だってその分強いんだから、強敵という認識で済む──けど、コイツはたかが３という設定。

　発売当時には、脅威度の数字の印刷ミスだとか、特殊技能のテストプレイをしていなかったとか、いろんな噂がまことしやかに語られてたみたいだけど……。

　真相は今更知るよしもないとして、とにかくこのエネミーはそんな風に言われるほど、誰がどう見たって分不相応な強さを持った化け物なんだ。

「……くそッ」

　そんな奴やつが現れたことに毒づいてはみたけど、それでも僕はまだ、メタ知識があっただけマシなんだろう。

　ルール上、そういった敵の詳細データは、本来〈敵性体看破ディテクト〉のロールに成功しない限りプレイヤーには開示されない。

〈呪われた守護像〉にまつわる最後の問題点は、その看破ロールの目標値が異常なほど高く設定されていること。

　その値、実に２Ｄ６＋〈知性〉で23以上──そんなの、普通なら熟練度３や４のＰＣが出せる数字じゃない。

　慣れたＧＭなら、極端な情報だけは判定なしで教えるとか、そういう機転で乗り切れるかもだけど……低脅威度のエネミーはゲーム初心者こそ扱うことが多いんだから、そういう変則的なマスタリングが前提になる時点で、もう明らかに間違っている。

　とにかく全てがデタラメすぎた結果、〈テンペスト〉の版が改まったとき、存在そのものがルールブックから抹消されたという、ある意味で伝説の敵。

　僕らは今から、そんなものをどうにかして打ち倒さなければならなくなった。

　……そして、もう一つ、さっきから僕の心を際限なく重くしている事実がある。

　昨日の夜、エトランジュに言われたこと──この世界が、僕の作った物語に基づいたものだというのが、本当ならば。

　あの彫像を、最新のルルブには載ってすらいない存在を、僕が自分のシナリオに登場させたのは、たった一回しかない。

　ならば、これは……僕が初版のルールブックを使ってＧＭをした最初で最後の回、あのシナリオの中なんだってことに──……

「──ッ、リザ、気をつけてッ！」

　第２ターン、まだ動けないことにジリジリしながら、ただただ戦場を見つめるだけしか出来ない僕は、移動を封じられた方の彫像が怪しく目を光らせたのを見て、またしても警告を叫んでいた。

　石造りの大きな手が足元の土砂をショベルカーのようにすくい取り、己の身動きを取れなくしたリザへの報復として投げつける。

　パーティ内二番手の〈素早さ〉を誇る彼女だけに、降り注ぐ土ど塊かいを見事に躱かわしてみせはしたものの、それでもショックは隠しきれない様子だった。

「な、なによ、あいつ遠距離攻撃できんの!?　じゃあ、足止めしても無駄じゃん！」

　いや……完全に無駄な行動だったわけじゃない。

　あの遠距離攻撃、《飛礫つぶて》はＭＰを消費して使う技だ。

　奴らはあくまでも所持技能が凶悪だってだけで、各種パラメータの設定は脅威度に相応ふさわしいものだから、確か二発も撃てばそれでＭＰが枯こ渇かつしてしまうはず。

　しかし、その事実が分からない人からすれば、確かに無駄骨に感じるはずで──それでも気を取り直した彼女は、通常の弓攻撃で更に彫像のＨＰを削ることに成功した。

　そして──これで、やっと僕らも動ける！

「エトランジュ、まずはビットの回復を頼む」

「了解したよん」

　サムズアップの返答を確認し、《全力移動》で緩やかな丘の斜面を駆け下りる。

　敵味方の中間地点、戦場の真ん中に割り込んだときにはもう、僕の心音は過去最高潮に高まっていた。

　状況は厳しい──とても。

　あの時に比べたら、こっちの戦力も、バランスも、遥はるかに奴らと相性がいいけど、それでもまだ、勝てると言い切る自信はない。

　トレイルはＭＰを温存するために手番を飛ばし、エトランジュがビットに《治癒ヒール》を飛ばしてＨＰを回復する。

　これで、盤面はほぼ振り出しに戻ったに等しい。

　次のターンに切り替わり、再び拳闘士から戦況が始まる──ところで、不意に声を上げたのはトレイルだった。

「ビット！　貴方あなたなら、その程度の攻撃ぐらい、避よけ続けられますよね？」

「あ？　……おう、当たり前だ！　任せとけ！」

　その挑発めいた言葉に対して、一瞬だけ怪け訝げんそうな表情を浮かべたものの、パーティ随一の回避性能を持つビットはすぐ、不敵に牙をむき出した。

「《歩法フットワーク》！　俺様の拳をもう一発食らっとけや、この野郎！」

　──どの位階クラスのＰＣでも宣言出来る《回避専念》は、使えばそのターンの間、攻撃や移動のアクション、技能を使用することが出来なくなる。

　その一方、《歩法》はＭＰを使うとはいえ、ターン中の回避判定を強化しつつ通常攻撃も出来る、攻防一体の有用な技能だ。

　後ろから見ているだけで目が回りそうなほど、大きく揺らめくような体たい捌さばきから繰り出された鉤かぎ爪づめの一撃が、敵の鎧よろい状に彫刻された胴体部を抉えぐり取る。

　技能効果もあって、見事に敵の近接反撃と《飛礫》を連続で躱したビットは、鋭く強い喚声を上げてみせた。

　いける……のか？

　今、このタイミングで僕も攻撃に加わるべきか、それとも──……

「リザ、貴女あなたは行動を遅らせて下さい。ユウさんも、彼女の位置まで後退を！」

　まだ考えがまとまらないうちに、トレイルから受けた想定外の指示。

「え？　いや、でも……」

「ユウ君、トレイルになんか考えがあるみたいだし、任せてみよう！　ウチは《待機》しておくよ！」

　そう言われても……リザへの待機依頼はまだ分かるとして、僕を後衛位置まで下げるのはどういう意図があってのことか、全然分からない。

　でも、仲間が全く無意味な、ましてや不利になるようなことはしないと信じて、弓師と並び立つ位置まで下がる。

　僕らの行動を確認したトレイルは、最後に残ったエトランジュへも声をかけた。

「エトランジュさん。〈侍者〉なら《神の抱擁ブレッシング》は使えますよね？」

「おう、任せたまえ！　……っても、実は増加値たったの１ッスけども」

　……《神の抱擁》？

　それは判定の出目を使用者の〈命運〉の二分の一だけ増やす──要するに達成値が不足したとき、あとから上乗せ出来るっていう、〈侍者〉の初期習得技能。

　一シナリオ中に一回しか使えない上、システム的にほとんど使われない〈命運〉パラメータを伸ばすプレイヤーがまずいないから、死にスキル扱いされてるんだけど……それを聞いて、一体何を……？

「分かりました。では、もしものときのフォローはお願いしますね」

　すーっと一つ大きな呼吸をし、眼鏡の奥でその細い目を見開いたトレイルは、そのままはっきりと、しかし僕が予想だにしていなかった一言を発した。

「《敵性体看破》……《慧眼アキュメン》を発動！」

「え!?」

　さっきよりも強い困惑が僕を襲う。

《慧眼》は〈知性〉での判定に限定して+2のボーナスを得られる、〈探求者シーカー〉固有の技能──当然、《敵性体看破》にも有効だし、それは良いい。

　だけど、なぜ今、改めて〈呪われた守護像〉に看破をかける？

　確かに僕の口頭情報だけじゃ、最大ＨＰとかの細かいパラメータは分からない……でも、それより今はむしろ、ビットへ強化バフでもしたほうが良いんじゃないのか？

『……。はい、ではみなさんにエネミーの詳細項目を開示します』

（成功させた……!?　看破の目標値、23だろ!?）

『クリティカルしてないんですけどねぇ。固定値15は伊達だてじゃありません』

　じゅ……15、だって？

《慧眼》を使っていることを差し引いても、つまりそれってトレイルの〈知性〉が13あるってことじゃないか！

　種族〈樹じゅ精せい〉の〈知性〉初期値は確か５。

　ボーナス全振りどころの話じゃない、熟練度レベルアップの分も殆ほとんど注つぎ込んでるのか！

「うわやっべ。あたしこれ、ピーキーっぷりで負けてんじゃね？」

「そこは競うべきところじゃないだろ！　……いや、でも本当にそうかも……」

〈探求者〉の技能では使うことも多いけど、とはいえＭＰに連動する〈精神〉と違い、〈知性〉は連携パラメータがあるわけでもない。

　確かに雰囲気やクセが似てるとは思ったけどさ、性能よりもキャラへの拘こだわりを重視する、他の人には理解し難がたいメイキングまで、ケイそっくりだとは……。

『はいはい、ではこちらエネミー〈呪われた守護像〉のデータになります』

　……ああ、これもやっぱり頭に流し込まれるのね。

　刻々と変わる状況にクラクラしているってのに、追加データまで注ぎ込まれて、もう目め眩まいがしそうだけど──記憶と情報群を照らし合わせないわけにはいかない。

　敵の最大ＨＰは20……ビットと殴り合ってる方の現ＨＰが13。

　物理防御力８、魔法防御力は１……魔法ダメージはそもそも通らないとはいえ、一応ちゃんと設定されていたんだな。

　あとはやはり、特記事項に記載されている、二つの常時技能。

　・《反魔》：魔法によるダメージを、最も近くにいるものへ跳ね返す。

　・《再構成３》：ターン終了時にＨＰを３回復する。

　何度見ても胃が痛くなる内容だけど、結局のところ……やっぱり情報に間違いがなかった、ということを確認出来ただけなんじゃないか？

「……よし！」

　それでも、何かの確信を得たかのように大きく頷うなずいたトレイルの表情には、むしろはっきりした自信が覗のぞいていた。

「リザ、《拘置の矢》を！　目標はビットに近い方の彫像です！」

「分かっ──へ？　遠い方に重ね掛けじゃなくていいの？」

「近い方です、さあ早く！」

　なんだ、何をする気なんだ？

　リザが放った拘束矢はどうにか無事命中したけど、元からビットが足止めしていた奴やつの移動だけを封じたところで、一体何の意味があるのかサッパリ分からない。

　最初に懸け念ねんした通りに二対一の状況になったら──ギリギリ《治癒》の射程範囲だとはいえ、これじゃまるでビットを捨て駒にするみたいじゃないか！

　第４ターン目、巡ってまたビットの手番から。

　ターン終わりの《再構成》で敵のＨＰは回復しているし、いい加減、せめて片方だけでも落とせないことにはジリ貧もいいところだ。

「我々はこのターン、全員で《待機》を──」

「ちょ、ちょっと待って！　そんなことをして、無駄にダメージを受けたら！」

　ここまでは黙ってトレイルの考えに従ってきたけど、さすがにもう看過できない。

《待機》させるということは、回避判定の増加も何もなく、ただ生身で突っ立っていろと言ってるに等しい──特にビットは二体に殴られるのが確定してるのに、だ。

　いくら彼が今のところ無傷でいるとはいえ、それはあまりに酷ひどくないか!?

「大丈夫。うまくすればこのターン、または次で決着がつくはずです！」

「……え、え？」

　そんなバカな……一体、どうやって!?

「ユウ、心配すんな！　華麗に躱してやるからよ！　俺は《待機》しとくぜ！」

　それが強がりであれ、本気の自信であれ……ああしてビットが覚悟を決めた以上、少なくとも僕にはその行動を変更する権利はない。

　どうか乗り切ってくれと祈る中、まず動き出したのはこれまでお預けを食っていた方、まだ離れている方の石像だった。

　奴のＭＰは枯渇してるから《飛礫》は仕掛けられない。その代わり、奴の〈素早さ〉なら《小移動》でも充分ビットに張り付くだけの距離を動けるはずだ。

　土つち埃ぼこりを巻き上げながら突き進んできた彫像が、その手の剣を大きく横薙なぎに払った一撃は、ビットの首筋を捉えようとして──……

「おらァッ！」

　裂れっ帛ぱくの気合に続き、拳闘士の柔らかい身体からだが物もの凄すごい勢いで捻ひねり上げられ、ゴッと鈍い音が響いた、次の瞬間。

　一いっ閃せんされた長剣は、彼にではなく──もう一体の彫像の横顔に直撃していた。

「へッ……ダメージの移し替えがお前らの専売特許だと思うなよ！」

《受け流しイルードゥ》！

　そうか、〈拳闘士ファイター〉にはそれがあった！

《反魔》と違い、あの技能は物理攻撃にしか対応できないし、至近距離にいる敵にしか逸そらせない上、ＭＰ的な燃費も非常に悪い──だが、相手次第では劇的に刺さる。

　あいつ……性格的に攻撃一辺倒の技能構成だと勝手に思ってたけど、補助的なところもちゃんと押さえているのか！

「──！　────……！」

　もし声が出せたなら、きっとあの彫像は絶叫していたに違いない。

　そうでなくとも、深々と食い込んだ剣のダメージは決して軽くないこと、それから今の仕打ちに激怒しているってことは、様子だけでも明白だった。

　怒りに任せて振り下ろされた二撃目が、ついに避けきれなかった猫ねこ人びとの肩口を叩たたきつける──が、ビットはそれで斃たおれはせず、見事に攻撃をしのぎ切ってみせた。

　敵二体の行動が終わってしまえば、あとは《待機》した僕らだけが動ける状態だから、行動順は通常通りに〈素早さ〉の順で処理されていく。

「ビット！　皆の後ろまで下がって下さい！」

「よっしゃ、《全力離脱》するぞ！」

　ここまで一人で敵を食い止めていたビットが後退したのに続き、リザがさらなるダメージを狙って矢を放つも、これは判定に失敗したか敵が避けたか、命中に到いたらない。

「……ユウさん、そこから攻撃は？」

「ごめん、出来ない。僕は《旋回撃ブランディッシュ》か《庇うカバー》、《刺突ファーント》しか……」

　他の皆の熟練度は３っぽいけど、僕はどういうわけか２止まりで、技能を三つしか持てていないのが悔やまれる。

　一応、剣士だって遠距離スキルはあるのに──いや、これもサンプルキャラ通りだから文句は言えないんだけど、それにしたって、僕だけ何も出来ないなんて。

「ご、ごめん……とりあえず、《回避専念》しとくよ」

　この局面で突っ込んだところで手負いが一人増えるだけだと、理性では分かるけど……何の役にも立ててない感じがして、申し訳ない気持ちばかりが先に立つ。

　しかし、僕のそんな焦燥に対し、ゆっくりと頭を振ったトレイルは、静かにこう言った。

「ユウさん。もし自分の予測が外れていたら……あとは頼みますね」

「あとは、って」

　さっきから……本当に君は何を考え、実行しようとしてるんだ？

　多分、組み上げた戦略はこれで総仕上げなんだろう──でも、それを問う間もなく、彼は《小移動》で僕の前に進み出た。

「──《圧空弾コンプレスド》、ダメージ倍掛け。対象、手負いの方の〈呪われた守護像〉！」

「な……！」

　トレイルが手にした魔導書がバラバラと捲めくれるに従って、周囲の空気が激しく渦を巻き、そしてその渦は収しゅう斂れんし、凝集し、やがて樹精の手の上でチリチリと音を立て始める。

　待ってくれ、どうして攻撃魔法を、しかも倍掛けまでして撃つんだ!?

　だって、もう判わかってるはずじゃないか。

　そんなことをしたら──！

「…………。行け！」

　刹那、ゴウッと唸うなりを上げて、何もかもを圧潰する風の弾が解き放たれた。

　通った地面が深く刳えぐられていく軌跡を、最初こそ目で追いはしたものの、着弾の瞬間、僕は次に起こる最悪の事態を直視出来ず、反射的に顔を背けていた。

　──だけど。

「……結果良し。予測通りでしたね」

　ギュリッ、という低く耳みみ障ざわりな断裂音と、それを受けて静かに呟つぶやかれたトレイルの声に、恐る恐る前へと視線を戻す。

　そこでは──無傷だったはずの彫像の胸部に、大穴が穿うがち抜かれていた。

「な、なんで……？」

　漏れ出た疑問符に対して、トレイルが返すのは平静な声。

「《反魔》についてユウさんから情報を得たとき、もしかしてと思ったんです。『最も近くにいるもの』とは、奴らから見た『敵』に限定されないんじゃないか、と」

「──あッ!?」

　そうか、そういうことか！

　確かにあの技能の説明文には、一言も『プレイヤー側のＰＣにだけ』跳ね返すとは記述されていない。

　さっきビットが使った《受け流し》は対象を取れるから、それの対魔法版、距離限定なし版だと、僕はずっとそう思い込んでたけど──言われてみれば、確かにその通りだ！

　この『考え』が実際に処理として通るかどうかは、結局ＧＭの判断次第になるだろうけど、もし僕がこれをプレイヤーから主張されたら、却下することはないと思う。

　じゃあ、今更に思えた《敵性体看破》も、その正確な効果を確認するために……？

「……すごいよ、トレイル。僕はそんなこと、まるで考えもしなかった」

　気付きに至ること自体もだけど、ここまでの流れを組み上げたのが何よりもすごい。

　まさかこの敵に、こんな抜け道の戦い方があったなんて……！

「いえ、正直、完全に賭けでしたよ。はは……ほら、まだ手が震えてます」

　……そうか。

　さっき、トレイルが僕らの前に出たのは──魔法の射程圏内だったのに、あえて彼がそうしなければいけなかった理由なんて、万が一読みが外れて反射ダメージが飛んできたとき、自分でそれを受けるため以外に無い。

　一気に倒しきるためとはいえ、ＭＰの限界ギリギリまで突っ込んだ一撃が跳ね返ってきたら、ＨＰの少ない彼では耐えられる可能性も無かったはずだ。

　トレイルが命がけで打った『博ばく打ち』のおかげで、拓ひらけたのは勝利への道筋。

　そして──その上を今、紛まごうことなき僕らの最終兵器が通ろうとしていた。

「さァバッターボックスには期待の四番打者、エトランジュ選手です！　ひっひっひ……魔法ダメージを通す方法が分かった以上、もォォこっちのもんよ！」

　あいつが今までずいぶん大人しかったのは、単純に暴れる手段が無かったからだろう。

　ほら、その反動だかなんだかで、ただでさえ輝く目が爛らん々らんと光ってるじゃないか。

　もっとも、今だけは僕もそれを諫いさめる気なんてさらさら無い！

「エトランジュ、思いっきりやっちまえ！」

「お────っけぃ！」

　言うが早いか、彼女が持つ杖つえへと光が集まり始め、それはやがて、直視出来ないほどの輝きにまで増大していく。

「さあさ皆様御覧じろ、これぞ！　必殺の！　エトランジュ・〈聖撃セイクリッド〉・アターック！」

　それは、聖なる光の一撃と呼ぶより、もはやビームと表現すべきものだった。

　過あやまちなく、さっき穿ち抜かれた方の石像に伸びた光の束は、その意とは関係なく方向を捻ねじ曲げられ、まだ半分以上のＨＰを残していた片割れに直撃する。

「…………………………！」

　──そしてその残光が周囲から完全に消えたとき、もうただの石いし塊くれに戻っていた怪物は、がらがらと轟音を響かせながら地面に崩れ落ちた。

「っしゃあ！　一番手柄はもらったぜェ！」

「……えと、ごめん、なに今の？」

「倍掛けとかで撃ってましたっけ……？」

「いや、通常威力だね……」

「よし決めた。俺、今後はあの人を姐ねえさんって呼ぶ。モフられても我慢する」

〈精神〉に全ツッパして魔法を撃つ爽快感がどんなものか、ちょっと思い知った感。

　いや、それでも自分はそういうＰＣを作ろうとは思わないけど、今度ばかりはその大艦巨砲主義こそが大正義だった。

　これまで散々悩まされたお礼とばかり、全員で残りの一体──もう遠距離攻撃も出来ず、こちらに接敵も出来ない距離で藻も搔がくだけになった敵を睨にらみ据える。

「さぁて……後はアイツだけだな？」

　……もう、どうあっても、このターンで決着がつくだろう。

　終わってみればあっけなかったようにも思えるけど、それはあくまで結果論。

　トレイルの機転、ビットの機動力、リザがとった偶然の行動……そんなものが混じり合い、良いい方へ事態が運んだからそう思えるだけのこと。

　敵の片割れを倒してしまった以上、もう魔法による攻撃は望めないし、物理アタッカーの三人──実質はビットを除いた二人で倒しきらなくちゃいけない。

　……あと一歩だからといって、ここで気を緩めたりするもんか。

　そうだ。あのとき、僕はどれだけ──……

「悪いが俺はもうちょい下がらせてもらうぜ、さすがにいのちがあぶない」

　理の当然としてビットが最後列まで下がったあと、よろよろと近づいてくるだけで終わった〈呪われた守護像〉を目掛け、リザが弓を思い切り引き絞る。

　その矢は見事に喉元へと突き立ち、衝撃で巨体が一瞬グラつきはしたものの、まだ倒れるには到らない。

「ああ、１点足りてないし！　……仕方ない、ラストヒットは譲るよ、ユウ君！」

「う、うん……！」

　ここまでオロオロするばかりで目立った活躍も出来ていないのに、良いところだけ持っていくようでなんだか申し訳ないな、と思ったけど。

　これ以上の被害を出さないためには、ここで絶対にとどめを刺さなきゃ駄目だ！

「……──《刺突》！」

　敵の懐ふところに飛び込んで刺し貫く、移動と攻撃を兼ねた〈素早さ〉依存の技能。

　右手の剣を地面と水平に構え、そのまま僕は思い切り左腕を振り抜いた。

　瞬時、〈運命器ルーラー〉と呼ばれた女神の道具が輝き、僕以外の世界全てが静止する。

『回れ賽子サイコロ、運命を示せ！』

　ひび割れた世界の破片の中、〈天の声〉の叫びに呼応して、回り始める二つの六面体。

　それに示された出目は、期待値の７……僕の〈素早さ〉は５、足して12。

　決して良い数字とは言えないのは、言うまでもない──でも、運命が決した世界はもう色を取り戻し、動き出している。

「おおおおッ！」

　撥ば条ねに弾はじかれたボールのように飛び出した身体からだに逆らわず、瞬時に眼前に迫った石像の眉間を狙って、僕は手にした剣を力の限りに突き出した。
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「……あー、マジでしんどかった。トレイル、ＭＰポット持ってたよね？」

　もうピクリとも動かなくなった、かつて石像だったものに腰を下ろしたリザが、ぐったりとした様子で声を上げる。

　二体の完全撃破を確認した後、僕らはすぐにダンジョンの封印を解かず、まずは充分な休息をとることで意見を一致させていた。

「はい、どうぞ。しかし、買えるだけの回復薬を買ってきて正解でしたね。初戦からここまで消耗させられるとは」

「備えあれば患うれいなし……だね。うえ、この薬マズっ！」

　よほど苦いのか、露骨に渋面になったリザの表情で場に笑いが満ち、その弛し緩かんした空気から勝利の確信が染しみ入ってくる。

　僕が抱いていた危惧、初手全滅エンドという最悪の事態を撥はね除のけ、こうして五人とも無事で済んだのは──……

「当然、この俺が活躍したおかげだよなぁ？　そうだろ、ユウ！」

　背後から何やらふわっとした感触が近づいたかと思うと、ビットの声と共にぐいっと肩を引き寄せられ、反射的に振り返る。

「あ、うん、本当に格好良か……ってビット、血、血が！」

「やっべ、そういや俺ＨＰ半分以上刮こそげてんだっけ？　ウケんなこれ」

　前言撤回。

　そうだ、一人全く無事じゃない、大ダメージを負ってたんだった！

　え……いやこれ、もしかしてダメージの表現すら、人キャラによりけりなのか？

　僕はダメージを受けても出血はしないと思ってたのに、ビットは──ギャグっぽい表現とはいえ──思いっきり血を噴き出してるんだけど！

「わ、笑ってる場合じゃない！　エトランジュ、早く治してやってよ！」

「へーい、《治癒》入りまーす」

　ビットが癒やしの奇き蹟せきに包み込まれて回復した途端、あっさり流血も消え去ったところを見ると、あくまでそういう演出だったらしいけど……本気で焦あせったわ！

「……とりあえず、これでもう本当に一安心、だよな？」

　主観的に『激戦』と呼んで差し支えなかった初うい陣じんは、なんだか随分長く感じたけど、実時間じゃきっと十分も経過していない。

　まだ薄暗い早朝、朝露に濡ぬれた草木の匂いに包まれたこの山の中は、時折どこかで動物の鳴き声がする以外、もとの平穏な雰囲気に戻っている。

　なんかもう、かなりメンタルが疲れたし、許されるなら暫しばらくこの穏やかな場所で寝転んでいたいぐらいだけど、むしろここからが本番なんだよな……。

「で──どうする、いよいよ突入するか？」

　ＨＰを回復したからか、あるいは興奮冷めやらないからか、戦闘前より元気になったように見える猫人が、ストレッチをしながら皆に聞く。

「結局、ダンジョンの封印……結界は解けてないんだっけ？」

「ええ。ちゃんと封じられたままですので、まずは解除しないと入れません」

　封印解除のアイテムは、出発前、ギルドの親おや父じさんから『一番マトモに見えるから』という理由でトレイルに預けられた。

　彼が鞄かばんから取り出したそれは、いわゆる『鍵』の形をしているわけではなく、見た感じ手のひらサイズの、ただの赤いガラス玉にしか見えない。

「その解除って、時間がかかるの？」

「エトランジュさんは知っている！　魔法の玉は投げれば爆発して道が開くんだ！」

「いや、そんなことはありません。ちゃんと決められた手順を踏まないと……そうですね、十五分ほどあれば完了する、と思われますが」

　……十五分、か。

　時間があるなら、丁度いい──すぐ終わるようなら、皆に少し待ってもらおうと思ってたけど、それだけあるなら充分だ。

「じゃあ、ごめん。その間、ちょっと席を外していいかな」

「お、なんだ？　大きい方か？」

「デ・リ・カ・シ・ィ！」

　即座に乗っかって即座にツッコまれるビットに笑みで返して、ダンジョンの入り口とは逆方向、もと来た方に踵きびすを返す。

　すれ違いざま、石像の残骸の上で仁王立ちしていたエトランジュにちらっと目配せをすると、彼女はすぐにそこから降り立った。

「あーっと、それではあたしもちょっとお花を摘みに参りますわね。おほほのほ」

　いや……察しが良いのはとても助かるけど、その誤魔化し方だとまるで連れションに行くようだから、こっちまで恥ずかしいんだけど……。

「──んで、どしたい？　ユウさんや」

　三人から充分に離れた木立の陰、もう話を聞かれることもないだろう距離で立ち止まって向き合うと、彼女は普段と変わらない戯おどけた調子で問いかけてくる。

　でも、残念ながら……今の僕にはそれに付き合う余裕はなかった。

「……。多分、もう聞きたいことは分かってると思うけど──」

「なんだいなんだい。この世界のことかい？」

　ああ、やっぱり気付いてたか。まあ、心を読めるんだから、当たり前なのかもだけど。

　ともあれ、それなら輪をかけて話が早い。

「率直に聞くよ。お前はどうして、これを選んだ？　なぜ、僕を此処に連れてきたんだ？　この、明らかに失敗作だった世界シナリオに！」

　……そうだ。

　僕はそれを、さっきの戦闘中から、ずっと考えていた。

　決して拭い去れない既視感の正体。

　このシナリオは、僕が唯一、最後まで通してプレイ出来なかった過去の遺物……正直に言って、辛つらい記憶に属するものなんじゃないか、と。

　あれは、小学五年生の……夏休みのことだっただろうか。

　それまで、自分の趣味を友達に詳しく話したことがなかった僕が、初めて人を誘ってゲームをすることになった、あの暑い日。

　使ったシステムは〈テンペスト〉の初版。

　適当に作ったシナリオなわけじゃない──悪意があったわけでもない。

　むしろ、初心者だからこそ、あれこれやりたい気持ちが先走り、詰め込めるだけの要素を詰め込んでしまったのが最大の問題だった。

　僕はただ、『歯ごたえのあるシナリオ』を作ったつもりで……しかし悲しいことに、それを楽しめるように動かすための知恵や経験が、圧倒的に足りていなかった。

　今からしてみれば、どうとでも出来た話ではあったと思う。

　たとえば、父さんにシナリオをチェックしてもらっていれば。

　あるいは、自分で何度か、テストプレイをしてみてさえいれば。

　あの忌いまわしい〈呪われた守護像〉にしたって、そのヤバさに気付くことが出来たかも知れないのに。

　今でもなお、あのとき友達に言われた言葉は、ずっと耳に残っている。




「──ＴＲＰＧって、ぜんぜん面白くない」




　……当然の意見だと思う。

　何も分からないまま、ただ敵にボコボコにされて、それでも楽しかったと言える小学生なんているわけがない。

　多分、僕がプレイヤー側だったとしても、同じことを言っただろう。

　ＧＭ初心者にありがちな『やらかし話』の一つ、と言い訳は出来るかも知れない。

　だけど、僕の稚拙なシナリオをプレイしたことで、彼らのうちの何人かは、きっとそのまま永久にＴＲＰＧと縁が切れてしまったし、悪感情をも抱かせてしまった。

　だから、このシナリオは僕にとって、重い十字架のようなものなんだ。

　だというのに、なぜ。

　よりによって、どうしてこの世界に──僕を連れてきた！

「うーん」

　問い質ただしたきり、黙り込んでしまった僕を見つめたまま、同じように暫く黙していたエトランジュは、やがて首を大きく傾かしげてから、こう続けた。

「あたしはさ、別に意地悪でこの世界を選んだわけじゃない──ってか、正確に言うと、意図的に選んですらいないんだよ」

「……どういうこと？」

　この世界のベースになったのがあのシナリオだと言うなら、当然僕の記憶の中からそれを抜き出したってことじゃないのか？

「〈世界〉のベースはね、女神さんが『どれにしようかな』をやることもあれば、基準に従って決める場合もあんのさ。んで、今回は後者だったわけ」

「……じゃあ、それはどういう基準で──」

　流れに従えば、当たり前に浮かぶ疑問が口をつく。

　だけど、それに対する返答は、あまりにも意外で、とても受け容いれがたいものだった。

「そりゃ、ユウが──世界の創造者たるキミが、他の何よりも強く『これをやりたい』と願っていたものさね」

「そんな馬鹿な！　このシナリオには、嫌な思い出しかないんだぞ！」

　脳天へさっと血が上るような感覚がして、僕は思わず強い語調で反はん駁ばくしていた。

　だけど。

「うん。だから、かもね」

「え……」

　それでも何一つとして変わらない、エトランジュの声。

「ユウ。本当はずっとやりたかったんじゃないかい？　そのときのリベンジを」

「……それ、は」

　いつもの語調、いつもの目の色のままなのに、あまりにも落ち着いた、女神らしく澄んだ声が、心の時し化けを凪ないでいく。

「あたしの〈手〉は、ただ掬い上げただけなんだ。キミの記憶の海の中、開放されることを待ち望んでいた物語せかいを」

「…………」

「今さら信じられないかも、だけど。なあユウ、女神さんは決して──」

「──噓うそをつけない、だろ」

　ああ……おそらく、エトランジュの言う通りなんだろう。

　僕はきっと、このシナリオをやり直したかったんだ。

　どんなに不出来でも、これが僕のＧＭとしての出発点だったことは間違いない。

　だからこそ、あの時どうしたら良かったのか、どこをどう直すべきなのか。

　僕は、無意識にも、今日までずっとそれを考え続けていたのかも知れない。

「じゃないかな。いくらヤバい敵って言ってもさ、ルルブから消え、もう何年も登場させてもいないエネミーの詳細データなんて、普通はいちいち覚えてねぇっしょ？」

　……まあ、そのヤバさにばっかりに目が向いてて、攻略法には全然気付けてなかったってのは、なんとも恥ずかしい限りなんだけど。

「あっはっは。ま、改めて伝えとく！　この世界は、キミの中で確かに光っていた。暗く淀よどんでなんかいなかったさ。かなり奥底の方にあったのは確かだけど、ね！」

　そして、この屈託なく笑う女神が、そこから引き上げてくれた、か……。

「──とまぁ、色々言ったけんども、だ。ユウがどーしてもこれ以上進むのが嫌だって言うなら、それを尊重するよ。もう全てリセットして、物語を終わらせるかい？」

「……ちょ、ちょっと待って！」

　単純明快なのは嫌いじゃないとは言ったけど、折角の感傷を他よ所そに、あまりにもアッサリとした結論をひねり出そうとする女神を慌てて押し止とどめる。

「ん？　ああ、例の『バグ』が起きるんじゃねぇかって？　あー、そこはアレだ、女神さんが一命を賭としてでも、ノリと勢いでどうにかこうにか──」

「いやそれは──確かにそれも、あるんだろうけどさ」

　すっかり忘れていたその問題点はちょっと横に置くとして、今、僕が聞きたいのはそういうことじゃない。

「もしも、僕がここで終わらせることを選んだら、この世界の人達はどうなるんだ？　ビットは？　トレイルは？　リザは？　それにあの街の人達なんかは──」

「そりゃ、この世界と一緒に生まれたものは、この世界と共に消えるのが運命さね。現実世界のものは──たとえばユウは、あっちに帰ることになるけんども」

「消え……やっぱり、そう、なのか……？」

　またしても至極あっさりと言われてしまった事実だけど、それはそんな軽々しい感じに済ませていいこと、なんだろうか？

「……ただね、どんな形でシナリオが終わろうとも、そうなることは変わらない。だから、ユウはそのことに何の責任も、負い目を感じる必要もないんだよ」

　今度こそ僕の逡しゅん巡じゅんの意味を正しく捉えた女神が、珍しくなんの節も囃はやしも付けず、言い含めるように言葉を紡つむぐ。

「キミがくれた〈エトランジュ〉の名にかけて。それは、あたしだけが背負うものさ」

　その滑らかさは、かえってことの重大さと、そして彼女が持つ『何か』の重さを──多分、人間に過ぎない僕なんかには理解も及ばない深さを表しているようで。

　……お互いに黙りこくったまま、静まり返った風が流れた、少し後のこと。

『そろそろ、あの場を離れてから十分になりますね』

〈天の声〉が穏やかにその事実を告げたとき、僕は心の中で一つの決意を固めていた。

「……戻ろう、エトランジュ。三人みんなが待っているだろうから」

「ええのんけ？　ヤなことを無理に続けても、仕方ねぇんだぞ？　ブラック企業からは速攻で逃げるのが最善ぞ？」

「それをお前が言うか、ここまで散々振り回しといて！」

「てへへへ、ちげぇねぇ」

　──今この瞬間、笑う女神に頼んでこの世界を閉じてしまえば、僕はすぐにでも現実世界に帰れる。

　それは確かに、ずっと望んでいたことだけど、でも──それでも、今は。

「……シナリオをクリアしても、リタイアしても。結局最後にはこの世界が消えてしまう事実は変わらない、だから同じことだって、さっきそう言ったよな」

「おう。せやな」

「……僕、それは少し違うんじゃないかと思うんだ」

　まだ纏まとまり切っていない思考を、一つ一つ考え、嚙かみ締めながら言葉にする。

「物語をクリアして世界が閉じるのは、生まれた理由を達せたからだろ。でも、創り主から『もう要らない』と投げ出されて消えるのは……あまりにも悲しい気がしてさ」

　自分でも、バカバカしい考えかなと思わなくもない。

　この世界に存在するものからすれば、どっちにせよ消えてしまうって結末なんだから、そんなものはただの自己満足に過ぎないのか、と。

　だけど、物語が途中で放棄されてしまえば、誰一人──作者本人すらも──幸せには出来ないじゃないかという思いが、今、強く僕の背を押していた。

「この世界を創ったのはエトランジュだ。でも、この世界シナリオを作ったのは、確かに僕だった。不出来でも、みっともなくとも、やっぱり、僕が望んだものだから」

　決着まであと数時間なら、それを繰り上げたところで、どっちみち現実世界でこっぴどく怒られることに変わりはない。

　毒を食らわば皿までって言葉も──いや、今更一人でカッコつけても仕方ないや。

　もう、認めてしまおう。

「僕は、この物語を自分の手で完成クリアしたい。だから前に進むよ、皆と──エトランジュと、一緒に！」

　僕の願いを聞き届けた女神が、滅多に閉じることがない瞳を、静かに伏せる。

「……ふふふ」

「な、なんだよ」

　そしてそのまま、唇をほころばせた彼女は、潤むような目をして呟つぶやいた。

「ユウ。キミは本当に、優しい子だ」

「あー……っと、褒めてんのかな、それ」

　もう来年には高校生になるってのに、面と向かって優しいって言い切られるのはちょっとこう、むず痒がゆさが先に立つんだけど。

「うんうん、褒めてる褒めてる。……よし、こうやって地道に好感度上げとけば、いずれユウは女神さんルートに入るにちげぇねぇ」

「漏れてる漏れてる。そういうとこだぞ、ホント」

　……まあ、でも。

　僕の前に顕あらわれた神性は、やっぱりこのエトランジュで良かったのかもな。

　こうして連れ立って、一緒に歩くなら──お硬く気高い神様より、この迷走台風みたいなやつのほうが面白いのは、間違いないんだから。

「っし、んじゃあたしもひとつ、気合を入れさせてもらいましょ！」

「任せたよ、相棒。頼りにしてる」

　杖つえを振り回し、意気を示しながら歩き出した背中にそう声をかけた途端、ずるりと足を滑らせたエトランジュが派手に転倒する。

「おい、大丈夫か？　どうしたんだ、いきなり……」

「あ、あのですねぇ！　ユウさんもねぇ！　マジでそういうとこだぞ!?」

「……え、何が？」

　別に悪戯いたずらして押したわけでもないし、勝手に転んでおいて何を怒ってんだ……？

「あーはいはい、そーゆーことですかい。ねぇわー、マジでねぇわー。あと二年ぐらいしてから同じことを云いってみ？　場合によっちゃ刺されるからな？」

「……わけが分からないぞ、本当に」

　しかし、普段どおりのやり取りをしたおかげで、無駄に入っていた力も解ほぐれた。

「さあ、それじゃ、ケリをつけにいこう」

「あいよ！」

　僕とエトランジュは、並んで歩き始める。

　いつかの僕が置き去りにしたつもりで、ずっと抱え続けていた物語──その確かな結末を見届けるために。

「──実はさ」

　不意に、杖の尻でととん、ととんと地面を叩たたきながら歩く彼女が呟く。

「あたしも、ユウに聞きたいことがあったんだよね」

「……大事なこと？」

「うん、とてもとても大事なんだ。少なくとも、あたしにとっちゃ」

「良いいよ、まだ時間はあるし……何？」

　木立の先に見えてきた三人の姿──それがまだ小さいうちにと、僕が質問の先を促すと、くるっとこちらに振り向いた彼女は、大きな目を瞬しばたいてこう言った。

「──『オタンチン・パレオロガス』って、結局なんなん？」

　………………。

　い、いや、こいつ、あんな小ネタ一つ、いまだにずっと考え続けてたのか!?

「あー……うん、あとで教えるよ」

　ちょっとだけ、ほんのもうちょっとだけ、これからはエトランジュに対する当たりを弱めにしておこうと、そう心を改めつつ。

　彼女の背を強く押した僕は、さっきぶり二度目の下り斜面へ向けて走り出した。

「──この世界の攻略が、無事終わったらね！」
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　……『それ』は突然、何もない場所から顕れた。

　青い空に窓を切り抜いたかのように、世界へ真四角の開口部を作り出した『それ』は、小さな体たい軀くから溢あふれ出る神威かむいを隠しながら、高い木の頂点へと降り立つ。

　そこから暫く下界を見下ろしていた彼女はやがて、森の中の広場へ向かって歩む男女二人の姿を認めると、さも嬉うれしげに目を細めた。

『見つけた、見つけた、見つけたわ……くす、くすくす……』

　切れ長の目、朱を引いた頰。鳥の囀さえずりのような、しかし空気を震わせない声。

　その中に底知れない冥くらさを練り込んで、少女は木立を伝い、二人へ音もなく忍び寄る。

『嗚呼ああ、これでまた一緒に遊べるわ。ねぇ、私の大嫌いな[image: くろぬり]！』

　誰にも届かない、聞き取られない声で、『それ』は人でないものへ呼びかける。

　やがて、その不意なる世界への侵入者は、地下迷宮へと入っていく冒険者たちを追い、葉擦れの音に紛れて姿を消した。











第六章　「その莫ば迦か面も久々ね」









　入り口の封印を解除し、突入したダンジョン──あの洞窟じみた外観に反し、明らかに人の手によって造られた石造りの通路を進んだあと、僕らはやがて辿たどり着いた最初の玄室を思った以上にすんなりと攻略し終えていた。

　過去の自分はやはり脅威度を基準にエネミーの配置をしていたようで、その部屋では〈ジャイアントバット〉一体と〈コボルト〉三体が鎮座しているだけ。

　開幕の守護像戦が緊張で喉が焼け付きそうな内容だっただけに、今度は至極危なげもない勝利で終わってしまって、いっそ拍子抜けした感じすらある。

　けど、おかげで大した損耗もなかった僕らは、そのまま更に先へと進むことになった。

「……何もいねぇ、大丈夫そうだ」

　玄室を出る側の扉を半開きにし、そっと先を覗のぞき込んだビットが、視認範囲に敵性体が存在しない旨むねを呟く。

「ねえ、道の先はどうなってるの？」

「また細い通路だ……が、先の方で二手に分かれてるみたいだぜ」

　拳闘士の言葉をもとに、記憶の糸を手繰り寄せる。

　第一階層の分かれ道はどちらに進んでも玄室があり、それを抜けた先で再度道が合流、そこから下り階段に続くという構造をしているはずだ。

　そして──そのどちらか一方の部屋は罠わなだらけ、いわゆるハズレ部屋。

　分岐を進んだ時点で道が閉じて戻れなくなるので、部屋を覗いてからもう一方を選び直すことが出来ない上、どっちが正解かはプレイごとにＧＭがランダム決定するという念の入った設定だけど……なんでまたそんな風にしたんだか。

　いや、あの当時はそれがドキドキ要素だと思ってたんだろうけどさ、本来『運が悪いだけで不利益が確定する』状況って、プレイヤーのストレスにしかならないよね……。

　とはいえ、その瑕か疵しを今更嘆いても仕方ない。

　パーティ全員で周囲の状況を確認しつつ、ゆっくりと歩を進めた先、いよいよ目の前に迫った分岐路の前で一旦立ち止まる。

「……これ、どっちに進むべきでしょう？」

「合流出来るとも限らないし、二手に分かれるのは良くないよね。どう思う？　ユウ君」

「え!?　あ、ああうん、それは止やめといたほうがいいと思う、かな」

　……これはちょっと前から感じていたことだけど、この世界、物語についてメタな知識を持っていても、一方的なアドバンテージとはならないようだ。

　まさに今の質問と返答がいい例で、ここで二手に分かれても先でまた合流出来るし、問題ないことを、僕はちゃんと知っている。

　でも、それをそのまま主張したとして、「何故なぜそんなことが断言できるの？」と問われたら、即座に返答に窮してしまうだろう。

　まさか「このダンジョンは僕が作りました」なんて言えるはずがないし……とはいえ罠部屋の危険を知っている以上、何もせず皆を巻き込むこともしたくない。

（なあ、分岐の辺りに何かこう……ヒント的な目印が付いてたりとか、しない？）

　完全に正誤50％の二択問題、答えが出っこない議論を背後に聞きつつ、一いち縷るの望みをかけて〈天の声〉に提案してみる。

　それに対して、少々の間はあったものの、やがて彼女から一つの裁定が下った。

『そうですね……ではユウ、〈命運〉で判定して下さい。目標値は11としましょう』

（わかった。ありがとう）

　ＴＲＰＧらしく、なんでも聞いてみるものだ──というか、これは間違いなく女神ＧＭの権限でこの状況に対する緊急措置を作ってくれたんだろう。

　僕の〈命運〉は２だから、出目９の要求はなかなか厳しいものがあるけど、そうすることでシナリオに設定されたランダム要素をも尊重したバランスにしたのかな。

　いずれにせよ、僕が残してしまった問題点を運用で上手うまく捌さばいてくれたことに感謝しつつ、皆から隠れてそっと左腕の神器を振り抜く。

　世界に流れる時間の外、回りだした二個のダイスが示したのは、４のゾロ目……いい感じの出目ではあるけれど、目標にはいま一歩届いていない。

『残念ですが、あなたはそのような目印を発見することは出来ませんでした』

　ううん、これだけしてもらっても駄目だった以上、もう仕方ないか……。

「……確信はないんだけどさ、左に行かない？　どう？」

　これ以上ここで停滞してても意味がないし、それなら僕が決めて責任を負おう、と──それでもみんなに一応の意見は求めたものの、結局は誰も決定打なんて持ってないから、反対意見が出ようはずもなく。

　言い出しっぺの僕が先頭、一番後ろにビットを配した隊列に組み直し、再度進み始めた僕ら全員が分岐ポイントを通り過ぎた途端、後ろからドシーンと大きな音が響く。

「うおおッ!?　な、なんだ、罠か!?」

　驚きで長い毛を逆立てたビットが、その轟ごう音おんの原因である罠、落とし戸に取り付いて必死に持ち上げようとしているけど、当然ピクリとも動く気配はない。

「マジか……これ、この先で行き止まりとかじゃねぇだろうな？」

　閉じ込められ、先に進むしかないという状況は、ただそれだけで圧迫感がある──そのせいなのか、この辺りは足音がやたら大きく反響する気がする。

「なぁ、リザりんや……なんかここ、オバケ出そうじゃね？」

「ちょッ！　やめてよ、そーゆーの考えないようにしてるんだから！」

　ビットと入れ替わりにしんがりに立った女性陣が怖がりながらもきゃあきゃあと言い合っているけど、僕に至ってはそんなふうに騒げるだけの余裕もなかった。

〈テンペスト〉は明確な光源を持ってなくても暗所ペナルティを課されることのない、だいぶ易しめ設定のＲＰＧだから、システム的には行動に支障はない。

　けど……それとは無関係に、僕は薄暗くて狭い場所が絶望的に苦手なんだよね……。

　もしも仲間がいなくて、こんな通路を一人で進むことになってたら、現実への帰還を諦めて逃げることも本気で考えてたよ、多分。

「……また扉だぞ。おい、リザ、頼めるか？」

　永遠に続くように思えた暗がりの最後、わざとらしいほど大きなドクロマークが付いたドアが姿を見せると、立ち止まったビットが背後を振り返る。

「いいけどさ、あんまり期待しないでよ？　ウチは本職じゃないんだから」

　罠の発見及び解除は〈器用さ〉に依存するから、それが高いリザに任せるのは自然ではあるものの、そのあたりを専門にする位階クラス〈盗賊シーフ〉でない以上、発見判定にボーナスが付く技能スキルなんかは持っていない。

　すらりと長い脚を折って屈かがみ込み、ドアを調べ始めた弓師を見ていると、その後ろ姿に重なるようにして現れた幻影のダイスが二個、滑らかに回転し始める。

　──ダンジョンに入る前、僕は〈天の声〉に頼んで、僕以外の仲間が行った判定の出目も見えるようにしてもらっていた。

　出目が見えれば判定値が分かり、判定値が分かれば更に様々なことが類推出来るんだから、思えばもっと早くからそうしてもらっとけばよかったのにね。

　ともあれ、今回の出目は１と４で５。彼女の〈器用さ〉９を足して達成値は14、か。

「うーん……多分大丈夫だと思う、多分！」

「ど、堂々と曖昧なこと言うな、お前……」

「だってしゃーないじゃん、実際そう感じるんだから！」

《罠検知》の判定で『見つからなかった』場合、それはイコール『存在しない』でなく、『在るけど見つけられなかった』という可能性も含む。

　達成値自体は悪くないけど、出目だけ見れば２Ｄ６の期待値である７を割り込んでいる……とすると、今回は発見そのものを失敗している可能性が高い、か？

　こういう場合のセオリーとしては、何かあっても耐えられるよう、体力と防御力に優れるＰＣが先頭に立つべきだ。

「僕がドアを開けるよ」

　リザと場所を交代し、皆にも下がってもらってから、ドアノブに手をかける。

　この時点で、僕は確かに罠がある可能性を考慮してはいた。

　ただ、こっちが罠満載の部屋であろうと、入り口にまで仕掛けていた記憶はなかっただけに、念の為ためレベルの慎重さだけをもって扉を開くと──……

『あなたがその扉を潜った瞬間、上から何らかの液体が降り注ぎました』

　──噓うそだろ。

　それは一体何ですかと心中で聞き返す暇もなく、ヌルヌルの液体を盛大に頭から被かぶってしまった僕へ、更に追撃の一言が飛ぶ。

『見れば、あなたの正面、部屋の向こう側。そこには魔法で灯ともされているらしい大きな篝かがり火びがあります。そして、その後ろには弓の発射台が──……』

（……ま、まさかとは、思うんだけど）

　さっき頭から被った液体の臭いを、天の声に聞いてみる。

　回答、『ランプ油のそれに似ています』。

（やっぱりかぁぁッ！）

『さて、ユウ目掛けて矢が発射されました。それは炎を潜り、そして──』

　もう、言われなくても次に要求される行為は分かっている。

　油＋火矢、イコール、冒険者の丸焼き──それがイヤなら回避しろってことだろ！

『キミのように察しの良い子は大好きです。あ、でも、罠の警戒もしてましたので、回避目標値は11に低減してますよ。さあ張り切ってどうぞ！』

　冗談じゃない、マジで丸焦げになるのは嫌だぞ、僕は！

　小さい頃に怖い映画でそういうシーンを見てしまって以来、黒焦げの人間がトラウマになってるんだ、自分が同じ目に遭うなんて想像すらしたくない！

　いや……いや落ち着け、大丈夫だ。

　僕の〈素早さ〉は５だから、６さえ出せばいいんじゃないか。

　さっきの〈命運〉判定よりずっと確率は高いんだ、いける！

　……しかし、そんな必死の祈りを込めたロールは往々にしてそうなるように、再び手首から振り放った女神のダイスが指し示したのは……。

　２、３。合計５。つまり、達成値……10。

　おでこにゴツンと当たった火矢から移った火は、一瞬で僕の全身に回っていって。

「………………げほっ」

　その焰ほのおがおさまったあと、黒焦げになった僕の口から真っ黒な煙が吐き出される。

　いまだにドアノブを摑つかんだまま、呆ぼう然ぜんとして立ち尽くすしかない僕の背後で、仲間三人はドン引きし──そして残る一人の女神様はただ、静かに肩を震わせていた。

「き、機関車ユウちゃ……ふ、ふふッ……！」

　……うん、決めた。あいつはこのあと、一回本気で叱っとこう。







「ごめん、ウチのせいで……マジごめん！」

　エトランジュへの説教とＨＰ回復のため、いったん部屋の外に出た僕は、そこで何故かリザから平謝りされていた。

「だ、大丈夫だよ、見た目ほどヤバいダメージじゃなかったし」

「でもさ、ウチがちゃんと罠を見つけてれば、あんな目には……」

　こうまで気にするのは多分、僕の黒焦げビジュアルがよっぽどアレだったんだろうけど、仕方ないことにこれほど責任を感じられると、かえってこっちの気が引ける。

「いやいや、本職の〈盗賊〉でも失敗はするって。気にしないで、ホントに！」

「う、うん……ありがと、ごめんね。じゃあウチ、頑張ってくるから！」

　僕の言葉で少しは元気を取り戻してくれたらしく、彼女はそう言うなりグッと力をこめるジェスチャーを残して、罠わな部屋の中へ入っていった。

『この部屋は一辺二メートルほどの床板が白黒の市松模様に塗り分けられています。入ってすぐ横には、なにやら半分朽ちた木製の看板が立てられていますね』

「……『貴様らはここで罠にかかって死ぬ』、だと。余計なお世話過ぎるわ！」

　極めて意図の判わかりやすいその看板を一読するなり、全力で蹴り倒したビットの横では、リザが早速あちこちで罠が無いか探す判定を繰り返している……けど。

「うーん……」

「どしたんユウちゃん。まだどっかのコゲが取れん？」

　その様子を見ながら低く唸うなっていると、エトランジュがポンと肩を叩たたいてくる。

「いや……どうも悪い出目が続くなぁと思って。僕は二回続けて目標値に１点届かなかったし、リザの《罠検知》失敗も、実はだいぶ惜しかったんじゃないかな」

　もう少し遡れば、彼女は〈呪われた守護像カースドスタチュー〉も１ダメ足りずに倒しきれなかった。

　出目が揮ふるわないのはＴＲＰＧじゃ日常茶飯事とはいえ、目標値が高すぎるってわけでもない判定でミスり続けるのは、精神的によろしくない。

　ま、別に誰のせいでもないんだけどさ──そう付け加えて話を終わらせようとした僕に対し、なんだか妙な顔をしたエトランジュは、突然そこかしこにキョロキョロと目を凝らし、何かを嗅ぐように鼻を鳴らし始めた。

「……ああ、ついに壊れたか……やっぱり……」

「やっぱりって何さね!?　ちゃうねんて、いいかいユウ。こりゃ〈妖怪１足りない〉の仕業なんじゃよ！」

「は、はあ……？」

　妖怪１足りないってのは、ＴＲＰＧ界かい隈わいじゃよく使われるスラングだ。

　まあ、大事なときに限ってダイスの出目が１点不足する現象を妖怪の仕業になぞらえているだけで、実際にはそんなものがいるわけがないんだけど。

「まあ、女神が言うと本当にいるっぽく感じるな、〈１足りない〉って妖怪が」

　だからこれは、たまにはボケに乗ってやろうという同情心からの発言だったのに。

「いるよ？」

「へー、そうなのか、ははは……は？」

　もう、このリアクションも何度目か分かんないけど──今、なんて言った!?

「ＹＯ、もう一人のあたし！　ユウにもヤツを視みえるようにしてやってくれね？」

『はぁい。ねえユウ、あなただけ特別、ですからね……？』

　なんで妙に艶っぽい口調だったのかは問わないでおくとして……それ以前に何を二人して独り言を言い合ってるのか、訝いぶかしんでいると。

「うッ!?」

　いきなり目の前だか中だかが真っ白に輝いて、慌てて目を閉じる。

「ほい、そしたら目をゆっくり開けてみ」

　言われるまでもなく、急に明るい場所に出たときのようなゆっくりさでしか開かない目を慣らしながら、エトランジュが指差す天井付近の暗がりを見つめてみる。

　すると──今までは絶対に何もいなかったはずの空間、僕らが通ってきた廊下の中空に、何かしらの影がおぼろに形を取り始めた。

「…………え、ええ？」

　それは、中空にふわふわと浮かんでいる、八歳ぐらいの歳としの女の子。

　膝下まで伸びた艶のある黒髪を綺き麗れいに切り揃そろえた、ルビーのように紅あかい目で僕らを見下ろしている、ファンタジー世界にあっては異質の和風ゴス調の服を纏まとった存在。

[image: ]

「あ、あれが〈妖怪１足りない〉……？」

「うむ。或あるいはそう呼ばれてる厄介もん。辛かろうじて女神の端くれである何かぞ」

「は……え？　ちょっと待て、あの子も女神なのか!?」

　そりゃまあ、世の中に神や女神が一人だけしかいないとは思ってなかったし、あの子が人間だとも一切思わないけど、まさかここに来て更に増えるとは。

　言われてみれば、一種異様なほどに白い肌とか、あの子が発散しているオーラなんかはどことなくエトランジュと似ている部分もある、ような──……

『……なにをジロジロ見てるのか知しら？　分を弁わきまえなさいな、小粒人間』

　突如として、音としては美しく、しかし凍りつくような嘲りが小さな口から放たれる。

　室内の三人が反応すらしないのを見る限り、それも実際には頭の中にだけ響くテレパシーみたいなものらしいけど、威圧感がとんでもなく強い。

「う……」

　気け圧おされて後あと退ずさった僕の前、奴やつとの間へ割り込むようにして、エトランジュが進み出る。

「相変わらずコソコソと上手うまく気配を消すもんだわ。此処ここで何してン、出禁妖怪！」

『妖怪って言うな！　私には〈秘鍵クラウィス〉という名があるのを知っているでしょう！』

　あ、本人的には妖怪扱いされてんの、イヤなのね……。

　エトランジュの挑発に見事乗っけられてる自分に気付いたのか、ハッとしたように着物のような服の袖で顔を覆ったクラウィスが、気を取り直すように咳せき払ばらいを一つ。

『ふン……まあいいわ。しかしその莫ば迦か面も久々ね、[image: くろぬり]。今はエトランジュって呼ばれているのか知ら？』

「いい名前だろ、やんねーぞ？　もっとも万年ロリには似合わねぇッスけどねぇ！」

『そんなヘンな名前、アタマの中が気化蒸発している貴女あなたにしか似合わないわ。結構よ』

「はっはっは★」

『くすくすくす』

　怖いもの見たさと猫をも殺す好奇心から言い合いの様子を覗き込んでみたものの、僕はそっとエトランジュの背後に戻るなり、以降完全な傍観を決め込んだ。

　二人……二柱というべきか、声では笑っているのに双方の目だけがマジ過ぎて、あまりにも怖いんですが……。

「ンで、結局何しに来たんよ。悪いけどさ、あたしゃ友達付き合いする相手はちゃんと選びたいタイプなんだわ！」

『何しに来たかなんて言うまでもないわ。楽しそうなお前の邪魔をしに、よ。しかし、選んだ結果がそのひょろひょろ豆モヤシ？　どこまでも趣味がお悪いこと』

「おいおい、どこまで節穴アイなん？　ユウのことは細身のイケメンと表現せんかい！」

（……あの、どっか違う所でやってくんないですかね……）

　何故なぜか鞘さや当あてに巻き込まれたのはともかくとして……エトランジュがここまで分かりやすく感情を露あらわにするのって、初めて見たな。

　良かった。コイツにも僕が理解出来る部分がちゃんとあったんだ！

　無為にも程がある僕の感心をよそに、ヒートアップした二人の口論はついに頂点近くまで登りつめていて──そしてその切っ先は突然、僕の方へまでも向けられた。

『もういい、覚悟なさい。そこの雑ざ魚こ人間、アンタもよ！　私があなたたちの運命をメチャクチャにしてあげるから、有あり難がたく受け入れて惨みじめに泣いちゃえ！』

　言うだけ言って、嘲り笑いを後に残して、そのまま小柄な女神の姿が搔かき消える。

「………………」

　彼女がいた場所を見上げたまま啞あ然ぜんとしていると、珍しさで雨が振りそうなほどガックリした表情のエトランジュが、僕の背を優しく撫なでて来た。

「あー……その、ユウ、気にせんでな？　ぷりちーゴッデス・エトランジュと違って、あの女はホント、マジでありえん最強にクッソ性格悪いから……」

「え、あ、うん。いや、ビックリしてただけで、別に大丈夫なんだけど」

　しかし、あんなんだったんだな、〈妖怪１足りない〉って。

　現代風にイメチェンした座ざ敷しきわらしか日本人形……とでも表現すればいいか、ドレスっぽく改造した赤い和服を着ていたし。

　もう女神関係では驚き尽くしたと思ってたのに、まだあんなのが出てくるとは。

　にしてもあの子……清せい楚そな見た目に反して尋常じゃなく口が悪かったから、印象の八割ぐらいがそれに尽きて、他に言うことがあんまり見当たらない。

「エトランジュは、アレと旧ふるくからの知り合いなわけ？」

「いやー、知り合いっつーか、腐れ縁っつーか……はぁぁ……」

　深い深い溜ため息をついたあとで解説してくれたところによると、〈秘鍵クラウィス〉は世界の流れに介入し、悪い方向に捻ねじ曲げる力を持つ女神、らしい。

「え、それって、相当ヤバいヤツなんじゃないのか……？」

　更にやたらと嫉妬深く、悪戯いたずら好きで、人間嫌いで──と、そこまで付け加えたときのエトランジュの表情はもう、ダース単位で苦虫を嚙かみ潰したレベルになっていて。

「人が楽しんでるトコに寄ってきてさ、誰かの運を極端に悪くして場を乱そうとすんのよ。けどそんなん逆に盛り上がるじゃん？　で、最後には泣いて逃げるっていう……」

　……ええと、ちょっと待って欲しい。

　なんだかその……いきなりダメな情報に変わった気がするんだけど？

「いっそ憐あわれなヤツなんじゃないの、それ」

「せやねん。だからずっと友達が出来ないんだよ、アイツ。ま、そういうあたしも一人として友達いねーけどさ！　あっはっは……あれおかしいな、目から雨が」

　……そこは当事者の僕としても若干擁護し辛づらいところがあるから、とりあえずはノーコメントにしとくよ、とりあえず。

「ま、まあとにかくね、ゆーても一応は女神さ。アイツにも『制約』ってのがあって、どうとでも好き勝手に運命を捻じ曲げられるわけではなく──」

　と、そこまで話が進んだとき、部屋の中から響くリザの苛いら立だちの声。

「あーもう全然分かんない！　なんか今日、ものすごく微妙に調子が悪いんだけど!?」

「──そう、あんな具合に出目を『１足りない』状態に出来るだけ、なんだな」

　な、なるほど……だから〈妖怪１足りない〉、ね……。

　セッション中、やたら運に恵まれないＰＬが一人はいたりするもんだけど、まさかこんな裏事情があったとは。

　しかし……どうしてこう女神ってのは揃いも揃って変人ばかりなんだ……？

「変人とは失敬な。変神と言いなさいよ、格調高く！」

　う、うん。そう呼んで良いなら、良いいんだけど。

　ともあれ、今現在はリザと僕があの『トンデモ女神その二』の標的にされていて、そのせいで出目がずっと下振れしてるんだってことは理解した。

　正直、最初は『女神の割にずいぶんと残念だな』と思ったけど……このＴＲＰＧ世界ではかなり厄介な能力で、今がよくない状況なのは間違いない。

　さっきリザが叩たたき出した達成値でも駄目なのだから、僕を含め他の仲間が罠わなの発見を試みたところで、ほぼ失敗に終わるだろう。

　一つ二つのことなら試行回数を重ねることで潰せるとしても、この部屋は罠満載だって言い切られてる以上、総掛かりで解除してくのはまず無理だ。

〈剣士ソードマン〉の《庇うカバー》は戦闘中でないとダメージの肩代わりは出来ないし、万が一ＨＰの低いトレイルやエトランジュに罠が当たった日には、それが致命傷になりかねない。

　そんな中、どうやったらこの危険地帯を安全に越えられる……？

「……アレをやるしかない……かなぁ」

　いくら考えてみても、結局僕の思考が行き着くところは一つしかなかった。

　全くスマートじゃない、他に手段があるなら避けたいやり方だけど……仕方ない。

　この部屋を作ったのが僕なら、さっき左右の二択をミスったのも僕だ。

　だったら、やはり僕が責任をもって、みんなを守らなきゃ。

「……エトランジュ、分かってるよな」

　ズボンの煤すす汚れを手で払って、傍かたわらの相棒に声をかける。

「おう、分かってるぜ！　ちゃーんと骨は拾うけんね！」

「違うわ！　一個も分かってないじゃないか！　《治癒ヒール》を頼むって言ってるんだよ！」

「あー、なんだ、そっちかい。惜しかったなぁ！」

　何が惜しかっただよ、人を華々しく散らせようとしておいて──まあ、やろうとしていること自体を察してはいるようだし、頼むよ本当に。

　一抹どころか三抹ぐらいの不安感を残しつつ、それでも覚悟を決めた僕は、安全なルートをどう探すべきか審議中の仲間たちへと歩み寄った。

「ユウさん。怪け我がは大丈夫ですか？」

「うん、おかげさまで」

　心配して声をかけてくれたトレイルの肩を軽く叩いてから、白黒の市松模様で区切られた部屋の先、此処まで来てみろと言いたげに憎々しく燃える篝かがり火びを睨にらむ。

　……出来ることなら、もう一回丸焦げになるのは、避けたかったけど。

「あ、ユウ君、ごめん。まだこれより先は《罠検知》が終わってな──」

　リザの言葉を聞き終えるより早く、僕は大きく息を吸い──そしてそのまま出口へ向かって一直線に、全力で走り出した。

「ちょ、ちょっと、何してんの!?」

　背後から投げかけられる、悲鳴のような叫び──だけど、ここで止まってしまったら、折角決めた覚悟が何の意味もなくなってしまう。

『えー、あなたが通ったルートには、床からの槍やりトラップ、落石罠、斧おの振り子……そしてトドメの爆発トラップが存在していました。それらは順次起動していきます』

　構わないさ、最初から覚悟の上だ！

〈天の声〉が告げた通り、足元からの槍に突かれ、落ちてきた岩に打ち付けられ、斧に斬られ──最後に地雷のような爆発が起こったのが連続的に知覚される。

　その一発ごとに結構なダメージを食らっているけど、このためにアイツに控えていてもらっていたんだから！

「エトランジュ！」

「はいよ、《治癒ヒール》一丁！　よく冷えてるよ！」

　ＭＰ回復手段がまだ多い現状、エトランジュの無駄に回復量の高い《治癒》と、そしてこのパーティで一番ＨＰの高い僕が組めば、被害は最小限度で済む！

　これこそが、極めて単純かつＧＭ泣かせな突破方法──誰か一人を犠牲に、仕掛けられた罠の全てをゴリ押しで突破する、通称『漢おとこ解除』。

　当然、実施するヤツはただただダメージを受けるわけだから、ダメコン要員がＨＰ管理をミスったら即座にアウトだけど、おふざけはしないと約束しただけあって、エトランジュの回復処理は実に的確だった。

「ゴール……っ！」

　最後の爆発が魔法扱いだったせいで、一瞬お花畑のようなものが見えはしたものの──どうにか全ての罠を突破した僕は、そのまま炎の台座の下にへたばりこんだ。

「い、胃が痛い……ような気がする……」

　あとで回復してもらえると分かってはいても、勢いよく斧の刃が迫ってくるのを直視させられるのは、覚悟してなお滅め茶ちゃ苦く茶ちゃキツい。

　現実世界に戻ったとき、心因性の胃潰瘍が出来てたりしないだろうな、これ……？

「おいおい、大丈夫かよユウ！　無茶しすぎだぜ！」

　僕が通ったマス目、罠が発動済みのルートを抜けてきた皆が、僕を取り囲む。

「……なるほど、確かに効率的な手法と言えるかも知れません。でも、まずは一言伝えてから実行して下さい！　見ているこっちの息が止まりそうでしたよ！」

「あ……ご、ごめんね」

　見た目はクールに見えるけど、なかなか熱い男なんだな、トレイルって。

　さっきはエトランジュに説教してた僕なのに、同じテンションで思いっきり怒られてしまっては、なんともバツが悪い。

「まあまあ、おかげで通れたのは確かなんだし、無事だったんだから良いじゃん。とりあえずユウはＨＰポーション飲んどけよ。俺の分けてやろうか？」

「ありがとう、まだあるから大丈夫」

　ここまで僕はほぼ無傷で来たから、手持ちの回復剤は潤沢にある。

　これほどリアルな世界でも、薬を飲みさえすれば一瞬で身体からだが軽くなるあたり、やっぱりこれはゲームなんだなと妙な実感を覚えつつ──槍がわずかながら刺さった右腕の動きをチェックしていると、リザがそっと近寄ってくる。

「あの……あのさ、さっきから、ウチのせいで、ホント……」

　おずおずって擬音が文字になって表示されそうなぐらい、明るく勝ち気な彼女が見る影もなく、すっかり落ち込んでしまっているご様子。

「ちゃんと見つけて解除できてれば、ユウ君があんなことする必要なかったのに……ウチ、全然役に立ってないなって……」

「いやー……それ言ったら、彫像との戦いでは僕、何もしてないじゃない」

　あのときやったことと言えば、昔の記憶にビビって右往左往した挙げ句、漁夫の利みたいな撃破数１ラストヒットをもらっただけ。

「出来るときに、出来る人が、出来ることをやれば良いんじゃない？　僕ら、仲間なんだからさ──あ、でも、それでトレイルに怒られてちゃ仕方ないね」

　大げさな調子で苦笑いしてみると、それに釣られてくれたのか、彼女の口元が少しだけ綻んだ。

「優しいんだね、ユウ君は」

「……出来れば、そうありたいんだけどね」

　女神と同じ言葉を掛けられてしまって、今度は苦笑いが漏れる。

　違うんだ、この戦いで僕が傷付くのは、自じ業ごう自じ得とくみたいなものなんだよ。

　そうでなければ、このダンジョンの攻略──僕の過去への挑戦に、知らなかったとはいえみんなを巻き込んでしまったことへの責任とでも言うんだろうか。

　だから、そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど……今は、申し訳ない気持ちの方が大きい。

「僕は大丈夫だから、残りの出口に罠がないか確認をお願いしていい？」

「了解！　今度こそ頑張るから、見ててよね！」

　ばつの悪さを誤魔化したのにはきっと気付かなかったリザが、跳ねるように走っていくのを見送った僕の背後に、何かがするりと忍び寄ってくる気配がする。

『はいはい……仲睦むつまじくてたいへん結構ですこと』

　ほんの一瞬だけ、からかいにきたエトランジュかとも思ったけど、アイツはこんな凍りつきそうな声は絶対に出さない。

（……現れたな、ダメ妖怪）

　目をやってみれば、案の定──さっき出会ったばかりの性悪女神、クラウィスが不機嫌を極めたような顔をして浮かんでいる。

『私、さっきから下らない仲良しごっこを見せつけられてるせいで、ひどい胸焼けがするのだけれど。一体どう詫わびてくれるのかしら、コマドリ男さん？』

　勝手に世界に飛び込んできて、勝手に不愉快になって、勝手に文句を言いに来る──そんな傍若無人な振る舞いをこうも重ねられれば、腹が立たないはずがない。

「知らないよ、そんなの……つか、そう思うならとっとと僕らの物語から消えればいいじゃないか。そうだろ、〈妖怪１足りない〉さん！」

　瞬間、ブワッと音がしそうなほどの勢いで、彼女の神威かむいが爆発的に増した。

『黙りなさい！　お前に妖怪呼ばわりされる謂いわれなど、寸すん毫ごうほども無いわ！』

　な、なんだよ……さっき心の中でそう呼んだときは怒る素振りも見せなかったのに、いきなりどうしたんだ、コイツ……？

　正直、怖くないといえば噓うそになる──でも、ここで言い負ければ僕だけじゃなく、仲間たちのことまで並べて侮辱されそうで、それだけは我慢がならなかった。

「……現代日本じゃもう、それがミームとして確立しちゃってるんだ。仕方ないだろ」

　出来る限り声を震わせないように頑張りながら、子供然とした女神に言い返す。

　すると彼女はその反はん駁ばくを耳にするなり、その美しい黒髪を搔かき毟むしり、怒りと悲しみを綯ない交まぜにしたような声を絞り出した。

『嗚呼ああ、だから私は人間が嫌いなのよ！　好き勝手に誰かの本質を規定して、そのように振る舞わせるなんて！　だからこそ、あの子と私は──』

　冷たい顔と嘲笑しか出来ないのかと思っていたのに、いきなり感情を露あらわにして捲まくし立て始めた彼女はしかし、そこまで言いかけたところで不意に口を噤つぐんだ。

　今言った『あの子』って、エトランジュ……だよな？

『……フン。どうでも良いわね、そんなこと』

　怒り出すのも早ければ、興が冷めるも同じぐらい早い嘲笑わらう女神は、また冷淡でぶっきら棒な口調に戻ってしまって、くるりと袖を振るなりその姿を消した。

『私に歯向かったこと、よく覚えておきなさい……短小坊や！』

　……何故なぜクラウィスはあそこまで人間を──あるいは僕を、敵視するんだろう？

　そりゃ女神の機微なんて分かりっこないけどさ、いきなり出てきた奴やつにワケも分からず横車を押されたら誰だっていい気がしないし、嫌われるのも当たり前じゃないか……。

「おーい、ユウさーん。罠わなが外れたので、もう進めますよ！」

「あ……ごめん、今行く！」

　今回はヤツの邪魔が入らなかったからか、解除まで成功して得意げにピースサインを掲げるリザに親指を立て返し、全員揃そろって扉を潜る。

　その先の通路を少し進むと、一方通行の押し戸、そして記憶通りの下り階段──そこを降りきった先には、すぐに次の部屋が待ち構えていた。

「また扉、か……今度は開けたら石の中にワープしたりしないだろうな」

　もう罠にはウンザリだって気持ちがありありと表れているビットの口調には少し笑ってしまったものの、今度ばかりは僕も同意見かも。

『部屋の扉は既に薄く開いていますね。この先に、罠の気配はないようです』

　明確に部屋内の罠の存在を否定した〈天の声〉の言葉を信じて手をかけると、扉はほとんど何の抵抗もなく開け放たれていく。

『──中に入ると、そこがかなり広い部屋だということが分かります。全体的に魔法の光源で照らされているようですが、その光で所々に濃い影が出来ており、それを目にしたあなたたちは、何故か非常に嫌な予感が走るでしょう──』

　影、そして不吉な感じ……か。

　部屋のど真ん中まで先陣を切って進み、ぐるりと部屋を見回してビットが首を傾かしげる一方、トレイルは部屋の隅で熱心に壁を調査していた。

　十メートル四方ほどの部屋の中、すぐに怪しく感じるものといったら、筆頭はまさに彼が見ているもの、壁面に配置された数々の画えだろう。

　そしてその画の下には、明らかに押すための仕掛けと思おぼしき、ボタンのような石。

　──僕が作ったシナリオでは、ここはいわゆる『リドル部屋』、つまりプレイヤーに問題を出し、正しい答えを返したら先に進めるという仕掛けを設定していた。

　小学生当時のことだし、簡単ななぞなぞを何問か出して、間違ったら不利益が起こるというものでしかなかったから、きっと問題は書き換えられているだろうな……。

「……あのボタンのどれかが当たり、って感じかな？」

「多分ね。そして、間違ったら結構ヤバいことが起こ──いや、起きそうに感じるよ」

　一瞬、思わず断定調で答えかけて、慌てて言い直す。

「したらどうしようか。この際、片っ端から虱しらみプレス大作戦で行くかい？」

「いや……ちょっと厳しいよ、今回は」

　壁面に掲げられている画は一面につき二枚、計八枚あるから、適当押しだと最悪七回もミスしてしまうってことだ。

　回復リソース温存のためにも、思考で解決出来ることならそうしたほうが良いい。

　それと……失敗して罠が発動するだけならまだしも、僕が設計した『不利益』のままだとしたら、適当押しなんてした日にはえらいことに──……

「おいみんな、ちょっと来てくれ！」

　すぐにでも押しに行きたそうなエトランジュの襟首を摑つかんで止めているうち、不意にビットが大きな声を上げる。

「どうしたんです？」

「見てくれよ、これ。なんか、妙に目立つ床だなと思ったんだ」

　全員が集まったところで、やおら床の一点を指差した彼の爪先を追うと、確かに床の一部分だけがスポットライトで照らされたように明るくなっている。

「なんか文字みたいなのが書いてあるね」

「ふむ……どうやら古代文字のようです。ここは自分に任せて下さい」

　どうやら《生けるエンサイクロ辞典ペディア》の技能を持っているらしく、文字を読み始めた樹じゅ精せいに回るダイスの映像が重なったかと思うと、５、６と高い目を示して停止する。

「うん……理解わかりました」

「さすがだな！　で、なんて書いてある？」

「ええと……『虚構を真実となし、左右を上下と置き換えるもの。それが賢人に道を示す──しかれど智ち慧え無き者よ、お前はここで影に食われよ』……ですね」

　それを聞いて、やっぱりリドルの問題自体は変わってたか、と思うのと同時に──不利益の方はやっぱり僕の仕掛けがそのまま残っているのも分かった。

『影に食われよ』ってのはまさにそのままの意味で、間違った答えを出すたびに黒い影みたいな敵が一体出現し、襲いかかってくるんだ。

　便宜上『敵』とはいったけど、それを倒す手段は存在せず、正しいものを選ぶまで延々と一方的に攻撃され続けることになる。

　問題の難易度が上がったせいで一気に凶悪化したな、この仕掛け……。

「んで、それの答えだと思う壁画のボタンを押すのか、やっぱり」

　この位置、部屋の中央辺りから改めて一枚一枚をじっくり眺めてみると、壁画はそれぞれ何らかの場面や情景を表しているのが見て取れる。

　入ってきた扉から時計回りに、『魔術師』、『露店の群れ』、『怪しげな取引』、『草原』、『高い山』、『劇場』、『晩ばん餐さん会』、『戦争』……と、計八枚。

　それぞれ題名がついているわけじゃないし、もしかしたら微妙に解釈が違うかも知れないけど、とりあえず見える通りに仮題して、どれが正しいかを検討しないといけない。

「……よーし、全然分からん！」

　床に刻まれた文字を前に、円陣を組んで話し合いを始めた僕らの中、真っ先に音を上げたのは案の定、ビットだった。

「もうさ、あの扉をぶっ壊した方が早いんじゃねぇの？」

「……分厚い鋼鉄製でしょう、あれ。彫像を殴り倒すのとは訳が違うんですから」

「ってかさ、そんなことしたら『智慧無き者』もいいとこじゃない」

　確かに──問題を解かずに進もうとする行為は、智慧がある者の行いとは言い難がたい……さっき僕が罠をゴリ押し突破したのなんて、まさにそれ過ぎるけども。

「はいはーい、意見！　あの裏取引っぽい画はどーよ？　虚構を真実とするって、要するにウソをホントに見せかけるってことじゃろ？」

「なるほど……だけど、続く『左右を上下に』──の方は？」

「ああ、それはだね！　……ぜんぜんわかんにゃい♡」

「分からんのかい。まあ、俺も分からねーんだが」

　左右を上下に置き換える……確かに、何のことだろう？

　戦争の画は左右に分かれた陣営が戦っているし、決着がつけば上下関係が出来る──と解釈出来なくはないけど、今度は『虚構を真実』の方がしっくり来ない。

　そのまま、ああだこうだと意見を交わしあって、十分も経たっただろうか。

『──不意に、部屋の一角から敵意のようなものが湧き上がります』

　それまでずっと沈黙していた〈天の声〉からの、突然のアナウンス。

　皆もそれに気付いたのか、全員一斉に同じ方向を向く──と、部屋の片隅、影が黒々と落ち込んでいる場所から、何か不定形のものが今にも這はい出そうとしていた。

「き、気持ち悪ッ!?」

　リザが露骨に不快感を示したのは無理もない──人間型なのに、ずるずると不自然な方向に関節を捻ねじ曲げ、くねりながらゆっくり立ち上がる様は、見ていて酷ひどく気味が悪い。

「いや、なんでだよ！　俺らまだボタンを押してすらねぇだろ！」

「……なんにもしなかったから、かも知れません」

「え？」

「なかなか答えを出せないこと自体、智慧が無いと判定されたのかも──」

　いやいや、僕がまさか、そんな性格の悪い設定なんて！

『してましたよ？　「十分経ってもなぞなぞの答えが出なかったら『影』を二体放つ」と設定してありましたから』

　あ、はい、すみません。わざわざどうも……。

　多分これも気軽にそう書いたんだろうけどな、事前予告なしにＰＬが考える時間的猶予を奪うのはとても駄目なことだぞ、昔の僕！

「ちっ……こっちに向かってきやがる！　お前ら、考えるのは任せた！」

「んだら、毛玉君と一緒にあたしも行くねー」

　早々にリアル〈知性〉での解決を放棄したビット・エトランジュ組が『影』の対処に回り、残った三人で更に頭をひねる。

　しかし、こういうときに頼りになりそうなトレイルが、今回に限ってはうまく思考回路が繫つながらないようで、眼鏡を押さえた姿勢のままピクリとも動かない。

「ど、どう？　ユウ君、なんか思いつく？」

「いや、ごめん、必死で考えてはいるんだけど……！」

　目と鼻の先で、敵にダメージが通らないことに気付いた二人が大慌てしてるのが見えるだけに、こっちとしても焦燥感がハンパない。

　おかげで余計に考えは纏まとまらないし、なんて厄介な設定をしたんだ、僕は！

「あッ……こいつ、何しやがる!?」

　ターン的に言ったら２ターン目だろうか、敵味方の打ち合いが繰り返された後、ビットがいきなり大声を出す。

　何事かと見れば、戦線を離脱した影のうちの一体が『山』の壁画に躙にじり寄り、その下のボタンを押し込もうとしていた。

「え、なんで……あッ、もしかして!?」

　ブブー、とハズレ音の幻聴が聞こえそうな勢いで、暗がりからまた新たなる影。

　時間経過に従い、ハズレの画が消えていく代わりに敵が増える設定まで追加したか！

「ちょ待てよ、さすがに三体になるのは聞いてな──うおおお!?」

「ヘルプ、へーるぷ！　ユウ、応援に来ーい！」

　ああもう、マジで考えている余裕がない！

　何かを言い残す余裕もなく、いそいで走り出した僕が戦列に加わったのと入れ替わり、今度は別の影が『街の露店』の画の可能性を消し去り、さらなる無敵の影が現出する。

「さ、三体四……！」

「弱音を吐くなって、あいつらがどうにかしてくれんだろ！」

　そうだ──というよりももう、それを願うしかない。

　前衛が一人二体を受け持っている以上、エトランジュの回復がいずれ追いつかなくなるのは明白だし、それ以前にＭＰが絶対に保もたない。

　くそっ、あの忌いまわしい〈呪われた守護像〉を突破したのに、こんなところで──……

「う、うわ!?」

　側面に回った『影』の《突き飛ばし》に対して回避判定をしくじり、転倒したのが運の尽き──回避にペナルティがついた状態の僕では追い打ちを躱かわしきれるはずもなく、地面に叩たたきつけられるような衝撃で息が詰まる。

「ぐ……はッ」

「ユウ！　てめぇこの野郎、よくも！」

　ビットが僕のために激げき昂こうしてくれるのは嬉うれしいけど、いくら憤いきどおってもこいつらをシステム的に倒す手段は存在しない──それは、他の誰よりも僕がよく知っている。

　立ち上がりざまの《回避専念》で次の攻撃に備えはしたものの、正直、絶望感に近い何かが頭をよぎり始めた、まさにその時だった。

「あッ、わかった！　解わかったよ！」

　閉鎖された部屋に響く、甲高い声──今のはリザ、だよな？

　首だけをまわして背後を確認すると、さっきまで四つん這ばいになって床を覗のぞき込み、唸うなるほど必死に考えを巡らせていた彼女は、既にしっかりと立ち上がっていた。

　そのまま一挙動で半身を開き、矢筒から引き抜いた矢を弓に番つがえて思いっきり引き絞る。

「リザ、そこからボタンを撃つ気ですか！」

「接敵しないように回り込んだら、ウチの足じゃ届かない！　これでも押せるでしょ!?」

　移動で届かない──ということは、『答え』はリザと僕らを結んだ直線上にあるのか？

　で、でも、矢で撃って押す行為……それが果たして許容されるかは……！

『……許可します。矢が命中すれば、ボタンが正常に押されたこととしましょう』

　焦あせりばかりが募る中、〈天の声〉の厳かな声が下った瞬間。

「なら……お願い、当たって！　《狙い撃ちエイミング》！」

　弦つる鳴りの音も鮮やかに、狙い済まして発射された──ゲーム的に言えば、弓攻撃の命中判定が強化された──矢が、ビットと『影』の真横を掠かすめて壁へと飛ひ翔しょうする。

（これ、目標達成値は幾つなんだ!?）

『15です。動かない的ですが、小さいのでペナルティ−1がついてますね』

　そのペナルティは《狙い撃ち》の効果で帳消しに出来るとして──リザの〈器用さ〉は９、ってことは出目で６が必要……。

　期待値未満とはいえ、ここまでの流れがある中、果たして出てくれるか!?

「やった──当たった！」

　しかし、そんな僕の懸け念ねんを打ち払い、リザが上げたのは歓喜の声。

　矢の運動エネルギーが押し込んだのは、『劇場』の画に対応するボタン……結果は!?

『──ボタンが押されたあと、一拍置いてから部屋の中に煌こう々こうとした灯あかりが照らされました。あなた達に迫っていた影は、その光に押し退のけられ、次々と消滅していきます』

　跡形もなく消えていく『影』の最後の一体が消え去るのを確認したところで、疲れ果てたようにふらついた彼女のもとへ急いで駆け寄って支える。

「リザ！　ありがとう、助かった！」

「あはは、緊張したぁ……でも、ユウ君たちを守れて良かったよー」

　あんな小さな的へブルズアイを決めてくれた豪腕が、こんなに細い身体からだだとは信じがたいけど、間違いなく僕らは彼女によって救われた。

　二度目の悪お寒かん、全滅の危機を乗り越えたことに心からホッとしていると、不意に視線がリザのそれと至近距離でかち合う。

「あ、あの、そろそろ放してもらえるかな？　あ、違うの、イヤとかそういうわけじゃないんだけど！　う、ウチも多少はほら、恥ずかしいからさ……」

「あッ……ご、ごめん！」

　衆人環視のもとだってのに、僕は何をやってるんだ!?

　いくら咄とっ嗟さのこととはいえ、女の子の肩を抱いたままにするなんて、失礼な行為にも程があるだろ！

「おーお。ユウちゃんたら積極的だこと」

「そこ、うっさい！」

　絶対に誂からかう気しかないエトランジュの笑みへ威嚇を投げつけて、話を本題に戻す。

「……で、でもさリザ、なんで『劇場』の画が答えだと思ったの？」

「それ、結局自分も分からなかったので、是非教えて欲しいです」

　僕の疑問に、横合いからトレイルも参加して、答え合わせが始まる。

「うん。まず、劇場でするのは劇やお芝居──つまり、それが『虚構を真実となし』の部分だと思ったの」

　なるほど確かに、劇は作られた物語を現実のように演じるものだ。

「んじゃ、『左右を上下と置き換える』ってのは何だよ？」

「えっとね、客席から見て左を『下手』、右を『上手』って呼ぶんだ、演劇では……あーもう、なんでウチがこれに速攻で気付かないかなぁ」

　彼女はガックリと肩を落としてるけど、そんなに落ち込む必要なんてない。

「いや……この問題、リザじゃなきゃ誰も解けなかったと思うぜ」

「そうだよ、僕らはぜんぜん答えに近付けなかったしね」

　うん──ちょうどビットが気持ちを代弁してくれたけど、僕らからすればその機転には感謝しかないし、むしろ堂々と胸を張って欲しい。

「やっぱりユウ、やらし──」

「そういう意味で言ってんじゃないってば！」

　半ば以上照れくささからくるツッコミの手から、クケケケケ、と謎の鳥みたいな笑い方をして逃げようとしたエトランジュの動きが、いきなりピタッと止まる。

「な、なんだよ、どうした？」

「んー……いや、良いいことなんだけどさ。急にあいつの気配が消えたなってね」

「あいつ？　ああアレか、妖怪──おっと」

　思わずまたその名を呼びそうになって、急いで口を押さえる。

　確かに、さっきリザが矢を放ったあの極めて大切な判定のとき、何故かクラウィスは姿を見せなかったし、あの憎らしい《１足りない》の呪いも受けなかったっけ。

「さっき僕の前に顕あらわれたとき、言い合いをしたらすぐ消えたけど……関係あるかな」

「お、マジ？　やるねぇユウってば！　……でも、アイツはあたしへの執着心ぐらいしか褒めるところがない奴やつだからなー。ま、とりあえずは様子見しましょ」

　そう言いつつもなおキョロキョロと周囲を見回しているエトランジュの様子からは、久々に遭った同族の消失を残念がっているのか、それとも純粋に警戒しているのか、どうにも判別しきれない。

　どんな経緯からああも啀いがみ合ってるんだか知らないけど、まあ……色々とあるんだろう、前に自分で言っていた通り。

　女神の事情に人間が首を突っ込んでも無礼だろうから、それ以上口を挟まずに流そうとした人の思いやりとは裏腹に、それを目め敏ざとく察知したエトランジュがすり寄ってくる。

「やだよもう、ユウったら奥ゆかしく礼儀正しいんだから。あたしにそんな気を遣わなくていいのよ？　なんなら女神さん、ココロのズンドコまで全て見せちゃう所存！」

「精神的露出狂ムーブをやめろ！　何度も言ってるだろ、撫なでるな触るな抱きつくな！」

「おかしいなぁ、計算ではもうとっくに女神さんにメロメロなはずなのに」

「お前の脳内計算機がブっ壊れてるんだよ、それは……」

　まったくもって、こいつに甘い顔すると本気でろくな目に遇あわない。

　リアル精神力がごっそりと削られ、ゲンナリしている僕を他よ所そに、切り替えが早すぎる女神様はあっさり僕を解放してニンマリ笑った。

「ま、ユウの籠ろう絡らくは時間を掛けてやるとして。さあ行こうすぐに行こう、次の部屋へ！」

「わ、分かったよ！　ほら、先に行ってくれ！」

　手を引こうとするエトランジュを追い払い、その後について歩き出した僕が、弦の張りを確認しているリザの隣を通ろうとした途端、いきなり弓の先で突つつかれる。

「え、な、何？」

「……べっつにー……なんでもないよッ」

　いや……その顔と声じゃ、いくら僕でも不機嫌だってことぐらい分かります、よ？

　まいったな、さっきのやらかしで物もの凄すごく怒らせちゃったのか……？

「ほら、良いから君も早く行く！　ほら、ほらほらほら！」

「わ、分かったってば、そんなにツンツンしないでって！」

　こうまで激しく威嚇されてしまっては、それ以上の理由を尋ねることも出来ず。

　扉の前で次の部屋に備えている仲間たちの方へとすごすご追い立てられてしまったあたり、僕はやっぱり主人公ヒーローって柄じゃないよなぁ……。

「どうだ、回復はまだ保ちそうか？」

「ええ。しかし、そろそろ残量も厳しくなってきてますね」

　彼らの手元を覗き込むと、どうやらアイテムの残り個数のチェック中らしい。

　このダンジョンで残る部屋は、このすぐ次と、一階層下がった最深部のワンフロアだけ。

『影』に削られた僕とビットのＨＰは残りのポーションでほぼ全回復させたし、エトランジュのＭＰも回復済みだから、このままいけばギリギリ保つはずだ。

　特に、次の戦いではダメージを受けることはないだろうから……。

「では、先に進みましょう。罠わなは──もう、さすがに大丈夫でしょうか」

「一応、また僕が先頭に回るよ」

　仕掛けで開いた扉とはいえ、念には念を入れておいて損はないだろう。

　幸いなことにそれも取り越し苦労で済み、扉は何の障害もなく開かれて──そこを通過した僕らはすぐ次の玄室、壁画の部屋とほぼ同じサイズの部屋に踏み込んだ。

『この部屋も先程同様に、がらんとしています。しかし、明確な違いとして、そこかしこに機械のようなものの残骸や破片が飛散し、転がっていますね』

「今度は壁画もない部屋だけど……なんだろ、この痕跡」

　リザがしゃがみ込み、拾い上げたのは歯車がついたシャフト。

　それは酷ひどく錆さび付いている上、明らかに何か強い力が加わって折れた……というか、引きちぎられたかのように見える。

「こっちのは溶けてるようです。熱か、酸か……」

「じゃなきゃ、そのどっちもかもな。とにかくなんか、ヤベェ感じがするぜ」

　鉤かぎ爪づめのバンドを締め直しながら、珍しく殊勝な顔をした拳闘士が顔を顰しかめたのを見て、他の面々も己の得物を握りしめる。

『部屋に動くものの気配はありません。今のところは』

　わざわざ後半を強調して描写したってことは、やっぱり……出ては来るんだな。

「奥まで進みましょう。充分注意しつつ、で」

　前後衛の間に多少の距離を保ちつつ、部屋の中央より少し先まで進んだところで、先程より一回り大きな機械の残骸が目に入る。

　その殆ほとんどは壊れた兵器と思おぼしきものだけれど、それに混じって白骨らしきものもあって──それが示すことの意味を察し、全員が顔を見合わせた。

『あなた達が向こう正面の大扉に近づくと、それに反応してブーンと唸るような低い駆動音が響き始めます──』

〈天の声〉が語る説明と同時に、その音の発生源が僕らの目の前で起動し始める。

　今まで扉に背を預けた姿勢で動かなかった機械のような『何か』──身体を亜鉛の管と錆びた鉄のプレートで補強し、全身に凶器を仕込んだ異形。

　まるで骸骨のように萎しなびた頭部──しかし、それは確かに人の知能を持っているらしく、嗄かれ切った声でこちらを誰すい何かした。

「ググ……貴様ラハ、何者、カ……？」

「な、なんだコイツ!?　人間……いや、魔導人形ゴーレムか？」

　油断なく構えをとりながらも、その異様な見た目に動揺を隠せないビットが、かなり上ずった声を上げる。

「なるほど、どうやら彼は──強化人間といった存在のようですね」

　……さすが、トレイルは冷静に《敵性体看破》を仕掛けていたか。

　安定の出目で抜き取った情報が共有され、開示された内容。

　それはやはり、僕が作ったオリジナルのエネミー──〈錆び付いた帝国兵〉だった。

「人間の兵士に外部的な魔導装置を組み込んだのでしょう。他の残骸もおそらく、かつてここを守っていた仲間だと思われます」

『確かに、機械の男が纏まとっている布の胸部分には、かつて栄えた〈ドゥ・クルツ帝国〉の紋章が刺し繡しゅうされています──もう、辛かろうじて分かる程度にボロボロですが』

　そう言われてみれば程度の、もはや見る影もなく崩れたかつての誇りを胸にした魔導兵は、ギシギシと音を立てて動こうとしているが、どうやらそれも叶かなわないらしい。

「……貴様ラハ、此処ここニ、何ヲ、シニキタ……？」

「え、えっと、ウチらはこのダンジョンの調査に来た、んですけど」

「調査……ダンジョン……」

「……貴方あなたはドゥ・クルツ帝国の兵ですか？　此処で一体、何を……？」

「…………我ハ、コノ秘匿基地ノ守備隊、最後ノ生キ残リ……ダ。尤もっともモ、コノ体ヲシテ、生キテイルト、言エルノナラバ、ダガナ……」

　……このエネミーは、この先にいるボスと、安置された宝物の存在を示唆するために配置されている、半ばＮＰＣのような存在だ。

　僕は彼に、『帝国には生体兵器を作る技術があった』こと、『このダンジョンにはまだ健在な脅威が存在する』ことをその身をもって示す役割を持たせていた。

　ただ、それを現実に──機械によって辛うじて生きているだけの姿をこうして立体物にされると、憐あわれみや哀かなしさが先に立ち、とても直視に堪えない。

　それは皆も同じだったらしく、ついにはビットすら戦闘の構えを解いてしまった。

「それで……その、僕らは、先に進みたいのですが……通してもらえませんか」

　どう話を持っていくべきか、あからさまに迷っているトレイルがそれでも言葉を続けると、〈錆び付いた帝国兵〉は再び押し黙った。

「残酷なようだけどさ……もうずっと昔に、帝国は滅びちまってるんだぜ……」

「そうだよ。それに、ウチらには戦う理由も無いし！」

「……グ……ググ……」

　喉の奥で鳴るくぐもった音は、苦く悶もんの声のようにも、怒りの発露のようにも感じられて、思わず僕ら全員が身を引きかけた、そのとき。

　無骨な機械の腕を差し上げた彼が、カードキーのようなものを壁のスロットに差し込むと、錆びた歯車の軋きしむ音に続いて扉が左右に割れ、徐々に開いていく。

「え……い、良いんです、か？」

　こっちから頼んでおいて今さら何をと言われようとも、聞かずにはいられない。

「……我ニ貴様ラヲ止メル力ハ、無イ。ソレニ……モハヤ、帝国ガ無イ事モ、分カッテハイタノダ……二百年前、最後ノ友ガ逝ッテ漸ク、認メラレタ事実ダガ、ナ……」

　時折漏れる苦しげな、ゴボゴボと鳴る呼吸音に混ぜ込まれた、強い自嘲の念。

「じゃあ、それからずっとここに一人で……？　そんなの──」

　リザが漏らした悲痛な呟つぶやきを、既に何もかも諦観していた声が押し止とどめる。

「構ワヌコトダ……ソレガ、我ニ与エラレタ、使命ダッタノダカラ。ダガ……ソレデモ、最後ニ……コノ姿ヲ見テモ尚なお、哀シンデクレル者ニ出会エタノハ……」

　そして、彼は今にも自壊しそうな音を立てながら、マニピュレータで扉の奥を指した。

「行クガイイ。コノ先ニハ、兵器トシテ改造サレタ魔物……最後ノ守護者ガ、無傷ノママデ眠ッテイル……ソレヲ倒セタナラ……アノ〈宝剣〉ハ……貴殿ラ、ガ……」

　そこまで言ったところで、彼の身体からだが突然がくんと跳ね、そのまま大きく傾かしぐ。

「お、おい？　おっさん、おい！」

「………………」

　戸惑いながらも近づいたビットが、その身体を何度か揺すり、語りかけたものの、それに対する反応は一切帰ってこず──拳闘士は立ち上がりざま、そっと首を横に振った。

「……。彼の名も判わかりませんが……立ち去る前に、冥福を祈ってあげませんか」

　トレイルの言葉に、僕らは揃そろって『かつて人だったもの』の軀からだへと頭こうべを垂れる。

　特に、僕は──哀悼と共に、彼がこの物語を進めるための力になってくれたことへ、僕がそのように創ったことへ、深い感謝と詫びの意も込めて……。

　かなりの時間、場を支配していた沈黙を破り、トレイルが改めて皆に問いかける。

「我々はここで引き返さず、最後の部屋まで進むのですね？」

「……ああ。このおっちゃんに通る許可をもらったしな」

「ウチも行く。脅威の排除も依頼の内だし……中ちゅう途と半はん端ぱじゃ終われないよね！」

「おう。言わんずく、あたしも付き合うぜぃ」

　皆の意見を聞きながら、僕はどうしたいだろうか、自分に問いかける。

　現時点で帰ることを選択しても、いわゆるノーマルエンドとしてクリア扱いにはなる。

　だけど──僕は此処まで、確かに自分の意志で進んできた。

　ドロップアウトするなら機会は他にもあったのに、この物語を最後まで見届けたいと望み、このゴール目前にまで辿たどり着いた。

　……ならば。

「進もう」

　短く、だけど明確な意志を示し、僕は歩き出した。

　そして開いた扉の前、共に歩んできた五人で横並びになって、長く長く続く下り坂スロープを見下ろす。

「ユウ、大丈夫？　緊張で震えちゃいないかい？　手を繫つないじゃろか？」

　僕の隣には、いつもどおりに笑う女神が立っていて──それが、今はとても嬉うれしい。

「……いや、平気だよ。さあ行こう、エトランジュ！」

「お？　……あはは、いいね。そうさ、〈世界〉はいよいよ大詰めだよ！」

　なんだかやたらと嬉しげに、女神がぐっと差し出してきた拳。

　それに左拳を合わせてから、一度だけ背後を振り返る。

「うん──そうだ。これで、次こそ正真正銘、最後の戦いだから」

　仲間同士、一人ずつ目を合わせ、強く頷うなずきあってから、僕らは坂を下り始めた。

　地下ダンジョンの底の底、突き当たりにあるのは、無骨で大きな金属の扉。

　永く閉ざされたままだったのだろうそれは、この先に待ち受けるものの本質を示すように、重く、堅く、僕らの行く手を阻はばんでいる。

「これを乗り越えれば。この幕が終わったなら──……」

　……この冒険は、物語は、それでお終しまい。

　そうしたら、晴れて現実世界へと帰還できる。

　そうだ……ずっとそれを望んでいたはずなのに、どうしてだろう？




　今、僕はもう少しだけ──五人で冒険を続けていたいような、そんな気がしていた。











第七章　「これから僕は、君のことを」









『……冒険者あなたたちは扉を押し開きました。最後の部屋はこれまでのどの部屋よりも広く、尽きることない光によって照らし出されています。奥には、祭壇のように一段高くなった部分があり、そこに何かが安置されているようでした──……』




　ダンジョンの最さい奥おう、行き止まり──間違いなくボスがいるであろう部屋に入ったとき、僕ら全員がまず揃って示したのは、戸惑いの表情だった。

「なんだか妙に綺き麗れいだし、静かですね……何の気配もしません」

　確かに──これまでの部屋は経年劣化による崩壊や、以前の侵入者がつけたのだろう傷なんかが沢山あったけど、ここの内装はほぼ無傷のままに保たれている。

　磨き抜かれた石の床や壁面で小さな声も良く反響するのに、それ以外の音が全くしない空間というのは、これほど明るくてもやたら不気味だ。

「で、あれが宝剣の置き場所？　……まあ、ものすっごく嫌な予感がするよね」

　さっきの兵士から聞かされるまでもなく、僕はボスの存在を知っているし、それが現れる条件だって当然に把握出来ている。

　もっとも、これはそういうメタ知識関係なく、誰にでも分かるってもんだろう。

「剣を取りに行こうとした途端、敵がドーン！　……じゃろ？」

「だな」

　存在していることが明白なのに、避けて通れないトラップを作るなら、それと見合った報酬がセットでなくちゃフェアじゃない。

　ギルドから受けた依頼は、『全脅威の排除』と『ダンジョンの構造把握』。

　その二つを為なすために、そして、世界シナリオを完結させるために──僕らは、これからあえて虎の尾を踏むんだ。

「よし、行くぜ！」

　ビットの号令一下、僕たちは戦闘陣形を保って前進を開始した。

　部屋に入ったときから見えてはいた、床の変化──部屋を三分の一ほどまで進んだ地点から、その色はあからさまな警告を示す赤色に変わっている。

　ビットと僕、前衛二人が並んでそのデッドラインへと踏み込んだ、瞬間。

『……保管物品への不正接近を感知』

　古い録音機器から流れてくるような、再生トーンの狂った音声が一面に木こ霊だまする。

『扉を閉鎖。侵入者排除用の強化魔獣を投入します』

　その声が続けて即座の攻撃意思を宣言すると、それまでの完全なる静寂を破り、部屋全体が大きく振動し始めた。

「やってみなさいよ、こっちが逆に排除してやるんだからッ」

　もう、このあとの展開がどうなるかは、誰に教えてもらうまでもない。

　全員が充分な位置取りをし、得物をそれぞれに構え終えると、待ち兼ねたかのように部屋の揺れが収まり、そして。

「グオオオオオオオオオオッ！」

　天井の開口部から出現したのは、ゾウよりひと回りは大きい、ワニに似た爬は虫ちゅう類るい。

　巨大な乱らん杭ぐい歯が生えた口から放たれた長い咆ほう哮こうは、その出現を予期していてもなお、僕のみぞおちを強烈に締め上げた。

「うへえ！　アレで嚙かまれた日にゃあたしら絶対助からんぜよ、ユウちゃん！」

「大丈夫、前衛で抑え込むさ！」

　エトランジュの手前、強気にそう言ったけど、僕だって絶対に嚙まれたくはない。

　あんなビジュアルだけど、あれでも一応は『竜』の仲間なんだから！

　敵性体名称、〈加工されたサラマンダー〉。

　その名前が示す通り、〈錆さび付いた帝国兵〉と同じ系統の、しかし更に高度な技術を駆使して作られたという設定をした、紛まごうことなきシナリオボス。

　ところどころ金属板や謎の機械で強化された火吹き竜は、頭を低く下げた姿勢のまま、絶対的な敵意を示して僕らを威嚇し続けていた。

『──それでは、ここから戦闘ターンに入ります』

〈天の声〉の宣言が終わるや否いなや、地を這はう竜が四本の脚を踏み固める。

　あんな鈍重そうな外見に反して、奴やつの〈素早さ〉は相当に高い。

　そしてボスである以上、高いのは当然にその能力値だけではなく──……

「ッ、来るよ！」

　この警告が、果たして皆に届いたかどうか。

　僕が言葉を発するや否や、奴は牙だらけの悍おぞましい口を大きく開け、この場の全てを飲み込むほどに巨大な炎を吐き出した。

　とんでもない速度で迫る紅ぐ蓮れんの波。

〈油と火の矢の罠わな〉なんか比較にもならない灼しゃく熱ねつが瞬時にパーティ全員を包み込み、僕ですらＨＰの半分以上が消し飛ばされる。

「ま、マジかよ……!?」

　回避特化型にもかかわらず、避よけられる兆きざしもなかったビットが呻うめくのも無理はない。

　この攻撃は極めて命中値が高く、実質的にほぼ回避不可能──だけど。

「ビット、大丈夫だ！　あんな攻撃、連発出来るわけがない！」

　怯ひるんでしまった皆を鼓舞するために、知ち識しきと記憶を総動員して強く叫ぶ。

　このボスはターンごとの行動が固定されていて、その通りにしか行動しないってことを、そう設定した当事者の僕はよく知っている。

　このシナリオを作った頃にハマっていたビデオゲームにそういう敵がいたから、それをそっくり真ま似ねたような動きにしたんだ、間違いない。

　第１ターンは、戦闘領域全てを巻き込む《炎の吐息ブレス》。

　２ターン目は、回避を強烈に増強する、自己強化スキルの使用。

　３、４ターン目は単体への攻撃。

　そして５ターン目に再び《炎の吐息》を吐き、あとはその繰り返し。

　一見すれば面白そうな思いつきでも、これも明確に過あやまちだったと、今なら分かる。

『強敵の行動パターンを理解して攻略する』って楽しみ方が成立するのは、容易に何度でも繰り返し挑戦できる場合だけだ。

　ＴＲＰＧのシナリオは基本的に一発勝負、ＰＣのロストもあり得る以上、もし苛烈なパターンがあるなら、事前にそれを知る機会を与えるような構成になってなきゃ拙まずい。

　でも、あのとき僕はそうしなかった。失敗作を失敗作だと気付けていなかった。

　だからこそ──このボスと戦うことで、僕は過去を乗り越えたい。

　本当はメタ攻略なんて無粋でイヤなんだけど、今回ばかりは押し通す！

「どうせ奴の方が速いんだ。僕らはトレイルの《看破》を待ってから動こう」

　努めて冷静に呼びかけたのが功を奏したか、言動に焦あせりの色が濃く表れていたビットもまた、落ち着きを取り戻してくれたようだ。

「お、おお……そうだな！　待ってろクソトカゲ、あとでボコボコにしてやるぜ！」

　ビット、リザ、僕と連続で《待機》宣言の後、トレイルが試みた《敵性体看破》は、彼が最後の一回まで見事に高い出目を保ち続けたおかげで見事に成功。

〈天の声〉から示されたデータのうち、まずはいちばん重要な部分……最大ＨＰについて、60だと確認出来たのは大きい。

　猶予は、あと４ターン。

　それまでに60点を削りきれなかったら、再び全員に極大ダメージが飛ぶ。

　そうなったら──全滅か、どれだけ良くても戦線崩壊は免まぬがれない。

「やることは簡単だぜ、全力でブッ倒しゃ良いいんだろ！」

　ビットが言う通り、出し惜しみも手加減もなし、総力を注ぎ込んでサラマンダーを叩たたき潰すしか、僕らに生き残る道はない。

「先陣は任せたぞ、毛玉くん。ほーら、おねぃさんが《治癒ヒール》してあげよう！」

「姐ねえさん……助かるけどさ、その呼び方はマジで勘弁してくれ！」

　この期ごに及んでなお全く変わらないエトランジュの能天気さも、今は僕らの緊張をほんの少し緩めてくれている。

　全回復とはいかなかったけど、一撃死圏内からは脱したビットが巨大な竜に突っ掛かり、勢いのままに〈魔銀ミスリルの鉤かぎ爪づめ〉を繰り出した。

「硬……ッてぇ！　冗談だろお前!?」

　その攻撃は命中こそしたものの、通ったダメージはわずかに２点。

　かの彫像より更に堅けん牢ろうな強化鱗うろこを貫くのは厳しいと分かっちゃいたけど、実際目まの当たりにしたときの威圧感がとんでもないぞ、これ……！

「リザ！　まともに撃ったってダメは通らねぇぞ！」

　続く手番、リザはビットの助言を受け、弦つるを捻ねじるようにして矢を引き絞ったあと、とっておきの一発を解き放った。

「なら、確実に行くよ！　《狙い撃ちエイミング》……《貫通射ピアシング》！」

《貫通射》は、ダメージに固定値を一切足せないかわり、ロールで出した値を物理防御力無視で与えることが出来る技能。

　当然の権利のようにＭＰ消費が激烈に重い上、ダメージが運任せで安定しないという弱点はあるけど、こういう硬い相手なら非常に有効な攻撃方法だ。

　命中強化による着実なヒットを経て、ダメージを決めるダイスの出目は８。

　よし、いい出目で六分の一が削れた──この調子なら、全員が２Ｄ６の期待値程度を安定して出してさえいけば、あと３ターンのうちにボスは沈むはず。

　これは……これはもしかしたら、意外と楽に倒せるんじゃないか!?

「よし、僕も攻撃に参加する！　エトランジュ、次のターンに──って、あれ？」

　ＨＰの残量がヤバいし、回復を頼んどこうと振り返って、目の端に入った彼女のステータスに違和感を覚える。

「なあ、お前、なんでそんなにＨＰ残ってるんだ？」

　さっき間違いなく全員がブレスを食らったはずなのに、彼女だけ減少量が妙に少ない。

　魔法防御値が似たりよったりのトレイルは死にかけているのに、一体なんでだ？

「ふふふ、《護りの手ヴェール》を使ってたんじゃよ。回復せんで済むからにゃ」

「ああ、なるほど……その技能持ってたな、そういや」

《護りの手》。

　それは受けた魔法ダメージをダイスの出目分軽減出来る技能で、一度に一人しか対象にとれないとはいえ、対魔法戦の安心感が全然違う。

「てなわけだから、後ろは大丈夫。安心してガツンとやっちゃれ、ガツンと！」

「分かった、頼むぞ！」

　文字通り後顧の憂いがなくなった今、やるべきは真まっ直すぐ前を向くことだけだ。

「《小移動》、《刺突ファーント》！」

　もう、随分と手に馴な染じんだショートソード。

　ごくありふれた、でも今は何よりも信頼できる武器の柄つかを強く握りしめ、移動の勢いを乗せて思い切り突き込む。

　僕は〈素早さ〉がそう高くないし、当たるかどうかは五分五分──しかし〈運命器〉で決した出目は10と高く、胴体部へ深々と刃が突き立つ。

　ダメージは……これもまた出目が良い、５点通したぞ！

「ガ、ガ……オオオオッ！」

　痛みを感じたか、サラマンダーの目が怒りで真っ赤に染まり、再び咆哮が上がる。

　良い──ここまでは、本当に良い流れが来ている。

　しかし第２ターン開始直後、竜はその運命を挫くじかんとするかのように、長い尻尾を左右に振りながら更に姿勢を低く落とした。

「気をつけて下さい、奴は回避に専念し始めたようです！」

　トレイルが飛ばした警告通り、そして僕が設定した通りに──ボスの回避が大幅に強化されてしまえば、戦況はこれまで通りというわけにはいかない。

「だああ、当たらん！」

「ウチもダメ、ごめん！」

　それでも果敢に攻撃した二人が、連続して命中判定に失敗。

　そして──もう案の定と言ってしまうけれど──僕の攻撃もまた当たるはずがなく、虚むなしく空を切った剣けん閃せんは床石に僅かな切り傷を刻んだだけで終わった。

　率直に、この行動を《炎の吐息》再使用までの時間稼ぎとして入れたこと、本気で後悔してるよ、今。

　くそ、これなら誰かをポーションで回復したほうが良かったか……？

　実際、続くトレイルはそう判断したようで、エトランジュにＭＰポーションを使用し、そのエトランジュは僕への《治癒》を使用。

　ほぼ無為に終わってしまったこのターンの結果に、僕らの上には一転して暗雲が立ち込め始めていた。

「ちょ、ちょっと厳しい……か？　いや、ちょっとだけだけどな！」

　全く増えなかった累計ダメージを思えば、そりゃ焦りだって生じてしまう。

　迎えた三度目のターンの最初、そんな僕らの様子を見かねてか、〈天の声〉は僕らに助け舟的なアナウンスを降らせた。

『〈加工されたサラマンダー〉は、２ターン後に〈炎の吐息〉を吐いてきそうですね』

　この情報が僕以外にどう捉えられているのか分からないけど、これまでは皆にも〈声〉の意図がちゃんと伝わってたし、これで全員が状況を共有したはずだ。

　残り、あと45点。

　猶予は２ターン──その間、全力で殴りつける以外にすべきことはない。

　出来ることなら、この第３ターンで削り切るぐらいの気持ちで臨みたいけど、そのためにはまず竜の攻撃をいなさなければならない。

　回避の構えを解いたサラマンダーは、グッグッと笑っているかのように喉を鳴らして立ち上がると、二本の前脚を連続でビットに振り下ろした。

《二連撃》……だけど、そっちに攻撃が向いたならむしろ好都合！

「ビット！」

「分かってらぁ！」

　大きく、厚く、それでいて鋭い竜の爪。

　ビットの脇腹を狙って薙なぎ払われた一撃目、蹴り足で力を逸そらす《受け流し》によってその力は見事にボス自身へと跳ね返された。

「よし！　……って、うおおッ!?」

　しかし、続く二撃目への判定値は揮ふるわず、逸らし損ねた一撃が確実に彼の頭部へと向かっていく──刹那、僕の主観時間が急激に鈍化した。

「《庇うカバー》！」

　ビットを押しのけるように飛び込んだ僕の胸板、革かわ鎧よろいへ加わる衝撃は決して楽観視出来るダメージじゃないけど、ＨＰは充分に回復済みだから、まだ耐えられる！

「助かったぜ、ユウ！　お前は大丈夫か!?」

「なんなら今、ビットにバンバン叩かれた背中の方が痛いぐらいだよ」

　ふてぶてしく笑ってみせたって、それが虚勢だってのはお互いに言わずもがな。

　それでも、戦いの最中にビビってるよりは余程いい。

「っしゃ……もう技能は使えないけどな、俺様の鉄拳を食らっとけや、デカトカゲ！」

　二連続《受け流し》は重すぎる出費だったけど、７点も反射した事実はかなり大きい。

　更に殴りつけた今の３点に加え、続くリザの《貫通射》６点、トレイルの《圧空弾コンプレスド》でもう３点──これで累計ダメージは34まで膨れ上がった。

　僕の攻撃は……まあ、またしても躱かわされたんだけど──でも、これで、ついに。

「さァ、ここで打席には再び今季絶好調のエトランジュ選手でーす！」

　この流れなら当然、全力で《聖撃セイクリッド》を撃ち込む以外の選択はしないだろう、と──そう思っていた僕の予測に反し、意外にも彼女はまず後衛陣に声をかけた。

「あー、あんさ、あたし攻撃より《治癒》した方がいいかいね？　まだリザりんとトレっちを回復してないけンども」

「ううん、良いよ。どうせウチらを一人ずつ回復していったって、またあのデカいの一発食らったら意味ないもん」

「ええ。前衛が健在の今、一刻も早く倒し切るのが最優先です」

　こういう気配りが出来るあたり、ＴＲＰＧの女神を自称するだけのことはある。

　それでも、やっぱり本音では思いっきりブチかましたかったんだろう。攻撃承認をもらったあとのエトランジュはもう、一見して分かるほどに嬉うれしそうだった。

「おっけーおっけー！　んじゃァ謹んでフルパワーいっきまーす！」

　このために全ボーナスを〈精神〉に注つぎ込んだんだと言わんばかり、らんらんと目を輝かせながら杖つえを正眼に構え、その先端にありったけの光を搔かき集めだす。

「さあ皆の衆、目ン玉かっぴらいて見ておいき！　今こそ撃つぞ、必殺の……《聖撃》、ダメージ三倍掛けアターック！」

「さ、三倍？　うわあああッ!?」

　笑う女神が叫んだ瞬間、もはや収束ビームみたいな太さの光線が、僕とビットの至近一メートル横を通過し、ワニ頭へ直撃する。

　洞窟前広場の戦いで、倍掛けすらせずに〈呪われた守護像カースドスタチュー〉を消し飛ばした一撃を、あろうことか三倍掛け。

　ＭＰ消費は更に倍の六倍になるから、今の一発だけでＭＰはほぼ使い果たしたはず。

　しかし、その極大消費の見返りは、凄すさまじい効果となって表れた。

「ギュアアアアアアアアアアッ!?!?」

　サラマンダーの喉から、もはや声とすら呼べない轟ごう音おん……金属が磨すり潰つぶされたかのような酷ひどく不快な音が迸ほとばしり、部屋全体をめちゃくちゃに揺らす。

　ダメージ、驚異の30点。

　敵の魔法防御７を差し引いて、23点が通った──ってことは、ボスの最大ＨＰの約四割を、たった一発で削り取った計算になるわけで……。

「チッ。撃墜数、伸ばしそこねたぜ！」

　バチンと指を鳴らして残念がるエトランジュを他よ所そに、僕らは多少どころじゃない、相当なドン引き状態でその光景を見つめていた。

「……また同じこと聞いて悪いんだけどさ、なに？　今の……」

「うん、俺、これからは姐ねえさんじゃなくエトランジュ様って呼ぶわ」

　喜ぶエトランジュと、引きつり笑いの僕らのコントラストはとにかく、これでボスの残りＨＰはたったの３。

　具体的に数値で示さなくても、〈加工されたサラマンダー〉がもうボロボロで、今にも倒れそうにふらついているのは見れば即座に分かる。

　その有あり様さまを前にした僕らの間には、既に安あん堵どの空気が流れ始めていた。

　中でも、特に僕は──ああ、この最後の戦いもどうやらまた、案ずるより産むが易やすしってヤツだったんだろうな、と。

　小学生の僕が考えたシナリオのラスボスじゃ、結局はこのぐらいのものだよな、と……そんな気楽な考えすら抱き始めていた。

　だけど──だけどここは、『ＴＲＰＧの世界』。

　最後の最後まで何がどう転ぶか分からない、気まぐれな確率が支配する物語。

　それを自覚していなくてはならないのは、誰よりも僕だったはずなのに。

　次に起こったのは、仕方ないことと言えばその通り、それまでのことではある。

　けど、その「仕方ないこと」が起こるかも知れないという覚悟すら、僕はこの時点の楽勝ムードの中に置き去りにしてしまっていた。

　迎えた、運命の第４ターン。

　多分、僕だけじゃなく、きっと誰もがこう思っていただろう。

　あとはもう、ビットの手番が来れば終了だ、と。

　なのに──……。

「……噓うそ、だろ？」

　その彼は、今、僕の目の前に倒れ伏している。

「ビット？　おい、ビット……！」

　うつ伏せに崩れたまま、いくら呼びかけても猫人はピクリとも動かず。

　その代わり、その身体からだから、じわりと赤黒い血が流れ始めていた。







　一体、何が起こった？

　──怒り狂った目をした鰐わに竜の大きな口が、ビットを飲み込んだ。

　なぜ、彼は倒れた？

　──《嚙み付きバイト》がクリティカルして、致命的なダメージを受けた。

　今からほんの数秒前、第４ターンが開始した直後のこと。

　凄まじい勢いで食らいついてきたヤツの乱らん杭ぐい歯が、回避しきれなかったビットの身体に深く深くめり込んだのを、僕はすぐ隣で目撃していた。

　そして、彼はその場に倒れ込んで、それきりピクリとも動かない。

　ＨＰほぼ全回復、万全過ぎるほどの状態から、突然の死──でも僕は、僕ならば、その状況に割り込む手段があったのに。

「あ……あ」

　カチカチと、嚙かみ合わない歯が嫌な音を立て続ける。

　……技能《庇う》は負ったダメージを全て肩代わり出来るから、それを使っていればビットは生き残れただろう。

　しかし──ほんの数瞬前、僕がその決断を迫られたとき。

　粘るようにゆっくりと進む時間の中、〈天の声〉は僕の脳裏にこう囁ささやいた。

『《庇う》を使うと、〈ユウ〉のＨＰがゼロになりますが……よろしいですか？』

　……その発言に悪意や他意はなく、ただの確認だったのは分かっている。

　でも、その事実を改めて意識させられたことで、僕は思わず息を吞のんだ。

　あれを、代わりに、僕が受ける？

　ゆっくり、ゆっくりとビットに迫っていく巨大な口……あの乱杭歯の万力に挟み込まれた身体がどうなるか、その結果を想おもうだけで血の気が引いていく。

　仮にそうなったところで、痛みはなく、苦しいとすら感じることすらなく──ただデータ上のＨＰがゼロになり、この世界で斃たおれるだけなんだと、必死にそう思おうとした。

　だけどそうなったら、僕はそのあと……どうなるんだ？

　ただ、元の世界に戻るだけ──だよな？

　でも、万が一……この世界の死が、現実にも何か影響を及ぼすとしたら……？

「か──……」

　充分な、充分過ぎるほどの時間が経過し、それでも技能使用の宣言がどうしても言い切れなかった僕の目の中で、時間の流れが不意に正常な速度に戻った。

　それが意味するところは、つまり……。

「ビット？　おい、ビット……！」

　今更のように溢あふれ出た声でいくら必死に呼びかけても、もはや彼は何の反応も返さず、うつ伏せに四肢を投げ出したまま、血を流し続けている。

「そんな……そんな！」

　背後で、リザが悲鳴を上げたことが、最後の引き金。

　目の前で起こっている事態と原因は全て理解しているのに、その一つ一つがうまく結び付かず、バラバラに砕けていくような感覚が、僕の全身を包み込む。

　それでも、この結末は自分のせいだという自覚だけが明瞭に残っていて、全く制御できない震えが手足の末端へ瞬時に広がっていった。

「うあ……あ……！」

　指先が、凍りついたように冷たい。

　助けられるものを、助けるべき仲間を見捨ててしまったという後悔と恐れが、僕の身体機能を拘束し、思考を支離滅裂に砕いていく。

「ユウ、落ち着きなさい！　皆さん、一旦《待機》を。自分が先に動きます……もし失敗したら、後は……！」

「了解。お願い、トレイル！」

「わ、わかった……」

　トレイルの叱責を受け、かろうじて取り戻すことが出来た、僅かな落ち着き。

　過呼吸に陥りかけていた胸を鷲わし摑づかみ、今は目の前の状況だけに集中しようと──どうにかして落ち着こうとする僕の背後ではしかし、残酷過ぎる流れがその勢いを増していた。

「《圧空弾コンプレスド》、倍掛けで発動を──」

　ここは残るＭＰを注ぎ込んで、確実に仕留め切る。

　そんな冷静な判断すら、この場では悪意の糧かてになってしまうと言うのか。

「あ」

　……どこかコミカルにすら感じてしまうほどに、トレイルが上げた素っ頓狂な声。

　振り向けば、そこに示されている判定の出目──１、１。

『──致命的失敗ファンブルです。トレイルが放った魔法は、彼の手元で暴発しました』

「な──……」

　なんだって、と声を出す暇もなく、ビシッと何かにヒビが入るような音。

　それは、圧縮空気の砲弾を包む魔法の外殻が充分にその役目を果たしきれず、破断したことによるものだったんだろう。

「トレイルッ!?」

　彼の一番近くにいたのは、エトランジュ──今までに聞いたことがないほどの焦あせりを含んだ叫びが、女神の口から迸る。

「そん、な……」

　そのあとに続いたのは、喘あえぐような樹精の声。

　圧おさえを失った風の暴威に曝さらされ、傾かしぐように倒れていくその手から、これまで片時も放さずに持っていた魔導書が、力なく滑り落ちる。

　……ボスのＨＰ、残りたったの３。

　そこまで、もう瀕ひん死しのところまで追い詰めておきながら──……！

「あ、あ……あああああッ!?」

　意識すらしないまま、僕は膝を折り、絶望を叫んでいた。

　──いつか、父さんは「ＴＲＰＧは不思議な遊戯だ」と言っていた。

　良いいときは全てが上手うまくいく。どんな無茶な判定にチャレンジしても、確率論を無視した幸運が何もかもを押し退のけ、成功に導いてくれる。

　その代わり、悪いときは徹底的に駄目な流れが続く。出目も、選択も、全てが裏目に出て、どうしようもないときが確実にある……そう、言っていた。

　僕自身、マスターをやっていて、そういう流れを感じることは確かにあったよ。

　でも──だけど、だからって、どうしてそれが、今でなきゃならない!?

「あ……ぐ……！」

　今までの人生で経験したことのない緊張感に押し潰され、嚙み締めた奥歯が不快に軋きしむ。

　もう、さっきまでの楽勝ムードなんて欠片かけらも残っちゃいない。

　ここから、どうしたら勝てる？

　一体、僕は何をすればいいんだ……？

「ユウ、立って！　まだ戦いは終わってないんだよ！」

　転うた寝たね中に急に叩たたき起こされたときのような、薄ぼんやりした意識から引き戻され、落としかけていた剣を慌てて握り直す。

　見返れば、震えながらも弓に矢を番つがえて引き絞る、リザの姿。

「今度こそ、ウチが終わりにしてやる！　《貫通射》！」

　放たれた矢は過あやまたず、吸い込まれるようにサラマンダーの身体に突き立った。

　そうか──まだ、あの技能一発分、ＭＰの余力があったのか。

　この一撃は、防御力無視。いくらなんだって、これで絶対の決着がつく。

　だけど、そう信じたかった僕の頭に、突如として鳥の啼なき声のような何かが響いた。

『────くす』

　眼球の奥を擽くすぐられるような、頭蓋に染しみ込むような、混じりけのない悪意。

　ぞわつく恐怖に襲われて、再び振り返った僕の目に飛び込んできたのは、放心状態で立ち尽くすリザの姿だった。

「……ウソでしょ？」

　ダメージ算出ダイスの目はまたしても、１と１。

　つまり。つまりは……１足りない。

　まだ戦闘処理中なのにもかかわらず、誰一人動かず、何の言葉も発しない空白のような数秒が過ぎ去ったあと───僕の脳内に嘲りの哄こう笑しょうが渦巻いた。

『あははははははッ！　嗚呼ああ、嗚呼、なんという悲劇なのでしょう！　これだけの犠牲を払い、これだけの力を尽くしたのに！　冒険者あなたたちはあと一歩及びませんでした！』

　………………そうか。

　ここまでずっと、ひたすらに気配を消していたのは、このためか。

　お前にとっての最高のタイミング、僕らにとっては最悪のタイミングで、油断しきった無防備な脇腹を刺してやろうと、ただそれだけを狙っていたんだな！

「これはやっぱりお前の仕業か……クラウィスッッ！」

『様をお付けなさい、青あお瓢びょう簞たん！』

　僕の叫びに呼応して、奴やつの声がオクターブ跳ね上がり、キンキン響く悪態になる。

　ようやくその幼子じみた姿を見せた女神は、愉快で仕方ないとばかりに嗤わらいながら、僕を中空から見下していた。

『無駄口を叩いている暇なんてないでしょう？　ほら、無力な無力なお前の手番よ！』

　ここからどうにか出来るものなら、やってみるがいい。

　小さな口がそんな挑発を含んで、歪ゆがんだ三日月のように切れ上がる。

　だけど、そんな態度を取られたことへの、そして僕たちの戦いに横よこ槍やりを入れられたことへの怒りは、僕の緊張と焦り、そして絶望をかえって抑え込んでいた。

　ことの起こりは、純然たる不運とミスから始まった──それを嘆きはしても、後悔をしても、起こり得ることとして理解は出来る。

　だけど──これは違う。

　あいつの、クラウィスの悪意は、秩序ルールの外側から持ちこまれたものだ。

　そんなものに阻まれて、僕の世界シナリオが、仲間と紡つむいできた物語が、道半ばで終わってしまうことを、僕は絶対に拒否する！

　どれほどの絶望に曝されても、折れかけた心でも、まだ実際に負けたわけじゃない。

　考えを放棄するな。どれだけか細い道であっても、状況を切り抜けられる方策を見つけ出すんだ──彫像戦で、トレイルがやってみせたように！

　次のターン、また全体攻撃の業ごう火かが飛んで来ることは確定している。ビットですら避けられないものなら、それはもう食くらうのを前提に動かなければならない。

　僕とリザのＨＰは半減状態……エトランジュも自分への《治癒》を嚙かまさなければ、いくら魔法ダメージ軽減スキルがあっても、もう一発耐えるのは厳しい。

　僕以外の二人はＭＰがほぼ枯こ渇かつ。ＭＰ回復剤も残りはリザが一つ持っているだけ。

　そして、このターンに動けるのは、あとは僕とエトランジュのみ……だ。

　どうする、僕はどう行動すれば良い？

　クラウィスが存在している以上、ラッキーパンチは一切期待出来ない。

　やつがあらゆる出目を『１足りない』状態に確定させられることは、噓うそをつかないエトランジュが確かに保証した以上、間違いないだろう。

　くそッ、あの嫌がらせ女神め、本当になんて厄介なメタ能力を持っ──……

「…………。……あ……？」

　一瞬、何かが繫つながりかけて、大して速くもない思考をフル回転させる。

　クラウィスの呪い、エトランジュが言っていたこと、リザのスキル、僕が出来ること。

　それを一つ一つ追いかけていった先、見えかけた何かの尻尾を摑つかんだ僕の目の前に、バチッと痺しびれるような感覚が奔はしった。

　見つけた──僕が思いつく範囲では、たった一つの抜け道を！

　全てが今考えた通りに運べば、確実にあのボスを斃たおし切ることが出来る。

　ただ、僕らがまださっきまでの悪い流れを引き摺ずっていれば。

　そして、クラウィスがこのまま勝ちを確信し、僕らを侮あなどり続けていてくれなければ、策がそもそも成立しないかも知れない。

　それでも……覚悟を決めよう。

　僕は、この世界を戦い抜くと決めたんだから！

「離脱……する」

『……なんですって？』

　僕の呟つぶやきに、ただただ侮蔑の表情を浮かべ続けていた性悪女神の眉根が寄った。

「僕は《全力離脱》して、リザの位置まで下がる！」

　自分に言い聞かせるように宣言し、身を翻ひるがえして後衛ラインの前まで戻る──この行動が予想外だったのは何もあの妖怪だけじゃなく、仲間にも当然同じことだったろう。

「ね、ねえ、どうして殴なぐらなかっ──」

　当然の疑問をぶつけて来ようとするリザの言葉を、かざした手で遮る。

「リザ、エトランジュ。とりあえず、僕の話を聞いてくれ」

　次のターンが始まるまでに、全てを伝えなければならない。

　……その後はもう、僕には何一つ出来なくなるんだから。

「あの敵を倒すために。僕は、このあと──……」

　出来るだけ簡潔に、明瞭に……するべきことだけを抽出し、小声で二人に説明していく。

「そんなこと……だって、それじゃあユウ君が……！」

　全てを伝え終えた後、困惑しきった表情を浮かべ、即座にリザが反はん駁ばくしてきたけど。

　仕方ないさ、僕にはその事態を回避するだけの追加案は浮かばなかったんだから。

「……いいんだ。勝つためにすることだから。僕は二人に、そうして欲しい」

「…………」

　どうすべきか分からない、と、伏せられたままに揺れ続ける彼女の目が物語っている。

　……そりゃ、こんなことを言っても納得出来ないよな。

　エトランジュはとにかく、リザはどうしてそうすれば勝てると僕が確信しているのか、一切何も理解できない話だ。

　ここまでの道のり、それなりの苦楽をともにしたとはいえ、僕らが互いに出会ったのは一昨日のこと。

　それをこんな風に言われたって困るだろう、それは分かる。

　でも、だったらどう説得しようか……僕の中にも迷いと困惑が生じかけたとき、ギュッと唇を嚙んだリザは、そのままはっきりと顔を上げた。

「分かった。ユウ君を信じて、任せる。ウチらは仲間だもん。でも……ごめん」

「謝らなくて大丈夫。それから──信じてくれてありがとう」

　さっき僕がすべきだった決断を、今からし直すと決めただけのことに、他の誰かが負い目を感じる必要はない。

　多分、この先の運命がどう転ぼうとも、これで言葉を交わすのはきっと最後になる──相談を終えた僕らがボスに向き直ったところで、明らかに苛いら立だったクラウィスが叫んだ。

『何をコソコソやってるのか知らないけれど。いい加減、全ては無駄な足搔あがきだと気付きなさい！　人間ごときが、女神の意志には勝てないのよ！』

　……そうかも知れないけど、やってみなきゃ分からないさ、この世界では！

　そう──どんな状態だって、必死に考えれば気付くこともある。

　実際、今の発言でも、以前から覚えていた違和感……エトランジュとクラウィスの決定的な違いが一つ、分かった。

　お前はテレパシーを使える。だがそれはあくまで一方的に話しかけるためのもので、こちらの思考を覗のぞくことは出来ないんだろ、〈妖怪１足りない〉？

　ほら、今だって一番嫌な呼ばれ方をしてるのに、何の反応も示さない。

　それなら──こっちの狙いを読まれないなら、何とかなるかも知れないんだ。

　……あとは、運命ってものの手に任せてみるさ！

「あたしからも、もっかいだけ聞いとく。ホントにええんやね？　ユウ」

「うん。やってくれ、相棒！」

「よーし分かった！　あたしゃ自分に《治癒》して、ターンエンド！」

　……これでいい。

　僕はあと一度、たったの一度だけ、必死に覚悟ってものを決めるだけだ！

『──第５ターンに突入しました。〈加工されたサラマンダー〉は、その体内に充分な炎を溜ため込み、吐き出す構えを取ります』

「……さあ、来い」

　これから起こること、そしてその結果は極力考えず、深く呼吸しながら時を待つ。

　深手を負い、尽きない怒りに燃え続ける手負いの竜は、第１ターンよりも更に大きく口を開け、その奥に備わった発火器官から巨大な火球を生成していく。

　そして、ついにそれは放たれた。

　一瞬で迫った紅ぐ蓮れんの炎。その速度が、僕の眼前で急激に鈍化する。
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　回避判定──失敗、失敗、失敗。

　全員への被弾が確定した瞬間、僕は止めていた息と一緒に、最後の気力を一気に全て吐き出した。

「──ッ。リザを《庇うカバー》！」

　……ああ、良かった。

　今度こそ──ちゃんと言い切ることが出来たんだ。

「ユウ君！」

　立ち塞がった僕の背後で、リザが叫んだのを最後に、世界から音が消失する。

　自分の分と、そして彼女の分──二重になった魔法ダメージで全身を焼き焦がされるのをはっきり知覚しながら、それでも僕は不思議と満足感を覚えていた。

　ここでクリティカルでもされたら万策尽きただろうけど、どうやら運命はそこまで意地悪なわけではなかったらしい。

　そうだ、エトランジュ……エトランジュは、どうなった？

「大丈夫！　耐えきったったぜ、ユウ！」

　……もう、こんなときになんだよ……お前。

　おふざけはなしだって言ってあったのに……ギャグ漫画みたいなダメージ表現して、せっかくの綺き麗れいな長髪がアフロヘアーになってるじゃないか……？

「ははは……うん、あとは、頼……」

　こんな状態なのに、ほんの少しだけ笑ってしまいながら──斃れる前、そこまでは二人に言えた、と思う。

　僕が出来ることは、やることはやりきった。

　冷たい石の床に背中から倒れたあと、身体からだはもうまるで動かせなくなって──これがこの世界での死かと思ったけど、意識だけは不思議とまだはっきりしている。

　いや、はっきりどころか、更には徐々に視点が上昇していき、やがてこの場全体を見下ろせる位置まで浮き上がっていった。

　斃れた自分の身体まで視みえるなんて、まるで幽体離脱したみたいだな。

　これは、せめて最後まで見届けさせてやるっていう、〈天の声〉の温情采配、なのか？

『あらあら……自己犠牲精神に溢あふれるヒーロー様のお出ましね』

「……クラウィス」

　またしても不意に眼前に現れた嘲笑あざわらう女神が、僕に向けて憎々しげな声を掛けてくる。

　戦線離脱してしまった今、コイツと面と向かったところで何に焦あせる必要もないんだけど……別に、じっくり話してみたい相手でもない。

　小学校低学年ぐらいの女の子みたいな見た目なのに、直視するのが辛つらいほどの圧迫感があるし……そもそもホント、なんでこんな敵意むき出しで接してくるんだか。

「……なあ、一個だけいいか？　お前はなんでそんなに僕を嫌って──」

『図に乗らないで、シラス人間』

　し、しらす……？　雑ざ魚こってことか、それは……？

　悪口のバリエーションが豊かすぎて、それが罵倒なのかにまず迷うんだけど。

『お前自体はどうでもいい、私はあいつのことが嫌いなの。結果としてあいつに選ばれた人間も連鎖的に気に入らない。ただそれだけのことよ！』

　さいですか……まあ、これで嫌われてる理由は分かったけど、やっぱりなんでそこまでムキになるのかはよく分からない。

　仮にも同族が作った世界を、こうして滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに荒らして喜ぶなんて、一体どこまで性格が悪いんだ──そんな冷ややかな感情が湧き上がり、暫しばらくクラウィスを睨にらんでいると、彼女はさも不愉快そうに袖で口元を覆い、叩たたきつけるように言う。

『……とにかく、お前はもう何も出来ないわ。そこで仲間が散る様を見てなさい！』

　言うだけ言ってそっぽを向いたってことは、もう話すつもりもないって意思表示だろう。

　いいさ、言われなくても、僕は仲間を信じて見守っているよ！

　まさに今、眼下ではリザが自分にＭＰポーションを使い、エトランジュはそのまま何もせずに第５ターンが終わろうとしていた。

『……ま、そうするしかないでしょうね。ただの攻撃なんてこの私が通してあげないし、あの間抜け女神のアバターはＭＰ枯こ渇かつで何も出来ないものねぇ？』

　ああもう、いちいち腹の立つ……！

　今さっき自分から会話拒絶の意思を示しておいて、愉快に感じる出来事が起こったら上機嫌で煽あおってくるとか、どこのクソガキだお前は！

　い、いやいや……落ち着け、僕。

　今はまだ、出来るだけ深刻な顔を──何もかもあいつの手のひらの上にあるのが悔しいって顔をしておかなければ、全てが台無しになる。

　泣くも笑うも、この第６ターンが分ぶん水すい嶺れいだ。

　炎を吐いたボスが、インターバルとして《回避専念》する、空白の１ターン。

　もしもここで斃しきれなければ……この〈妖怪１足りない〉に干渉されている状態では、あとはただただ味方が各個撃破されていく未来しか残っていない。

　だから、頼む。

　いま、この時だけ──運命よ、流れを運んでくれ！

「…………ふーッ」

　回避をガッチリと固めているボスに相対したリザが、大きく息を吐き出す。

　身体を開き、矢を番つがえ、引き絞って指を捻ねじる構え──そうだ、彼女に頼んだのは、この一発──ＭＰを回復させてからの《貫通射》だった。

『あらあら……一体どんな策があるのかと思ったら、結局ただの防御無視狙い？　ガッカリしたわよ、このベビーコーン男』

「…………」

『ねえ、分かってる？　あの状態のトカゲ相手じゃ、あの娘の命中値ですら当たる確率はほぼ無いのよ？』

　確かに──言い方にいくら腹が立っても、リザがボスの回避値を超えて矢を当てるためには高い出目……具体的には11以上が必須だという事実は覆くつがえらない。

　それでも、僕は今、このタイミングで言い負かされるわけにはいかなかった。

「分かってないのはお前の方だよ。当たる確率がない？　８％以上もあるだろ」

『は？　それはなんの妄言？　この悪い流れのまま、そんな数字で出せるわけ──』

「出るさ。絶対に出る」

『……鬱陶しい小僧ね。侮あなどるのも大概にしなさい！』

　目の前で、クラウィスがまたイラついてきたのが手に取るように分かる。

　それに伴って増大する悪意の渦と、精神に突き刺さる憎悪──肉体という防御壁がなくなった今、それは痛みとして感知できるほどに強烈だけど。

　胸を張れ。

　押し負けちゃだめだ。

　ここでこの嘲笑う女神に、僕ら人間が何を出来るか見せてやるために！

「エトランジュも大概おかしなやつだけど、お前みたいに性格は悪くない。お前みたいに誰かの喜びを邪魔したりしない。僕はアイツが好きだよ、お前と違って！」

　エトランジュと対比されることは、こいつにとって逆げき鱗りんを根こそぎ引き抜くほどのことだろうが、この際全部叩きつけてやる！

「僕は、女神というものを侮ってなんかない。最初は確かに信じられなかったけど、今はすごい存在だと思ってる。ただ──ただ」

　思い切り息を吸い、下っ腹に力をこめて叫ぶ。

「僕の仲間は、お前みたいなやつの悪意には負けないって、そう言ってるんだよ！」

　……言った。

　言い切ってやった。

　言葉が一つ重なるたび、目尻をピクピクと小刻みに痙けい攣れんさせていたクラウィスは、それでも黙って僕の話を聞いていて──最後に、不気味なほど穏やかな微笑を浮かべた。

『……気が変わったわ』

　そして、そう呟つぶやいた瞬間──炸さく裂れつするような激怒の感情を放出する。

『低確率だから失敗も仕方ない。そう言い訳ぐらいはさせてやろうと思ったけど──この私を前にそこまで吠ほえたことを讚たたえ、絶対の失敗へ追い落としてやる！』

　目を赤く輝かせ、髪の毛を逆立てた女神が、リザに向けて手をかざす。

　その指が指し示す先では、今まさに最後の一撃が解き放たれようとしていた。

「当たれぇ────ッ！」

　パシンと鮮やかに弦つる鳴りの音を響かせて、横回転のかかった矢が高速飛ひ翔しょうする。

　それと時を同じくして、軌道と命中の成否を定める二個の六面ダイスもまた、彼女の頭上で高速回転し始めていた。

『いいえ、当たらないわ！　何故なぜなら、この私が！　〈秘鍵クラウィス〉がそう定めるのだから！』

　赤昏の女神が小さな手をグッと握りしめ、裁定を叩きつけるかのように振り下ろす。

『止まれ賽子サイコロ、不運を示せ！』

　それは呪いなのか、それとも純然たる女神の力なのか。

　彼女の紅あかい目と同じ色の光が徐々に勢いを失うダイスに重なったかと思うと、その正回転の動きが不自然に、捻じくれたものに描き換わる。

　やがて、ふらふらと酔ったような軌道を描いたダイスは止まり、そして。

『ふ、ふふっ。ふふふ……アハハハハハハッ！』

　狂ったように哄こう笑しょうするクラウィスが指し示す、その目は──……

『ほら、見てみなさいよ、木こっ端ぱ！　４と６、４と６よ！』

　……言われなくても、僕だってちゃんと見ているよ。

　出目の合計、10。つまり……１足りない。やっぱり、１だけ足りないんだ。

「……女神の力は、絶対なんだな」

『あらあらあら、それは泣き言？　それともせめてゴマを擂すっておこうって魂胆？　良いいわ、私の力を認めるというなら、受け入れてあげるわよ！　絶対に許さないけれどね！』

「うん……改めて認めるよ。女神の力に紛れはないって。だけど──」

　──だけど、僕は最初から、そういうものだと信じていたよ！

「やってくれ！　エトランジュ！」

『な……!?』

　嘲笑う女神の力がかかった出目を確認し、声の限りに叫んだ言葉。

　ほんの一瞬、それに呼応するようにエトランジュはこちらを向き、心得たとばかりにニヤリ笑ってから、握りしめた杖つえを高々と掲げた。

「今こそ使うぜ！　《神の抱擁ブレッシング》！」

『な、何よそれ──……あ』

　勝ち誇り、ケラケラ笑っていたクラウィスの表情が、一瞬で焦りと驚きょう愕がくに置換される。

　そうさ、今更気付いたってもう遅い！

《神の抱擁》。

　一シナリオ中にたった一度だけ、しかしＭＰ消費なしで使える〈侍者〉の初期習得技能。

　その効果を──エトランジュ、是非ともこいつに教えてやってくれよ！

「おうさ。今のリザりんの達成値に、後付けで１点追加じゃい！」

　杖から振りまかれた、粉雪に似た真っ白な光の粒子が矢に纏まとわり付き、明らかに目標から逸それていた軌道を修正していく。

　そして、その導きに従って飛んだ矢がサラマンダーの左目に深々と突き立った瞬間、クラウィスの声なき絶叫が迸ほとばしった。

『あああああッ!?』

　残りＨＰ１に対して、防御力無視の一撃。

　もう、クラウィスが干渉できる余地はない。ダメージ決定のダイスを振る必要すらない。

『──〈加工されたサラマンダー〉は、幾度かフラフラと足踏みをしたあと、地響きを立てて潰れるように倒れ込みました。もはや……再び動くことは、ありません』

　その事実を補強するような、〈天の声〉によるアナウンス。

　……勝った。

　これで、間違いなく……僕らの勝ちだ！

「や……やった！　やったよ、エトランジュさん！」

「っしゃあああ、よくやった！　こっちゃ来い、思いっきり撫なでてやろうぞ！」

　うつ伏せに倒れこんで脱力する鰐わに竜の様子を、それでも用心深く確認していた二人もまた、喜びを爆発させているのが視みえる。

　勝利の実感と、やりきった達成感に浸っている僕の感慨はしかし、どす黒く濁りきったオーラの噴出によって中断させられてしまった。

『あり得ない！　あり得ないわ！　なんでこんなことになるのよ!?』

　興奮した猫のように瞳孔の開ききった目で、負の思念をありったけ叩きつけてくる小さな女神と向き合っても、もう恐怖心は覚えない。

「……分からない？　本当に？」

　罵り合うのが当たり前で、静かに話しかけられるのに慣れていないのか、僕の言葉に押し返されたクラウィスがたじろぎ、一歩分の距離を下がる。

　それに伴って一気に縮小する悪意の渦──この妖怪を叩たたきのめすタイミングは、今この時をおいて他にないだろう。

「エトランジュは言っていた。女神でも何もかもを思い通りに出来るわけじゃない、と。全ては制約、定められた枠の中──そうなんだろ？」

『な、何を言い出すのよ……？』

「お前が不運の能力ちからを使ったなら、あらゆる出目は絶対に『１足りなくなる』──目標より低い出目に、じゃない。１だけ届かないよう書き換わるんだ」

　それは言い換えるなら、普通なら出ないような高い出目へも強制的に修正してしまうってことでもある。

　今回は11を要求されているのだから、確実に10にしてくれる。

　そこに、判定値を１点増加させる《神の抱擁》を重ねれば──……

「……お前が言った通り、成功率は低い。８％強しかない……どんなに好調だったとしても、そんな博ばく打ちに仲間の命まで賭けるなんてこと、小心者の僕には出来ないよ」

　酸欠の魚みたいに口をぱくぱく、何か言おうとしても言葉にならない様子の女神を睨にらみ据え、ずっと溜ため続けていたとどめの一発を叩きこむ。

「だから、使ってもらったのさ。〈妖怪１足りない〉とすら呼ばれるほど、絶対的な女神の能力ってものを！」

『ぐ……ぐ……！』

　これまで侮り、コケにしてきた人間の僕に利用されたと気付いて、クラウィスの透けるほどに白い肌が真っ赤に染まっていく。

　ああ、スッキリした。

　ちょっと性格が悪いかもしんないけど、これまで散々バカだのチビだのと言われてきたんだし、このぐらいのお返しをしたって罰は当たらないだろ。

　どうせ、これだけやっても悪態をついて逃げてくんだろうと思いきや、当のクラウィスは僕の眼前で、想定外すぎる反応を示し始めていた。

『ひ……ひっ、ぐ……う、うぅ……うええええん！』

「え、ちょ、おま、泣……!?」

　ここまで呆れる程性悪な所業をしてきたコイツが、まさか見た目に似合いすぎるギャン泣きをするとは思ってもいなくて、僕は二の句も継げずに固まってしまった。

『莫迦ばか！　チビ！　ゴミ人間！　これで勝ったと思わないでよ！　ばーかばーか!!』

　いやだから……見た目に似合いすぎる悪口はやめてほしい、ほんとに。

　急激に精神年齢が下がってしまった女神が唐突にその姿を搔かき消したあとには、激しい啜すすり泣きの声だけが暫しばらく残っていたけれど。

　それもやがて潰ついえてしまうと、部屋に残るのは、仲間二人の話し声だけ。

「ユウ、やりきったぜ、あたしたち」

「あいつのこと、やっつけてやった。やったんだよ、ユウ君」

　うん、ちゃんと見てたよ。

　僕の判断が遅れたせいで、多分助かったビットとトレイルは巻き込んでしまったけれど──せめても、二人が無事に生き残れて、本当に良かった。

　……ああ、なんだか安心したら、目の前がどんどん暗くなってきて、もう周りがよく見えないや。

　結局、このあとどうなるのかは分かってないけど、きっと無事に元の世界に戻してくれるよな、エトランジュ？

　今ならもう、僕も、それぐらいはお前のこと、ちゃんと信じているからさ。

「はいはい、そーゆーの良いんで。はよ起きなさい、ユウ」

　……やれやれ、最後の最後まで、そんなぞんざいな扱いをされるのか。

　でもさ、僕は意外とそういう感じのお前も、嫌いってわけじゃなかっ──……

「は・や・く！　起きろっつーとろーが！」

「ぐほッ!?」

　突然、あまりにも突然に口の中に何かをねじ込まれた感覚──そしてそこから流れ込んでくる苦い液状物体が気管の方に回り、危うく窒息しそうになって。

「こ、殺す気かおまッ……あれ？」

「おう、おはよう」

「……え、あの、え……どゆこと……？」

　跳ね起きざま、目の前のエトランジュに食って掛かったところで、異常に気付く。

　なんで……なんで僕は、まだ生きているんだ？

　いやだって、ただのＨＰポーションに死者復活効果なんてないはずだろ……。

　半身を起こしたまでは良かったけど、まだ状況が摑つかめずにポカンとしている僕に、有あり難がたくも〈天の声〉の神託が下る。

『はいはい、ではこちらの女神さんから問題です。本システム〈テンペスト〉において、戦闘処理中にＨＰがゼロになったとき、ＰＣはどうなるでしょう？』

　……いや、そりゃ、〈死亡〉状態になるでしょ？

『ぶぶー。ユウ、何か別のシステムと取り違えてますね？　正解は「〈行動不能〉となり、誰かから《意図的に死亡させる》ことを宣言された時点で〈死亡〉する」です』

　……え。

『補足すると、〈行動不能〉のまま戦闘が終了したらＨＰ１で復活しますんで。つまり、ユウは最初から死んでなんておりません。以上、解説はこちらの女神さんでした』

　あの、とすると……もしかして僕はさっき、勘違いでものすごくアレな独白を入れちゃってたってこと、なのでは……？

「てへへ。女神さん、ユウから嫌われてなかってんな。とっても安心しました」

「う、うわあああああ!?」

　恥ずかしい。もうホント恥ずかしい。

　何をどうやったって到底誤魔化せないぐらい、顔が熱い！

　いや、ならビットもトレイルも無事ってことだから、それ自体はメッチャ喜ばしいことなんだけど、それにしたってなんだこの辱はずかしめ!?

　せめてもの言い訳をさせてもらうと、〈テンペスト〉は慣れ切っているシステムだし、最近はＰＣが戦闘不能に陥ること自体が全然なかったんだよ……。

　嬉うれしそうに小躍りしているエトランジュとは真逆で、僕はもう部屋の隅っこで膝を抱えて座っていたかったけど。

　そんな僕の目の前にも、ちゃんと差し伸ばされる手はあった。

「へへ……やったね、ウチら！」

　その笑顔を向けられてみれば──うん、まあ、どうでもいいか、僕の惚とぼけたミスなんて。

「ありがとう……みんなも！」

　先に目を覚ましていたビットに小突かれ、トレイルに無事を祝福されながら、リザの手を取って立ち上がる。

　そうだ、こうして全員が生還できたことを、今は単純に喜ぼう。

『──冒険者たちの耳に、何かのロックが外れたような音が届きます。その音は、宝剣と呼ばれたものが安置されていると思おぼしき台座からのようです』

　興奮冷めやらぬ僕らの、まるで取り留めない会話の間へと滑り込ませるように、〈天の声〉のマスタリングが届く。

「……あ、そういやなんか宝物があったんだっけか？」

　そして、その音を聞きつけたビットが思い出したように呟つぶやくもんだから、一瞬全員が顔を見合わせ──そして、全く同じタイミングで吹き出した。

「よし……んじゃ、戦利品を取りに行くか！」

「うん、行こう！」

　当然、異論なんて誰にもない。

　僕らは互いに肩を叩き合い、全員で揃そろって旅の終着点──安置されている〈宝剣〉の玉座へ続く階段を、一歩一歩踏みしめながら上っていった。
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　最後の部屋に隠されていた脱出路を抜け、僕らが地上に戻ったときにはもう、すっかり夕方になっていて──その夕ゆう陽ひはこれまで見たことがないほどに綺き麗れいに感じた。

　穏やかな紅あかさと暖かさが示す、この世界の攻略を無事終えられた事実。

　それは同時に、僕があの日に置き去った苦い思い出を乗り越えた証あかしで、そして──仲間と別れるときが来たんだよと、そっと僕に囁ささやくもののようでもあって。

　疲れ切った身体からだで夜道を行くのは危険だろうと、昨日の野営地で再び一夜を過ごすことを提案したのは、第一に仲間の体調を気遣ったからだけど……面と向かって「さようなら」を告げるのが辛つらかったのもある。

　本当に最後になる会話を交わし、食事を終え、楽しいひとときを過ごしたあとのこと。

　今はもう、完全に日の暮れた夜半過ぎ。

　皆がそれぞれ寝袋に包くるまってから暫く後、僕はそっと起き上がった。

　戦利品として持ち帰った宝剣と、僅かに残っていたアイテムやお金を全てまとめて自分の寝袋の上に残し、出来るだけ物音を立てないよう、忍び足で歩き始める。

「…………よし、行こう」

　何か先にやることがあるらしいエトランジュとは別々に出発し、沢で落ち合う約束になっている。

　そうでなくとも二人一緒に抜け出したら目立つだろうし、短い間とはいえ苦楽を共にした彼らに余計な気を遣わせたくはない。

　今夜は幸い、灯あかりがなくても充分夜目が利きく満月。

　何処どこか遠くで吠ほえる野犬の声を聞きながら、そろそろと獣道を進んでいるうち、何故なぜかひどく寂しいような気分が湧き上がってくる。

　こういう別れの形を選んだのは、僕が消える理由を上手うまく説明出来ないと思ったからだ。

　だけどやっぱり、たとえ噓うそでも──何かそれらしい理由をこじつけてでも、ちゃんと向き合って別れたほうがよかったんじゃないか、と。

　今更で身勝手な未練に後ろ髪を引かれ、来た道を振り返った、まさにそのとき。

「動くな！」

　不意にかけられた頭上からの声にビクッとなった僕に向け、更に追撃のような忍び笑いを漏らす背の高い影が、梢こずえから音もなく目の前に降り立つ。

「なーんて、ね」

「……リザ」

　木々の合間に落ちる月明かりで照らされた彼女の顔に、胸を撫なで下ろしはしたものの。

「……バレてた？」

「ううん。眠れなくてさ、ここで月を見てただけ。そしたら、君が見えたから」

　多分、これは噓だったんじゃないかと思う。

　月を綺麗に見たいなら、もっと拓ひらけた場所がすぐ近くにあるんだから──でも僕はその言葉を、ただそのままの意味で受け取らせてもらうことにした。

「行っちゃうんだね、二人とも」

「……うん。僕らには帰るところが、行くべき場所があるんだ」

　それについて、彼女には──この世界の住人には、何処とも説明することは出来ない。

「そっか。じゃあ、間に合ってよかった」

　だけど、リザは行く先について一言も尋ねず、白い光の中でふわりと笑みを浮かべた。

「ウチのこと、護まもってくれてありがとう……あはは、お別れの前に、言えて良かったな」

「……お礼を言ってもらえるようなことじゃないよ」

　勝手に抜けることを怒るでもなく、感謝の言葉を紡つむいだ彼女に対して、僕が感じたのはなんだか申し訳ないような、ばつの悪いような、複雑な思いだった。

「本当なら、あんなに追い詰められずに済むはずだったんだ。でも、僕は臆病で、頭で考えるばっかりで──結局、ああするしかなくなった」

「…………」

「それに、僕はズルをした。どういうことかは、その……上手く言えないんだけど、確かにやってしまったんだ。だから、本当に褒められたもんじゃないんだよ、リザ」

　あの嘲わ笑らう女神からの、余計な介入を切り返しただけ──いくらそう言い逃れをしてみても、僕がゲームルールの外から持ち込まれた異物を利用した事実は変わらない。

　絶望的状況を覆くつがえすために取った緊急手段だったとはいえ、勝利の高揚感が収まってみれば、あの逸脱行為は僕の胸の中に小さな棘とげとなって残ってしまっている。

　それでも──そんな告白を聞かされても、僕を見つめるリザの目の中にあったのは、凪ないだ海のような穏やかさだけだった。

「いいんじゃない？　それでも」

「え……」

　軽蔑や怒りを覚悟して告白した事実なのに、あんまりあっさりと肯定されてしまうと、かえってどうしていいか分からなくなる。

「ウチには、ユウが言う『ズル』が何かは分かんないよ。でも、それはただ自分の利益のためだけにやったことじゃないんでしょ？」

「それは──それは」

　どう、なんだろうか。

　突き詰めてしまえば、あの自己犠牲に見せかけた行いだって、この物語を完結させたいという僕の利己的な感情がさせたことでしかないのかも知れない。

　だからこそ、その質問に対し、そうだとも、違うとも答えきれなくて。

「仮にそうだったとしても、それで生き延びた事実は変わらないよ。だから、たとえ他の誰が君を詰なじっても──ウチは、ウチたちは、ユウがしてくれたことに感謝する」

「……。ありがとう、リザ」

　……ああ、これで僕は、心から僕の冒険を終えたと思うことが出来る。

　深々と頭を下げた僕の肩を、やめてよと戯おどけた様子で叩たたいた彼女は、しばし沈黙したあと、小さく頷うなずいた。

「ねえ、ウチたち、また何処かで会えるかな？」

「……うん。この世界で……また、いつか」

　これは、これこそは、明らかな噓だ。

　僕は、それが叶かなわないと知っている。

　このア・リザ・リンという女の子を含め、この世界の全ては、僕の物語が終われば消えてしまうのだから。

　それは最初から決まっていたことで、覆すだけの力なんて僕にはなくて──でも、また会えたら良いいと思うこの気持ちだけは、絶対に虚偽じゃない。

　泣き出しそうになる気持ちを必死に抑えて、僕は笑った。

　この期ごに及んでまだ、もう一つ重ねて噓を吐くことを、心に詫わびながら。

「そのときは、また一緒に旅をしよう。ビットも、トレイルも……そう、皆で……」

　ありがとうとごめんねを綯ない交ぜにしたものが胸に閊つかえ、それ以上の言葉を出せないまま俯うつむく。

「うん……約束だよ」

　差し出された手を握り返し、頷きあえば、これで本当にお別れ。

　じゃあ、と僕が踵きびすを返しかけたとき、不意にリザが横手の木々の奥を指差した。

「……ねえユウ、あれ、なんだと思う？」

〈天の声〉のやつ、この期に及んでまた妙なイベントでも差し込んだのかと、慌ててそちらに目を凝らしても、ただ鬱うっ蒼そうと茂る森の木々しか見えない。

「ど、どれ？」

「ほら、あれだよ、あれ──」

　彼女の長い指が指し示す先、真っ黒に沈む木立の中に集中しているうち、静かに近づいてきた気配が、至近距離でゆらりと揺らめいた。

「…………え？」

　右頰に感じる、温かくて柔らかな感触。

「バイバイ、ユウ！　約束を──ウチらのことを、忘れないでね！」

　思わず視線を戻したときにはもう、彼女は数歩退ひいた場所にいて、その声を最後に木々の中に溶けていってしまった。

「………………」

　呆ぼう然ぜんまでは幾度か経験済みだけど、自失まで行ったのは人生初かも知れない。

　その部分を指で触れたまま、頭が真っ白になったままでいた僕は、またしてもあっさり無防備な背後をとられてしまっていた。

「…………おーお、色男はつれぇのぉ？」

「うおびっくりしたッ!?」

　瞬間、金縛りと混乱のバッドステータスが解けて、時間が正しく動き出す。

「しーッ！　大声出すんでねぇ！　毛玉君みたいなリアクションをしよってからに！」

　しゃがみ込んだ姿勢で太ももに頰ほお杖づえを突き、じっとりとした非難の目線。

　ここぞとばかりに『あたしゃ怒ってますよ』的アピールをしてくるのは、僕にこれまでああだこうだと散々言われ続けたお返しなのか。

「え、エトランジュ……沢で待ってたんじゃないのか？」

　もう〈侍者〉の格好でなく、初めて出会ったときと同じシンプルな装よそおいに戻り、薄く発光しているところを見ると、彼女はもう『女神』としての機能を取り戻しているらしい。

「キミが他の娘とイチャついてる間もずっと待ってたですわよ。なんと六百秒も！」

「……いや、それはお前の堪こらえ性しょうがなさすぎるだけじゃ……」

　大体、先に行くって言ったのはお前だろと言い返したいところだけど、さっきの現場を見られている以上、藪やぶを突くと蛇どころか首長竜ぐらいは持ち出されかねない。

「ま、まあ、うん。待たせて悪かったよ、ごめん」

「ふふん。そうさな、今回はちゃんと謝れたから許してやらんでもねぇ！　寛大な措置に感謝するが良いぞ、ユウちゃん？」

「へへえ。ありがとうごぜぇます、女神様」

　……ああもう、余韻も後味も台無しじゃないか。

　だけど、僕らの世界の幕引きは、これでいいのかも知れない。

　僕らは最初から──そして今になってみれば尚なお更に、お互い畏かしこまってお世辞を言い合うような、そんなありきたりな関係の二人じゃないんだから。

「ふふふ……でさ、この物語を体験してみてどうでしたかい？　感想は？」

「……感想。感想、か」

　ぽーんと跳ねるように立ち上がり、目をキラキラさせ、両手をぐっと握りしめて──僕の返答を待っている女神に、どう答えよう。

　荒唐無稽な巻き込まれ型導入から始まり、中盤もただただ振り回されて。

　なのに最後はちゃんとした感慨と、少しの寂せき寞ばくと、結局変わらない大騒ぎ。

　はたから見れば完全なドタバタコメディ──でも、僕からすればこの物語は、確かに笑いあり涙ありの大スペクタクルだった。

　世界をつくったのは僕とエトランジュだけど、それを完成させたのは、これまで出会った全ての人達と、不可思議な運命を司つかさどる何か。

　そうさ──これが、これこそが。

「うん……すごく楽しいＴＲＰＧだったよ」

「ホントに!?」

　言った途端、食らいつくような勢いでエトランジュが迫って来る。

「本当だよ。僕はこのシナリオをずっと失敗作扱いしてきたけど、今こそちゃんと手直しをして、みんなと改めて遊んでみたい。そう思ったぐらいに」

　プレイヤーとマスター……二つの立場を同居させたような立ち位置で過ごしたこの数日間で分かったのは、僕はやっぱりＴＲＰＧが大好きなんだ、ってことで。

　そして、それを改めて感じさせてくれたのは、間違いなくこの女神だったから。

「ありがとう、エトランジュ」

　だからこそ、彼女にもちゃんとお礼を言っておこう、と──ちゃんと伝えた本心だったのに、受け取り人の様子が今までに増して変になっていく。

「へ、へへへ。いやー、そう？　マジ？　女神さんのおかげなん？　にへへへ……」

「いや、なんだそのタコみたいな動きは」

　くねくねと落ち着きなく動いたり、突然回り出したり……挙動不審を通り越し、まさしく人外的な動きになってるけども、それはなんだ、恥ずかしがっているのか？

「そっかそっか、ユウは楽しかったか！　良かった！　うん、マジで良かったよ！」

「何もそんな、大げさに喜ぶほどのことじゃ──」

　また誂からかわれてるのかと思うぐらいのオーバーリアクションに、つい苦笑いしてツッコんだ僕の言葉が終わりもしないうち、すごい勢いでエトランジュが反対意見を言い募る。

「いいや、大げさでもなんでもないぜ。あたしゃＴＲＰＧの女神サマ──なのに、誰かにそう言ってもらえたのなんてホント、マジ久しぶりのことだったんだから！」

　……ああ、そうか。そうだった。

　エトランジュは、ずっとあの本の中にいたんだものな。

　それがいつからなのかは知らないし、聞ける気もしないけど──彼女は僕と出会う以前、別の誰かとも、こんな風にどこかの世界を旅していたんだろう。

　そして、その旅が終わって以来、エトランジュはずっと一人、また物語せかいを創り、世界シナリオを紡ぐ日を、本の中でじっと待っていた。

　共に歩む相手、それを楽しいと思ってくれる誰かが自分を手にとってくれるまで、ただ転々と世界を流れながら……。

「…………。なあ、今更──ホントに今更なんだけどさ。エトランジュって呼び名、変えてもいい？」

　僕の提案を耳にして、バレリーナのごとく回転していた彼女の動きがぴたりと止まる。

「え。マジ？　うーん、それはかなり残念かもにゃあ、気に入っとったけん」

「……大丈夫、変えるのはたった一文字だけだから」

「ふム？」

　妙な話だとは思う。

　でも──僕が現実に帰る前に、この女神がまた本に戻り、消えていく前に。

　出会ったとき、第一印象だけで決めてしまった名前だけは今ここで変えておかないと、この先ずっと後悔するような気がして。

「よし、分かった！　それじゃ、もう一度あたしを呼んでおくれ、ユウ！」

　両手を広げ、受け入れ態勢が整ったことを示す女神の目を、最初に見たときからずっと、とても綺き麗れいだと思っていた瞳を見つめながら告げる。

「〈エトランジェ〉。これから僕は、君のことをそう呼ぶよ」

　それは、遠くからの旅行者、異邦人……そんな意味の言葉。

　多分、また何処どこかずっと遠くまで流離さすらっていく彼女に向けて、僕が出来ることはこのくらいしかないとしても。

　せめて、この女神の思い出を、『変なやつ』として終わらせたくはなかったから。

「エトランジェ。いいね！　よし、あたしはこれから、エトランジェだ！」

　多分、どんな呼び名を付けても、この笑う女神は同じように喜んでくれるんだろう。

　でも──僕はその名で君を呼べて本当に良かった、と……心から、そう思うんだ。

「それじゃ戻ろう、キミの現実せかいへ！　なにか忘れ物はない？　お土産は持った？」

「え？　お土産って……この場所から持ち帰れんの？」

「ううん、ぜんっぜん無理。ただ言ってみたかっただけ！」

　なんだそりゃ──そう言って笑いあうのが、完結の合図。

　彼女が髪留めを外し、くるりと手の中で回すと、それは見る間に大きさを変えていく。

〈世界の留め金〉。

　僕をこの場所に導いた、世界同士を繫つなぐポータルの鍵を外すもの。

　二度とは実際に目にすることはないであろう、この〈テンペスト〉というゲームの世界を目に焼き付けながらも、ふと、来たときのことを思い出す。

「そうだ、頼むからもう、いきなり落っことすのは止やめてよ？」

　行きはまるで身投げの道連れみたいな形だったけど、今ならあの何もない空間を歩いて進むのも厭いとわないぐらい、エトランジェのことは信用している。

　それぐらい分かっているだろうと思ってたし、だからこそこれはもう、ほぼ冗談で言っただけだったのに。

「えっ」

　あのさ、なんでそんな驚いた──いや違う、やっちまったなって顔をしてるんだい？

　嫌な予感を超越し、半ば諦めに似た確信まで僕の思考が到達したあと。

　彼女は〈留め金〉を持つ手で見覚えのある古風なリアクションを──つまり、コツンと自分の頭を叩たたき、ペロッと舌を出しながら、可か愛わいらしい声でこう言った。

「ごめん、もう足元に開けちゃった☆」

　ああ、うん──なんとなく分かってたよ。

　だからといって何一つ許されない暴挙の告白を聞いた、十分の一秒後。

　まだ別れの言葉も言っていないのに、足元から唐突に地面を踏む感覚が消失し、覚えがありすぎる浮遊感が襲いかかってくる。

「またこれかあああああッ！」

　どこどこまでも続くフリーフォール、はるか下方に針であけたような点──何もかも来たときと同じ帰り道の中、それでも僕は必死に堪えてはいたけれど、やがて意識が白く、真っ白になって──……
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「………………、はッ!?」

　何か妙にうるさい音がする──その原因が何なのかに思い至らず、暫しばらくぎゅっと目をつぶっていた僕は、それが毎朝の起床アラームであることに気付いて跳ね起きた。

「うわッ!?」

　しかし、その勢いがあまりに強すぎたせいか、立ちくらみのような目め眩まいに襲われたためか、数十センチの段差を転がり落ちた挙げ句、床に頭を打ち付けてしまう。

「い……痛いってえええ……！」

　悶もん絶ぜつしつつ、そのおかげで明らかに開けた視界に入ってくる、つきっぱなしの蛍光灯。

　横顔に触れているのは、起毛のヘタったラグの感触。

　ここは──この、場所は。

「僕の部屋……だ！」

　じゃあ、僕は、帰ってきたのか。

　いまだふらつく感覚に頭を振りながら、枕元で鳴り続けるスマートフォンを摑つかむ。

　その表示された待機画面の時計には、『木曜日』と表示されていて──……

「え!?」

　も、木曜日の、七時……って。

　それじゃ、僕があっちに行ったのは今日の零時過ぎってことになるぞ!?

　あっちの世界で丸三日を経てやっと帰還したのに、こっちでは六時間ちょっとしか経たっていないってことに……。

「じゃあ……あの経験は……一体……？」

　………………。

　認識と事実のズレに困惑しながらベッドに腰を下ろし、部屋の中を改めて見回したところで、僕は其処そこに在るべきものが見当たらないことに気付いた。

〈笑う女神の書〉──あの本が、女神の封じられていた神器が、ない！

　もう頭の痛みにすら構ってはいられず、僕はベッドの下から机の上までをかき回し──そして結局、やっぱり何処にもないという結論だけが残される。

　……どう、考えるべきなんだろうか。

　のろのろとベッドの端に腰を下ろし、二つの可能性を天秤に乗せる。

　女神はもう、さよならも言わずに、本と共に去った。

　あるいは──これまでのことは全て、あの本を買ったことすら、僕の心が、自分のシナリオをプレイヤーとして経験してみたいという願いが見せた、夢だった。

　理性的に考えれば後者だとは知りつつ、実際にあったことだと信じたくて仕方ない。

　リザ、ビット、トレイル──エトランジェ。

　仲間が、あの冒険が、女神の笑顔が、激しい戦いが──何か一つでもいい、残ざん滓しとして残っていないか、証明できるものはないのか。

　見回した部屋の中、ふと目の隅に入ったのはプラスチックの剣。

　小さい頃に買ってもらって、ずっと捨てられないままに飾ってあった玩具おもちゃを引っ摑み、部屋の中央で精神を集中する。

「《旋回撃ブランディッシュ》！」

　そう宣言し、力の限り思い切り横に振り抜きながら回転──したところで、僕はそのままあっさりとバランスを崩し、ラグの上へ大の字に倒れ込んだ。

「…………だよね」

　そりゃそうだ、僕はただのゲームオタク──運命を決するダイスを内包したあの腕輪、〈運命器ルーラー〉を嵌はめてすらいない、ただの中学生なんだから。

　……夢だったんだ、あれは。

　そうでなければ、エトランジェが顕あらわれたとき、あれほど散らかった部屋がこうも綺麗に片付いているはずはないんだから。

　剣を杖つえがわりにして立ち上がりながら、僕はその結論を努めて飲み下した。

　それなら、それで仕方ない。

　でも、あの間違いなく楽しかった記憶だけは、確かに覚えておこう。

　誰に信じてもらえなくても、誰に共有することが出来なくてもいい。

　あれは、僕の世界シナリオだ。

　女神が回してくれた、僕だけの世界だったんだから。

「……そうだ！」

　本棚の最下段から、作ったシナリオの束を保管してるボックスを引っ張り出す。

　今日帰ったら、あのハック＆スラッシュのシナリオを修正して、綺麗に作り直そう。

　それから、皆に頼むんだ。「これを使ってＧＭをやってみてくれないか」、って。

　どんなリアクションをされるか分からないけど、大丈夫。

　あの小規模な大冒険で経験した諸もろ々もろの大変さに比べたら、ちょっと気恥ずかしいぐらいなんてことはないんだから！

　それに──今はプレイヤーじゃなくてもいい。マスターでもぜんぜん構わない。

　とにかくＴＲＰＧしたい欲が溢あふれ出しすぎて、何処からどう手を付けようかそわそわしっぱなしの僕の耳に、無情な宣告の声が飛んできた。

「ユウ？　起きてるの？　もう御飯出来てるわよー」

　階下で母さんが呼んでいる、ってことは……ヤバい、このままじゃ遅刻コースになる！

　大慌てで部屋着を脱ぎ、制服に身体からだを突っ込むなり、部屋を飛び出──いや駄目だ、鞄かばんを忘れてる！

「……朝から騒がしいわよ、ユウ！」

「ご、ごめん」

　階段を駆け下り、玄関に鞄を投げ飛ばし、洗面所で手と顔を洗って食卓につく──ここまで五分で終わらせた僕は、息切れを抑えつつコップの牛乳を飲み干す。

「パンは？　いつもどおり、一枚でいいわよね？」

「うん、お願い」

　すっかり、いつもと変わらない朝の風景。

　でも、母さんが差し出してくれたパンと目玉焼きに齧かぶりついたところで、ふと、食卓に珍しいものがあることに気付いた。

　母さんの分とは別に用意された、もう一組の食器類。

「あれ？　姉ちゃん、今日は家にいるの？」

「え？　あの子は帰ってないわよ、大学あるもの。どうして？」

　なんでそんなことを聞くんだろうという顔をして、母さんが首を傾かしげる。

「どうしてって、なんで余分な食器が──」

　会話が嚙かみ合わず、なんだか妙な違和感を覚えながらも、僕がその不審の元凶を指さそうとしたとき、居間の扉が盛大な勢いで押し開かれた。

「全あたし、入場ッ！」

　………………。

　…………………………えっ？

「あらあら、ドアはもうちょっと静かに開けてね？　壊れちゃうわ」

「おっといけねぇ！　ごめんなさいおばさま、そしておはよーございます！」

「はい、おはよう。よく眠れた？」

「ばっちしっす！　いやもーこの家の布団はガチ最高ですわ！」

　至極当然のような顔で、何も異常はないって態度で、僕の母親と爽やかな朝の雑談を交わしている、見覚えがありすぎる容姿の女の子。

「な……な……」

　確実に三十秒はフリーズしていた僕は、目玉焼き乗せトーストを手から取り落としそうになったところでやっと、その呪縛を振り払った。

「なんでお前がここにいる!?」

「こら！　エトラちゃんに何てこと言うの！　ごめんね、ユウったらホント子供で……」

「いえいえ、ぜんぜん平気ッス！　あたしはほら、これからご厄介になる身ですし！」

　あのさ、待ってくれ、頼むから！

　ポンポンポンポン、わけのわからん情報を投げ込むなよ、玉入れじゃあるまいし！

「母さんごめん、こいつと大切な話があるから、ちょっと席外す！」

「えー。ユウ、あたしもうおなかがＭＡＸペコってんだけど……」

「いいから！　マジで！　こっちに来い！」

　僕がよっぽどアレな顔をしていたのか、普段なら結構なお叱り案件になる『御飯を中断すること』に対して何も言わなかった母さんを背に、エトランジェの首根っこを摑んで居間から廊下に出た瞬間、それまでどうにか抑えていたものが一気に噴出した。

「な……なんで!?」

　再会の驚きも喜びも当然にあるんだけど、それらを上塗りして余りある事態すぎて、ああ、なんか、ホントになんだこれは!?

「あらやだ、朝から壁ドンだなんて！　情熱的すぎてマイハートが転げ落ちそうよ！」

「あ、ご、ごめ──じゃない、誤魔化されないぞ僕は！」

　そうだ、ここで口くち籠ごもったら絶対にまた済なし崩しで押し通される！

「どうやって母さんに取り入った？　なんでお前が僕の学校の制服を着てる？　それにさらっと言ってた『ご厄介になる身』ってどういうことだよ!?」

　それだけじゃない。

　聞きたいことはもう、それ以外にも山ほどある。

　これもまだ夢なのかとか、結局あの世界は何だったのかとか、どうして時間が僅かしか経過してないんだとか、本は何処どこにやったんだとか。

　そもそも──僕の望みを叶えたら、それでお別れだったんじゃないのか、とか。

　でも、脳の半分以上がパニックと疑問符で覆い尽くされた僕は、それらの疑問をうまく出力できなくて──とにかく、彼女の挙動への短絡的疑問だけが口をつく。

　しかし、そんな僕とは対照的に、笑う女神は事も無げに大きく手を広げてみせた。

「その質問には纏まとめて答えられるよ！　ユウ、あたしの能力を覚えてっかい？」

「の……能力ゥ？　ええと、誰かが作った物語から〈世界〉を創りだす……」

「そう。んで、それから？」

「それから、〈世界〉の中に任意の設定で〈キャラクター〉を……って、え？」

　まさか──まさか、この現実世界も能力の対象に取れるとか言い出さないだろうな!?

「フフフ。どーやら分かったようだね、ユウ君？」

　宇宙を内包したようにきらめく瞳に押されて、今度は僕が壁に背を押し付けられる。

「あたしは〈篠ささ目めエトランジェ〉！　キミの遠い親戚！　親が仕事で渡米する間、居い候そうろうすることになった絶対無敵の女子中学生！　……という設定で現界してみたぞ☆」

　空いたスペースで演劇チックに身振りを付けたエトランジェが、威風堂々と宣言したその内容を聞いたせいで、また目め眩まいがしてきた。

「……。いや……分かった、原因と状況については分かったし、夢の続きじゃないんだと認めるよ！　けど、なんでそんなことを──」

「そらもう、もっとユウの近くにいたかったからよ」

　だ……だから、どうしてお前はそういう台詞セリフをさらっと、事も無げに言えるんだ。

　言われてしまえばこっちが後の言葉に詰まるような、クッソ恥ずかしいことを！

「あっちでユウちゃん言ったでしょ？　楽しかった、僕はまたエトランジェと一緒に旅がしたい、って！　そんな無む垢くなる少年の切なる願い、叶かなえないわけにはいかねぇべさ！」

「噓うそだッ！　僕は楽しいとは言ったけど、絶対にそこまでは言ってない！」

「いいや聞いたねッ！　あたし的解釈だと、あれはそういうことなんだもん！」

　……駄目だ、ついに目眩が足に来て、真まっ直すぐ立っていられなくなってきた……。

　じゃあ、あの場の雰囲気で感じていたセンチメンタルな思いこそが、この非常事態を呼び寄せた元凶ってことなんじゃないか。

　いや……分かっていただろ、ユウ。お前は知っていたはずだ。

　この女神に絆ほだされたり、甘い顔をしたが最後、そこに際限なく付け込まれると！

「ホントに……もうお前、マジで本当に……！」

「お、お？　なんだい、肩を震わせて泣くほど感動してくれたのかい？」

「これは怒りによるものだよ、すっとこどっこい女神！」

「フッフゥ！　照れちゃってまあ、この子ったらなまら可か愛わいいんだから、もう！」

「や、やめ……撫なでるな！　抱きつくな！　ま、待て、顔を近付けて何するつもり──」

　忘れてた、こいつ現実世界だとめっちゃ力強いんだ！

　朝っぱらから襲いくる、貞操の危機──しかし、間一髪のところで文字通りの救い主が明らかな怒声をもってその状況に割り込んで来る。

「あなた達、なにやってるの！　遊んでる時間なんて無いわよ！」

「ほ、ほら、母さんに怒られたぞ！　続きは下校後だ、じっくり話しあうからな！」

「ちっ、しゃあねぇ。転校初日に遅刻して怒られるのはヤーよ、あたしも」

　……うん、その格好をしている時点で、学校にくっついて来るのまでは飲み込むしかないと思ってたよ。

　しかしその後の一言は、さらなる状況の悪化と、学校生活の波乱を明確に示唆していた。

「あ、そだ。女神さんね、ユウと同じクラスに編入されるように〈設定〉してあっから。ガッコのこと、あとで色々と教えてねー♡」

　満面の笑み、投げキッス付きの大暴言。

「おばさまー！　あたしのパンは特盛でお願いしまーす！」

「……マジで？」

　廊下に取り残されたままの僕は、二つの事実を改めて思い知らされていた。

　一つ目。いくら慣れても、驚きすぎると人はやっぱり身動きが取れない。

　そして二つ目──これはもう、揺るぎない絶対の予言なんだけれど。




　自分はこの先、もっととんでもない事態に巻き込まれていくぞ、って──……













「おーっす、ケイ。なんだよ、えらく眠そうだな」

「ああ、ダイキ。いえ……昨夜、〈テンペスト〉の世界を旅する夢を見まして」

「え、お前も？　実はさ、俺も似たような夢を見たんだよ！」

「それは、偶然ですね」

「でさ、ユウが仲間にいたんだよな。あいつがプレイヤー側って、初めて──」

「……ダイキの夢でも、ですか？」

「でも、って──え？　なんだよ、まさか……」

「…………」

「………………」

「おはよ、二人とも。あれ、ユウはまだ来てないの？　珍しいね」

「おいアカネ！　お前、昨日の夜、夢を見なかったか!?」

「な、何よいきなり！　ま、実は、絶対に話そうと思ってたんだけど」

「どんな夢です？」

「それがさ、ウチらが〈テンペスト〉の世界を実際に冒険するの！　風景も敵も、全部がめっちゃリアルで──ねぇちょっと、聞いといて何ヘンな顔してんのよ？」

「なあケイ、これって……」

「ええ……多分……」

「な、何よ？」

「アカネ、その夢に一人、見慣れない女の子が出てきませんでしたか？」

「なんかユウと妙に仲が良くてさ、髪の長ーい、可愛いけどやたら変なやつ」

「……いたけど……いやなんでアンタたちがそれ知ってんの!?　キモいんだけど!?」

「いやさ、実は──あ、ユウが来たっぽいぞ」

「ギリギリのバスだったんですね。あとは歩きながら話しましょう、もう時間です」

「そだね……って、ちょ、ちょっと、二人とも！　あれ、あれ見て！」

「あ？　あれって何だよ？」




「あれだよあれ、ほら、ユウの後ろにいる、あの女の子って──……」














あとがき






　改めまして、皆様にはお初にお目に掛かります。酒シュ虎トラです。

　何より先まず本書をお手にとって下さいましたこと、そしてここまで通してお読み下さったことに対し、深く御お礼れいを申し上げます。

　気楽に読めるスラップスティックな物語をお届けしたいと思いながら書き上げましたが、如何いかがでしたでしょうか。

　読み終えて『楽しかった！』と感じて頂けたのなら、これに勝る幸いはありません。




　さて、本作のテーマ・舞台となっております【ＴＲＰＧ】について、少しだけ。

　これは最近ハマった方や動画等で存在を知った方には信じがたい事実だと思われますが、十数年前まで、ＴＲＰＧは「遊ぶこと自体が結構困難なゲーム」の一つでした。

　なにせ、今と違って知らぬ同士がネット上で手軽に遊べる環境などありません。

　リアルで集まって遊ぶのが当然でしたから、開催場所を頑張って探し参加者に集合場所と日時を連絡、当日は紙束とルールブック、ダイスやコマを詰め込んだ重い鞄かばんを持ち、最寄りの駅前で待ち合わせて──……と、開催に漕こぎ着つけるのもなかなか大変でした。

　……あ、いや、そういう段取りも、なかなか楽しかったですよ？

　ただ、何かと（特に調整役のＧＭゲームマスターが）大変な遊びなのは確かだったんです。




　それが今や、ＳＮＳで参加者を募り、Ｗｅｂ上のアプリでササッと遊んで、時間が来たら続きはまた明日、という遊び方が出来るとは、なんと素晴らしい時代に……！

　本作のようにプレイヤー自身がシナリオ世界に入り込んで遊ぶ、ということは流石さすがにまだ出来ませんが、未来じゃそれすら当たり前のこと──に、なるのかも知れませんね。




　……とりとめのない話が長くなりました。

　最後に皆様へ重ねての御礼と、また別の〈世界〉でユウとエトランジェが繰り広げる冒険をお目にかけられますよう、図ずう々ずうしくも作者への応援をお願い申し上げまして。

　ではまた、何いずれの機会に！


酒虎
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